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第二部　経験値教育学生報告「尼崎で学んで」
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平成 27 年度地域志向教育研究報告会　第三部「大学と地域の今後」（2016 年 2 月 11 日）
船木成記（尼崎市顧問）　眞鍋和博（北九州市立大学教授）　大江篤（本学教授）

大学 COC 事業における政策提言発表会　稲村和美尼崎市長を囲んで（2016 年 3 月 8 日）



地域志向科目「大学の社会貢献」
第 1 学期授業風景

庄下川を用いた親水性プログラム　庄下川探偵団
人間健康学部総合健康学科（2015 年 10 月 30 日）

ハロウィーンスイーツ教室
短期大学部生活文化学科（2015 年 10 月 31 日）

地域志向科目「大学の社会貢献」
第 2 学期授業風景

猪名寺忍者学校　歴史術
人間教育学部児童教育学科（2015 年 10 月 24 日）

㈱ベンカンによる Tublock モニタリング
短期大学部幼児教育学科（2015 年 11 月 19 日）





〈巻頭言〉

　本学は、開学以来、建学の精神「捨我精進」に基づき、「他者と支え合う人間の育成」を目指しています。

その間、30 年以上の生涯学習の歴史を誇り「地域と共に歩む大学」として、地域に開かれた大学づく

りを推進してきました。

　そのような中、平成 25 年度に文部科学省の地（知）の拠点整備事業に申請し、「＜地域＞と＜大学＞

をつなぐ経験値教育プログラム」という事業名で文部科学省の地（知）の拠点整備事業に採択されました。

　そこでこれまでのさまざまな地域連携の活動の歴史をふまえ、尼崎市や尼崎商工会議所等と連携しな

がら、「健康づくり」「学校教育」「生涯学習」「子ども・子育て支援」の領域で、地域と共に地域課題の

解決に取り組む教育、研究活動を実施しています。さらに、課題の解決のための教育改革やその体制の

構築、そして学生と地域の人々が協働して地域で学び、地域に学び、地域へ学びの還元を行う循環型の

経験値教育の実質化を進めています。

　その成果の一つとして、平成 28 年度に約 380 名の学生が尼崎市をフィールドにしてプロジェクトで

取り組む「つながりプロジェクト」という PBL 型の必修科目を開講します。

　本学ではこの学びを CBL（Community Based Learning）とよび、学生が地域で学ぶことにより、学

部、学科の枠を超えた学生間のつながり（Community）ができるとともに、受け入れていただいた地

域の方々の間で新たなつながり（Community）も生まれ、学生を核に新たなコミュニティが形成され、

地域が活性化されることをめざしています。

　これらの活動により、主体的に、多面的に課題に向き合える女性を育成し、本学が地域でかけがえの

ない存在となり、地（知）の拠点として地域創生の一翼を担うことができると考えています。

　本報告書は、平成 27 年度に実施しました「地（知）の拠点整備事業」の取り組みの成果をまとめた

ものです。ご高覧いただき、これからの本事業の趣旨並びに取り組みにさらなるご理解、ご鞭撻を賜り

ますようお願いいたします。

　　平成 28 年 3 月
 園 田 学 園 女 子 大 学　　
 園田学園女子大学短期大学部　　
 学長　川島　明子　　
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庄下川の水質調査実験　衣笠治子准教授（2016 年 2 月 3 日）

平成 27 年度健康ひょうご 21 県民運動推進阪神南会議総会・研修会（2015 年 7 月 9 日）
「PAPER PLANE 運動プロジェクト」林谷啓美教授

地域研究報告



【はじめに】
　日本における65歳以上の高齢者は3186万人（平
成 25 年 9 月 15 日現在推計）で、総人口に占め
る割合は 25.0％となり人口、割合共に過去最高と
なった 1）。尼崎市は、平成 27 年 2 月現在で総人
口が約 44 万人であり、そのうち 65 歳以上の高齢
者 27.1％、75 歳以上の高齢者が 12.4％を占めて
いる 2）。また、男性の一人暮らしが 20％と多く、
高齢者のみの世帯も多い 2）ことが特徴である。
この人々は、地域との関わりが希薄になりがちで
あり、健康の保持や生活に関してのサポート等が
課題である。
　現在、日本の高齢者においてはサルコぺニア（骨
格筋減少症）3）4）5）が問題となっている。それに
より、身体能力が低下し、歩行が困難となり日常
生活の範囲が縮小される。また、転倒しやすくな
り、骨折するとそれが引き金となり寝たきりにな
ることや、認知症が悪化する可能性もあると指摘
されている。できるだけ、高齢者が今の身体能力
を維持することにより要介護状態にならないよう
にすることが重要であり、そのために、日ごろか
ら筋力や体力の維持のための運動を積極的に取り
入れる必要がある。その運動を通して人との交流
が促進され、その運動を継続することができるの
である。そのことにより、尼崎市に住む高齢者が
住みなれた街で健康に、その人らしい生活を送る
ことができると考える。
　サルコぺニアについては、ADL や IADL など
の生活機能と関連することが報告されており、サ
ルコぺニアの予防に取り組むためには、サルコぺ
ニアを起こしやすい日常生活因子、現在、とくに
世帯状況や生活習慣、心理状況、口腔食事の状況
などの日常生活状況との関連について把握してお
くことが必要である 6）ことが明らかになってい
る。
　今回、尼崎市に住む高齢者のための運動交流プ
ロジェクトとして、「PAPER PLANE 運動プロ
ジェクト」を立ち上げ、社会福祉法人尼崎市社会
福祉協議会、公益財団法人尼崎市スポーツ振興事
業団、公益財団法人尼崎健康医療財団市民健開
発センターハーティ 21、地域活動支援センター

Reverb と連携・協働し、オリジナル音楽・運動
を考案した。そして、地域でそれを実践し、その
効果を検証したところ、オリジナル運動開始後 3
か月、運動開始後 5 ヵ月の結果が明らかになった
ため、ここに報告する。
　
【目的】
　尼崎市に住む高齢者のための運動交流プロジェ
クトにおける運動開始後 3 か月、運動開始 5 ヵ月
後の効果を明らかにすることを目的とした。

【研究方法】
1．研究協力者
　研究協力者は、尼崎市在住で、研究協力の同意
が得られた 65 歳以上の高齢者とする。尼崎市老
人福祉センターを利用する高齢者 200 名とし、要
介護・要支援認定を問わない。

地域研究報告
「尼崎市に住む高齢者のための運動交流プロジェクト開発と実践」

－運動開始後 3 か月、運動開始後 5 ヵ月の効果－
研究代表：林谷啓美、藤澤政美
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2．調査期間：平成 27 年 1 月～平成 27 年 9 月
3．データ収集方法
1）運動プロジェクトの概要

（1）運動プロジェクトについて
① 平成 27 年 1 月より尼崎市老人福祉センター 3

か所　1 クラス 50 名× 4 クラスにて運動プロ
ジェクトを開始した。

②  1 週間に 1 回、約 1 時間のプログラムである。
③ プログラムは、オリジナル音楽に合わせた準備

運動（5 分）、リズム運動（10 分）、筋力運動（30
分）、整理運動（5 分）からなる。

④ そのオリジナル運動の効果について、3 ヶ月
後、5 ヶ月後に測定する。

　 なお、使用する音楽は、すべて、オリジナルで
あり、すでに日本音楽著作権協会（JASRAC）
に登録している。

（2）身体測定・体力測定の内容
① 身体測定：血圧・骨密度・筋肉量・身長・体重・

体脂肪率・基礎代謝量・内臓脂肪・BMI
② 体力測定：握力・椅子の座り立ち時間（椅子の

座り立ちを 10 回行い、その時間を測定する）
開眼片足立ち、Timed Up & Go Test、5m 通
常歩行速度、5m 最大歩行時間、上肢挙上反復
運動、長座体前屈

（5）身体測定・体力測定の所要時間：1 人あたり
約 30 分程度とする。

（6）骨密度・体重・体脂肪率・筋肉量・基礎代謝量・
内臓脂肪については、タニタの体組成計を用い
る。一般に広く使用されているため、測定による
研究協力者への身体侵襲の可能性は極めて低い。

（7）身体測定・体力測定担当
研究者 1 ～ 2 名、施設スタッフ 2 ～ 3 名、約 5 名
の学生アルバイトを配置し、研究協力者の安全に
配慮する。
2）データの分析方法
　まずは、平均年齢、年齢分布を明らかにする。
オリジナル運動プロジェクト開始前、運動開始 3
か月後、運動開始後 5 ヵ月でそれぞれの項目の測
定値を比較し、運動の効果をみる。項目毎に効果
あり、維持、効果なしの人数の割合で運動の効果
をみる。
3）倫理的配慮
　研究者から研究協力者である高齢者に対して研
究内容を説明し、本研究への協力意思を確認し
た。承諾の得られた高齢者に対して調査の詳細と
目的を文章で説明し、同意を得た。説明文には、
研究に使用するデータは研究以外で使用すること
はなく、個人が特定されることもないこと、研究
協力を拒否しても、不利益をこうむることがない
ことを明示し、同意書にサインしてもらった。本
研究の協力者の個人情報は、個人が特定できない
ように ID 番号で管理し、第 3 者にはわからない
ように配慮する。
　データの入力及び分析はインターネットに接続
されていないコンピューターを用い、個人が特定
されないようにコード化し統計処理を行う。測定
データ、分析資料は鍵のかかる研究室に保管し、
持ち出さない。また、研究以外の目的で使用しな
い。研究終了後は、測定データおよび分析資料は、
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シュレッダーにて厳重に破棄する。
　本研究は、園田学園女子大学生命倫理審査委員
会の承認を得て行った。

【結果】
1．研究協力者の概要
　研究協力者は、65 歳以上の高齢者 83 名であっ
た。女性 82 名、男性 1 名で平均年齢は、73.5 歳（65
歳～ 87 歳）であった。研究協力者の年齢分布は
表 1 のとおりである。
　また、研究協力者の年齢割合は、図 1 の通りで
ある。
2．オリジナル運動実施前と実施 3 ヶ月後実施 5 ヶ
月後の比較
1）身体測定について
　表 2 は、運動開始前、運動開始後 3 ヶ月、運動
開始 5 ヵ月における研究協力者 83 名の平均値を
比較したものである。骨量と基礎代謝量がやや減
少しているが、それ以外の項目に関しては、運動
開始後 3 ヶ月、運動開始 5 ヵ月ともに効果があっ
た。
　表 3、図 1 は、運動実施前と運動開始 5 ヶ月後
の変化について、効果あり・現状維持・効果なし
の人の割合を示している。
　体重、BMI、体脂肪率、筋肉量、基礎代謝にお
いては、50％以上の人に運動の効果があった。骨
量については、現状維持を含めると 80％以上、
内臓脂肪については、現状維持も含めると 90％
以上の人に効果があった。
2）体力測定について
　表 4 は、運動開始前と運動開始後 3 ヶ月、運動

図 1　研究協力者の年齢

表 2　運動開始前、運動開始後 3ヶ月、運動開始後 5ヵ月の平均値の比較

表 3　運動開始前と運動開始後 5ヵ月の変化（人数）

表 4　運動開始前、運動開始後 3ヶ月後、運動開始後 5ヵ月後の平均値の比較

表 1　研究協力者の年齢（名）
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開始 5 ヵ月における研究協力者 83 名の平均値を
比較したものである。効果があったのは、握力

（右）、開眼片足立ち、timed up & go、5m 通常
速度、通常最大歩行時間、長座体前屈であった。
　それ以外の項目についても僅差となっている。
　
【考察】
　身体測定、体力測定の結果、オリジナル運動
は、運動開始後 3 か月後、5 ヵ月後の経過はおお
むね良好である。特に、高齢者においては、老化
により筋肉量は減少するがそれを増やすことがで
きたことは特筆すべきことである。それらの結果
をふまえて今後、詳細な分析をしていき、その効
果とともに運動を地域に広めていきたいと考えて
いる。また、中長期的な効果についても確認して
いく必要がある。

【おわりに】
　平成 27 年度は、オリジナル音楽・運動の実施
とその効果を検証した。運動の効果が明らかに
なった。今後も関係機関と連携・協働しながらさ
らに普及することにより尼崎市に住む高齢者の筋
力向上とコミュニティの拡大を目指す。それらを
高齢者と当大学学生との交流の機会とし、街の活
性化につなげたいと考えている。
　本研究にご協力いただきました尼崎市民の皆様
に深く感謝いたします。
　
　なお、本研究は、地域志向教育研究（つながり
プロジェクト）の一部として研究費助成を受けて

実施している。

【連携研究機関】
社会福祉法人尼崎市社会福祉協議会
公益財団法人尼崎市スポーツ振興事業団
公益財団法人尼崎健康医療財団市民健開発セン
ターハーティ 21
地域活動支援センター Reverb
医療法人達磨会　東加古川病院　田中　諭
神戸大学　グライナー智恵子
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60（11）：683-690，2013．
5）佐藤慎，大城昌平：サルコぺニアとリハビリテー
ション，リハビリテーション科学ジャーナル，8：108-
115，2012．
6）谷本芳美，渡辺美鈴他：地域高齢者におけるサルコ
ぺニアと生活機能との関連について，大阪医科大学，
70（3）：57-63，2011．

図 2　運動開始前と運動開始 5ヵ月の変化
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はじめに
　庄下川（図 1）は、本学の北西の南塚口 8 丁目
で 3 水路（東富松川、富松川、西富松排水路）が
合流し庄下川の始点となる。西富松排水路は、武
庫川六樋からの水も含む支流である。尾浜町で、
昆陽池を水源とする昆陽川と合流し、尼崎市を縦
断する河川である。本学西側付近では、側道が整
えられ、近隣住民がウォーキングや散策を楽しむ
アメニティゾーンとして整備されている。
　2008 年より、ゼミの活動として行ってきた、
親水性の向上を目的とした庄下川アメニティプロ
ジェクトは、総合健康学科の学生が中心となっ
て、地域や本学学生とつながり、大学での研究成
果を地域に還元すること、また地域のニーズを知
り研究活動に生かすことを目的としてきた。具体
的には清掃活動、庄下川の水質や生物などを紹介
したプロジェクト通信の発行、地域住民や本学学
生対象に、河川環境を利用した健康増進プログラ
ムの提供などである i。1km 弱のアメニティゾー

ンであるが、河川環境を健康増進活動に利用する
ことで、緊張や抑うつが軽減されることも明らか
になった ii, iii。また、2012 年に幼児対象に行った
庄下川散策プログラムでは、企画した学生だけで
なく、ボランティアとしてプログラムに関わった
学生自身も楽しんでいた。そして、幼いころに川
や自然で遊んだ経験のある学生は、親水意識が高
いという結果を得ている iv。本学付近の庄下川ア
メニティソーンは都会にあって身近な自然を楽し
める場所として利用価値が大きいと考える。

2、研究の目的
　2013 年に実施した小学生対象の親水プログラ
ム「庄下川たんけん」v で、小動物や植物の資料
が不足していること、プログラム運営に携わる大
学生リーダーの資質の向上が必要であることがわ
かった。そこで 2014 年度は生物調査を実施し、
季節ごとに庄下川アメニティゾーンで観察できる
植物、小動物の同定を実施した vi。2015 年度は、
この生物調査の資料を利用し、幼児を対象とした
親水プログラムの構築実施、また同時にプログラ
ム実施のための大学生ボランティアリーダーの養
成を行うことを目的とした。また、河川の基本的
な性格を知るための水質モニタリングは、尼崎市
が発表している環境モニタリングデータと比較す
るため、水質検査の方法と項目の検討を尼崎市立
衛生研究所および尼崎市経済環境局環境部環境保
全課環境監視センターと協力して行うこととし
た。

3、水質モニタリング
（1）方法
　庄下川アメニティゾーンでの継続的な水質調査
の採水は上生嶋橋の中央からバケツで表層水をく
み上げ実施した。測定時期は 4 月から 10 月（2015
年は 6 月～ 10 月）まで週 1 回実施した。項目は
気温、水温、DO、BOD、pH である。DO およ
び BOD は、DO 計（HORIBA　OM-51）を用い
て測定した。pH は、pH 計（HORIBA　D-51）、

地域研究報告
庄下川の河川環境を利用した児童生徒のための親水プログラムの構築実施

研究代表：衣笠治子
教育研究分担者：近藤照敏、山本起世子
西村邦子（尼崎市立衛生研究所　所長）

松浦秀一（尼崎市経済環境局環境部環境保全課環境監視センター　所長）

図 1　庄下川流域図
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COD は共立理化学研究所製、低濃度 COD パッ
クテストを用いた。透視度は透視度計（共立理化
学研究所　クリンメンジャー 1300）を用いて測
定した。

（2）結果と考察 vii, viii, ix

　上生嶋橋付近の 4 月から 10 月までの気温は
16 ～ 36℃、水温は 15 ～ 32℃、透視度は 60 ～
130cm であった。また、COD は 4 ～ 13 であった。
水質検査項目のうち、pH（図 2）、DO（図 3）、
BOD（図 4）については、月ごとの平均値を求め、
年次変化を示した。加えて、尼崎市の庄下川モニ
タリングデータから、尾浜大橋（2014 年）x のデー
タを抜粋し図 2 ～ 4 にプロットした。庄下川の水
質は、1990 年ごろから改善に向かい、2014 年の
尼崎市の調査では、尾浜町以南の測定地点の年間

平均 BOD 値 1.3 ～ 1.8、pH7.6 ～ 8.0、DO8.0 ～ 9.5
と報告されている。
　 上 生 嶋 橋 で の、2009 年、2012 年、2014 年、
2015 年の pH 値、DO 値、BOD 値を分散分析で
比較したところ、3 つの項目は、年度による統計
的有意差は得られなかった。しかし、上生嶋橋
より下流 1km の尾浜大橋の pH は 7 ～ 8、BOD
は 2 以下となっており、上生嶋橋の測定値より低
かった。DO 値には大きな違いはみられない。南
塚口 8 丁目、7 丁目付近は水深が 10cm 程度のと
ころもあり、流速も遅い。日光が直接差し込み、
水生植物による光合成が活発となり、水中の CO2

が減少することにより、pH が高くなると推察し
ている。尾浜大橋での pH 値は 7 ～ 8 であること
より、下流 1km の間に pH が変化することにつ
いては、さらに調査が必要である。

4、�幼児を対象とした親水プログラムの構築と実
施

（1）親水プログラム対象者
　尼崎市内の私立幼稚園年長児　30 名、尼崎市
立保育所2園年長児（それぞれ23名）を対象とし、
2015年10月に3回の親水プログラムを実施した。

（2）準備
①秋季にみられる庄下川アメニティゾーンの植
物、小動物の確認
　運営に携わる学生が中心となって、2014 年に
作成した動植物の図鑑を資料とし、現地を確認し
た。遊歩道から確認できた植物は26種、昆虫6種、
魚類 3 種、鳥類 9 種、爬虫類 3 種であった（表 1）
この中からジュズダマ、イヌタデ、エノコログサ、
ツユクサ、カモの 5 種類を選び幼児に見つけても
らうこととした。
②大学生ボランティアリーダーの募集と研修内容
　幼稚園、保育所の担任と打ち合わせをしなが
ら、プログラムの概要を決めた後、親水プログラ
ムを実施するための大学生ボランティアリーダー
を本学学生から募り、集まった 42 名の学生に対
し研修を行った。研修のための資料は、先行研
究 4、5 よりリーダーが何に困ったか、プログラム
進行上の問題点などを抽出した後、対応できるよ
うな内容とした。また、秋にみられる動植物の写
真と名称、植物遊びの方法なども添付した。研修
は 1 人が 90 分、3 回の研修を受けてもらうこと
とし、1 回目はルートの確認、2 回目はエノコロ
グサや、ジュズダマなどを使った植物遊びや、水

図 3　庄下川上生嶋橋のDOの年次変化

図 4　庄下川上生嶋橋のBODの年次変化

図 2　庄下川上生嶋橋の pHの年次変化
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質のことについて知る、3 回目は実際にリーダー
役、幼児役になってリハーサルを行う形とした。
それぞれの研修後には、リーダー自身が気づいた
プログラムの問題点などを話し合い、改善して
いった。

（3）親水プログラムの実施
　プログラムは幼児数名とボランティアリーダー
数名でグループを作り、庄下川アメニティゾーン
およそ 600m を、生き物を見つけながら散策する
40 分のもので「しょうげがわたんていだん」と
名付けた。スケジュールは図 5 に示した。幼児は
はじめに指定しておいた、5 つの生き物を探すだ

けでなく、リーダーに促されながら、ヘビの抜け
殻や、増水に注意する看板、ゴミなども見つけて
いた。また植物遊びも楽しんでいた。

（4）アンケート結果
　プログラム後の大学生ボランティアリーダー対
象のアンケートより、大学生自身もプログラムを
楽しんだこと、リーダーシップを発揮することに
自信がついた、研修内容を生かせたとの回答が
あった。

謝辞
　このプログラムの構築と運営を中心になって
行った、総合健康学科 4 年生大林理紗さん、松本
彩花さん、ボランティアリーダーとして参加して
下さったみなさん、研究を助けていただいた原田
美智子さん、松井恵理さんに深謝いたします。
　

i 衣笠治子「大学生による多目的な河川研究」武庫
川の科学　1，（1），p8（2013）
ii 衣笠治子、足立学、島田千春、和田結希、十代田
彩「尼崎市庄下川の河川環境を利用したウォーキング
プログラムの気分変化」、園田学園女子大学論文集　
46　p25-32（2012）
iii 足立学、衣笠治子、近藤照敏、島田千春、和田結
希「河川環境を利用したウォーキングプログラムの考
案」園田学園女子大学論文集　46 p13-23（2012）
iv 衣笠治子，白井瑠美子，高井梓，堀江季里「河川
環境を利用した幼児対象の親水プログラム」武庫川市
民学会第 1 回研究発表会要旨集（2012）
v 衣笠治子、原田美智子、松浦友里恵、丸山裕子「小
学生を対象とした庄下川親水プログラム」武庫川市民
学会第 2 回研究発表会要旨集（2013）

表 1　2015 年秋季に庄下川で確認した動植物

図 5　親水プログラムスケジュール
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vi 松井恵理、衣笠治子、岩角遥、原田美智子「児童
のための庄下川学習プログラムの作成」武庫川市民学
会第 3 回研究発表会要旨集（2014）
vii 岩角遥、衣笠治子、松井恵理、原田美智子「庄下
川水質検査について（2014 年度）」武庫川市民学会第
3 回研究発表会要旨集（2013）
viii 衣笠治子「庄下川の水質モニタリング」平成 27 年
武庫川市民学会第 4 回研究発表会要旨集（2015）
ix 衣笠治子，岩角遥，吉田美帆，荒川美月「尼崎市
庄下川の水質モニタリング」武庫川の科学　3，（2），
p29-33（2015）
x 尼崎市 HP「平成 26 年度における環境の現状」
http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/dbps_data/_
material_/_files/000/000/004/101/26genkyou270731.
pdf
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健康意識の高いまちづくりのための「食の健康協力店利用に関する調査
於・尼崎市立老人福祉センター

第 6 回まちづくり解剖学　若者・いのち守り隊～私たちにできること～（2016 年 1 月 7 日）
於・園田学園女子大学 5 号館 2 階チャティ

活動報告



地域連携推進機構活動報告
平成 27 年度〈まちづくり解剖学尼崎〉

　平成 22 年からスタートさせた＜まちづくり解
剖学―尼崎―＞を平成 25 年、学長を機構長とす
る「地域連携推進機構」の発足を機に学内の教職
員（看護、健康、栄養、子育て、教育など）、市
役所、地域の方々と一緒に改めて地域の研究会を
開くこととなった。〈まちづくり解剖学尼崎〉へ
の発展である。これによって平成 25 年からは、
主催を園田学園女子大学・園田学園女子大学短期
大学部地域連携推進機構とし、共催を尼崎市、尼
崎商工会議所とで運営を行っている。
主な目的としては、
〇　地域社会、大学、行政それぞれが抱える課題
を共有する。
〇　これまでの取り組み、問題点・改善点を明確
にしていくことで今後に向けての構想、行政の役
割を理解、自分自身に何ができるのか考える。
○　実施方法は、一つの地域の課題に対して異な
る立場の方々からそれぞれのお話を聞くことで理
解を深め、発言することで参加者みんなの意見を
聴き自分の考えをまとめる。
　として、隔月に行っている。
　
第 1回
日時：2015 年 4 月 30 日（木）17：20 ～ 18：50
場所：園田学園女子大学　チャティ
発表者：
1．台湾への留学　古澤真衣（人間看護学科 4 年）
「開南大学で学んで」

2．ニュージーランドでの 3 週間（海外研修学生
グループ発表）「短期海外研修に参加して」

3．フィリピンでの 1 か月　丹羽野祐菜（総合健
康学科 4 年）「海外学校ボランティアを体験し
て」

参加者：13 名
　
第 2回
日時：2015 年 5 月 14 日（木）18：15 ～ 20：00
場所：園田学園女子大学　チャティ
発表者：
1．つな Girl の平成 26 年度活動報告と平成 27 年

度活動予定
発表者：園田学園女子大学学生地域連携推進委員

会（つな Girl）
2．本学での尼崎市制 100 周年事業について

「尼崎百物語」・「市制 100 周年すごろく」
発表者：人間教育学部児童教育学科
教授　大江　篤・大江ゼミ生
参加者：23 人
　
第 3 回
日時：2015 年 7 月 23 日（木）17：15 ～ 19：00
場所：園田学園女子大学　チャティ
発表者：平成 27 年度前期「大学の社会貢献」履

修学生、授業内コンペ上位チーム
テーマ：学生によるプロジェクトプラン発表
参加者：34 人
　
第 4回
日時：2015 年 9 月 24 日（木）18：15 ～ 20：00
場所：園田学園女子大学　チャティ
発表者：「学ぶまち尼崎の実現」、ボランティアと

して関わった学生、講師として関わった教員、
実行委員として関わった職員

テーマ：みんなのサマーセミナー「大学として関
わった意見・提言」

参加者：15 人
　
第 5回
日時：2015 年 11 月 12 日（木）18：15 ～ 20：00
場所：園田学園女子大学　チャティ
発表者：大江篤教授（地域連携推進機構　副機構

長）
　押領司哲也氏（京都文教大学　フィールドリ

サーチオフィス課長）
テーマ：地域とつながる大学～大学が地域に発信

できること、地域が大学に求めること～
参加者：36 人

第 6回
日時：2016 年 1 月 7 日（木）18：15 ～ 20：00
場所：園田学園女子大学　チャティ
発表者：
　人間健康学部総合健康学科　江嵜和子教授
　人間健康学部総合健康学科養護コース 3 年次生
　・沖田彩弥佳　・川瀬里紗　　・竹田晴賀
　・中井汐里　　・野木美緒　　・森田千尋
　・安川　優　　・山下あかね
テーマ：若者・いのち守り隊～私たちにできるこ
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と（若者の自殺予防支援を考える）～
参加者：27 人
　
第 7回
日時：2016 年 3 月 11 日（木）13：30 ～ 15：30
場所：園田学園女子大学　ラーニングコモンズ
発表者：
　山口昇次氏（戸ノ内社会福祉連絡協議会）、
　橋本雅生氏（東大島社会福祉連絡協議会）、
　山本起世子教授（総合健康学科）
　野呂千鶴子教授（人間看護学科）
テーマ：防災・減災シンポジウム「大学が地域に

発信できること、地域が大学に求めること」
参加者：19 人
　
　
　この一年間実施してきた結果としては、地域、
一般の方々からの意見として、
　地域の課題が地域で解決できないことがある。
それに入って行って、本当に解決できるのか？祭
りに参加するなどのボランティアの域を出ないこ
とが多いので、今後はもっと深いところに入って
いくことを望む。地域もまた入ってきてもらう準
備を考えればなおよいのではないか。いかに知る
かや、後輩につなげていくことの大切さ、積極的
に自分達から問題を探しに出ることが大切。ま
た、地域側にも責任があり、入ってきてよかった
と思えるように企画を考え安心して学生さんたち
が来てもらえるようにする。そこには、地域とし
て育てる気持ちも必要と考えている。
　という意見がある一方で、
　ボランティアは、いったいどういった立場か、
再度ここにきて考える必要がある。ただ単なる安
価な労働力ではない。年ごとに学生個々は変わる
のであるから一緒にまちづくりをするパートナー
でもない。しかし、まちづくりには、若い力、考
え方は欠かせない。
　社会が学生を受け入れる土壌（育てようという
意識）がなくてはお互いが不幸となる。学生それ
ぞれに問題意識を持たせ高めていくことの難しさ
を感じつつも、“ 継続は力なり ” として小さいな
がらも学生が地域を取り上げ、地域を見つめるこ
との大切さを見守り、育てていくことの必要性を
感じた。
 （文責：地域連携推進機構　榎本匡晃）
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はじめに
　近年、社会の情報化に伴い学校教育における教
育方法も変化を求められており、将来の One to 
One のタブレット端末導入への足がかかりとな
る取組の重要性が指摘されています。そこで、本
研究では初等中等教育の教科指導において ICT
を導入し、その効果検証を調査の目的に設定しま
した。具体的には尼崎市立名和小学校、尼崎市立
小田北中学校において大型モニタや実物投影機、
タブレット端末を導入した授業を実践し、児童・
生徒の授業への関心・意欲・態度との関係性につ
いて調査をしました。ここでは、中学校の事例を
中心に効果検証の結果を報告します。
研究成果
　授業では、1 年生を対象に 1 グループ（4 人）
に 1 台のタブレット端末を配布し、1 次関数の単
元でグラフのシミュレーションや他者との教え合
いを通して生徒自身が y=ax+b の a や b の意味
を自ら発見できるような授業を展開しました。

　生徒 162 名に授業を受ける態度や数学に関する
興味関心、ICT に関する質問紙調査（全 24 問）
を単元の前と後で実施し、t 検定を行いました。
　その結果、授業で楽しく学習する（2）、進んで
参加する（3）など授業に対する意欲を示す項目
や他者と協力しながら学習する項目（11 ～ 13）、
タブレット端末を活用した発表に関する項目（14）
等の点数が有意に高くなっている事を確認しまし
た（表 1）。
　本研究では、変数それぞれの変化は明らかに
なったものの、タブレット端末活用と変化の因果
関係までは明らかになっていません。また、タブ
レット端末の具体的にどのような機能が生徒の成
長に関係しているのかも、十分に明らかになって
いません。今後は、上記 2 点について再調査をす
ると共に、現場の先生方と協力してタブレット端
末活用の効果を異なる視点から明示していく事が
課題です。

表 1　中学校の質問紙調査結果（対応のある平均値の比較）　**p<0.01　*p<0.05

学習前 学習後
Mean SD Mean SD ｔ値

(1) 集中して参加する 2.45 0.86 2.91 1.00 4.73**
(2) 楽しく学習する 2.11 0.93 2.84 1.05 6.30**
(3) 進んで参加する 2.13 0.84 2.68 1.06 5.09**
(4) 内容がよく分かった 2.11 0.88 2.74 1.03 6.34**
(5) 相談し、新しい考えを見つける 1.88 0.79 2.55 1.09 6.43**
(6) 考え・意見を分かり易く伝える 1.61 0.83 2.39 1.07 7.43**
(7) 考えを深める 1.85 0.87 2.55 1.00 6.98**
(8) 必要な情報を見つける 2.08 0.87 2.72 1.07 5.87**
(9) 学習内容を深く追及したい 1.55 0.79 2.40 1.13 8.00**
(10) 自分の考えをノート等に書く 1.95 0.86 2.64 1.07 6.40**
(11) 人と協力して学習する 1.84 0.86 2.73 1.08 8.76**
(12) グループ学習に進んで参加する 1.80 0.84 2.70 1.09 9.24**
(13) 他者と教え合う 1.96 0.84 2.63 1.14 6.38**
(14) タブレットを使って発表したい 2.09 1.09 2.35 1.20 2.35*
(15) タブレットは文字や絵を書き易い 2.45 1.08 2.69 1.14 2.22*
(16) グラフを見ると式を予測する 1.95 1.16 3.02 1.06 9.84**
(17) 数式をグラフに書く 2.22 1.29 3.35 1.01 9.12**
(18) 必要な情報を見つけグラフに書く 1.98 1.12 3.07 1.01 10.49**
(19) 必要な情報を見つけ式に書く 2.02 1.13 3.01 1.08 9.56**

活動報告 No.1
タブレット端末を活用した授業における関心・意欲・態度に関する効果測定

研究代表：堀田博史
共同研究者：小田桐良一、土高伸也、吉田哲也、宮田仁、　時任隼平、野口聡

16



【はじめに】
　インフルエンザやノロウイルス感染症は毎年流
行し、人々の生活に大きな影響を与えている。こ
れらの感染症では、ほとんどの患者が家庭で療養
することから、大流行を防ぐためには地域におけ
る感染対策が必要である。そこで、本研究では公
民館を拠点とした手洗い講習会を開催し、地域住
民の参加状況と手洗いに対する意識を調査し、よ
り有効な感染対策の拠点について検討した。
【方法】
　尼崎市内の全公民館（6 公民館）に感染予防の
ための手洗い講習会の開催を依頼した。より多く
の参加を促すために、健康講座と手洗い講習会を
同時に開催した。
健康講座：「緑茶の健康科学」「骨粗鬆症」「コレ
ステロール」「痛風」「認知症」の中から各公民館
で 1 つ選んでもらった。
手洗い講習会：インフルエンザ、ノロウイルス感
染症の概要と対策について説明し、感染対策に向
けての手洗いの重要性を理解した上で、蛍光ロー
ションを使用した手洗い効果の検証実験を行い、
ポスターを使用して有効な手洗い方法を説明し
た。
　手洗いに関する意識調査：講習会終了後、アン
ケートにより行った。
【結果】
　参加状況：現在までに 4 公民館での開催を終え
た。今年度、残りの 2 公民館での開催を予定して
いる。チラシによる参加を募ったところ、中央公
民館 10 名、園田公民館 20 名、武庫公民館 18 名、
大庄公民館 4 名、合計 52 名の参加であった。年
齢は60才代が44.2％、70才代が38.5％と多かった。
　手洗い講習会の効果：手洗い講習会前、感染症
を防ぐために手洗いが重要だと思っていたか、
の問いに対して思っていたが 65.4％、なんとなく
思っていたが 28.8％であったが、講習会受講後は
思うが 98.1％となり。ほとんどの人が確実に認識
するようになった。以前に感染予防のための手洗
い方法を習ったことがない人が約 8 割で今回のよ
うな手洗い方法をあまり知らなかった人、知らな

かった人を合わせると約 3 割であった。ポスター
を使用した説明はほとんどの人がよく分かったと
答えた。蛍光ローションを用いた手洗いの検証実
験の感想では、自分の手洗いの不十分さに気がつ
いたという記載が 73.1％にみられ、その他では視
覚的に見ることができて良かった、面白かったと
いう記載も見られた。さらに、全ての人が講習で
得られた知識を誰かに伝えたいと思っており、家
族以外にもボランティア関係の仲間、友人、職場
などが挙げられていた。
【考察】
　今年度、尼崎市の全ての公民館に協力していた
だくことができ感謝している。手洗いは日常的に
習慣化している行為であるが故に、「手洗い講習
会」というだけでは人が集まりにくい。そこで今
回は健康講座と合わせて人を呼び込んだ。その結
果講習会前はそれほど関心を持っていなくても、
講習会を受けることで手洗いの重要性を認識する
ことができ、手洗い技術も伝えることができた。
このことから、地域ぐるみの感染対策をめざす為
には、いかにして人を呼び込むかが鍵となると考
える。骨密度測定を実施すると、多数の参加が見
込まれることが分かっているので、今後、骨密度
測定と同時に開催することも検討したい。また、
我々が目的としていることは参加者に、感染予防
のための手洗いを広めてもらうことであるが、ほ
とんどの人が誰かに伝えたいと思っていることか
ら、ポスターを持ち帰って配ってもらうことも有
効ではないかと考える。

活動報告 No.2
地域に向けた手洗い指導の拠点の構築
～公民館を拠点とした手洗い講習会～

研究代表：山本恭子
共同研究者：木村保司、田渕正樹、熊谷桂子、茅野友宣
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研究目的
　尼崎市のシティプロモーション指針に、尼崎市
は「①実態と違うイメージを持たれている。②ま
ちの魅力が十分に伝わっていない。③地域の個性

（エリアごとの特徴）が魅力に結びついていない。
④子育てファミリー世帯の転出超過の原因と考え
られる治安や教育の問題」の 4 つの課題があげら
れている。
　この課題を解決し、魅力あるまちづくりを推進
していくために、地域の資源としての歴史文化遺
産を発掘し、地域住民の手で活用できるように基
礎的なデータを収集するとともに、まち歩きやボ
ランティアの人材育成等の企画を行うことを目的
とする。
研究計画
　3 年目となる平成 27 年度は、これまでの研究
成果をふまえた伝説、伝承のデータベースをもと
に、書籍刊行を準備した。書籍は『尼崎百物語』
と題し、平成 28 年の尼崎市制 100 周年にあわせ
3 月に刊行予定。また、北九州市立大学による地
域連携事業の視察、兵庫県豊岡市における地域力
向上プログラムを実施した。
研究成果
①大江篤編著『尼崎百物語』（神戸新聞総合出版
センター）刊行。
　伝説データベースをもとに、尼崎の 6 地区にま
たがる 100 話を選定。尼崎市立地域研究史料館と
連携し、神戸新聞総合出版センターから刊行を予
定して、製作中である。本書は尼崎にまつわる伝
説、伝承を紹介するとともに、研究成果をふまえ
たブックガイド、伝承地をめぐるまちあるきマッ
プとしての性格を備える。それにより読者に地域
の魅力を伝え、能動的な学びを喚起するよう企画
した。また 100 話の紹介とは別に尼崎の地域伝承
の性格を明らかにするため、「土地の記憶を伝承
すること」「水神信仰と住吉大社」「近世・近代の

「怪談」文化」「各地の残念さん信仰」をテーマと
した論考を収めている。
　大江篤は、福崎町文化財フォーラム「福崎町の
民俗文化財 - 未来につなぐ地域の歴史文化遺産 -」

において、講演及び保存会の取り組みにコメント
を行った。
　久留島元は、2015 年刊行の

『皿屋敷　幽霊お菊と皿と井
戸』（白澤社）の共著者とし
て、「尼崎の皿屋敷」につい
て執筆した。また 2015 年 11
月 8 日に京都女子大学で行わ
れた説話・伝承学会秋季大会
において、研究発表を行った。
　 岡 本 真 生 は、2016 年 1 月
21 日に京都民俗学会談話会において、研究発表
を行った。
　また、大江篤、久禮旦雄、久留島元、岡本真生
は、2015 年 8 月に開催された「みんなのサマー
セミナー」に講師として参加した。
②北九州市立大学地域創生学群及び北九州まなび
と ESD ステーションの視察、見学。児童教育学
科大江ゼミの学生と北九州市立大学生による研究
発表と意見交換を実施した。また学生による着地
型ツーリズムに参加した。
③兵庫県豊岡市日高町での取り組みは、地域資源
の調査と「災害の記憶を次世代に伝える」をテー
マにシンポジウムを 2016 年 2 月 28 日開催。
④東日本大震災の復興支援プロジェクトである

「ふるさと怪談トークイベント」を 2016 年 2 月
27 日開催。東京から東雅夫氏（文芸評論家）、今
井秀和氏（蓮花寺佛教研究所研究員、共同研究者）
を招き、尼崎にまつわる地域伝承研究の成果のほ
か、実話怪談の実演、災害伝承にまつわるフォー
ラムを開催。

皿屋敷書影

北九大との交流会

活動報告 No.3
地域資源を活用したまちづくりモデル構築のために基礎的研究

―歴史文化遺産としての民俗文化財の発掘―
研究代表：大江篤

共同研究者：岩崎日出男、久禮旦雄、久留島元、岡本真生、今井秀和
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　今年度は、まず、研究会において、これまでの
イベントや実践から明らかになったさまざまな
ニーズを整理し、研究の柱を二つに絞った。一つ
は、園田地区子育て支援ひろば「ママカフェ」に
おける母親理解と子育て支援の実態と課題につい
て研究である。もう一つは、父親の子育てにおけ
る役割と支援に関する研究である。
　子育て支援ひろば「ママカフェ」は、園田支所
で毎月、開催されている。オープンから 2 年目に
入り、今年度から毎回のママカフェに地域の資源
を活用したイベントが行われている。具体的に
は、カフェが開かれている 13：00 ～ 16：00 中の
14：30 から 30 分程度、絵本の読み聞かせやお手
玉、防災、人形劇などの実演、講演されている。
内容の充実と同時に利用者も少しずつ増加してい
る。また、「ママカフェ」の成果と課題を検討す
るために、支援者、ボランティア参加学生を対象
にインタビュー調査を行った。利用している母親
に対しては、「ママカフェ座談会」を開き、「ママ
カフェ」や子育てについての声を聴きとった。イ
ンタビューも座談会も聴きとったデータは、KJ
法を用いた質的分析を行っている。
　実践的には、地域で子育て支援や子育てで役立
つ教材の作成、また教材の活用について実演、講
義を行った。具体的には、尼崎市中央公民館にお
ける家庭・地域教育推進事業のファミリーサポー
タ育成講座では、支援者に対する教材の作成と実
演を行った。また、尼崎市社会福祉協議会主催の
おやこ育ち講座では、お母さんが子どもに贈るク
リスマスプレゼントとして教材作成を行った。ま
た園田地区のウェルカムパーティー事業「そのっ
子フェスティバル」では、学生たちによる人形劇
が行われた。
　年度末には、立花地区の子育てサークル交流会
を中心とした親子対象の「子育てフェスティバル」
を開催予定である。これは、親子と学生とが触れ
合いながら、母親は、子育てに役立つ情報、知識、
技術を身につけ、学生は子どもや保護者への対応
を体験的に学ぶことを目的としている。
　今後の課題として、今年度の二つ目の柱、父親

への支援が進んでいない状況である。研究会で
は、父親の子育て参加は進んできているが、特に
子どもが乳幼児期の場合、子育てにおいて中心的
な役割を果たすことは難しいという状況もある。
今後、もっと子育てを乳幼児期に限らず長いスパ
ンで考えて、母親や支援者の支援プログラム開発
や実践をさらに深化させつつ、父親への子育てに
おける役割や支援の在り方についても検討を進め
ていきたい。

「ママカフェ」における人形劇

そのっ子フェスティバル：�
手遊び「あんたがたどこさ」

ママカフェ座談会のチラシ

活動報告 No.4
地域と大学の連携・協同による子ども・子育て支援者の課題解決

―尼崎市における子ども・子育て支援の実態を踏まえて―
研究代表：影浦紀子

共同研究者：新井香奈子、金岡緑、東晴美、藤澤政美、江嵜和子、原田旬哉、東本幸代、黒岩志紀
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【はじめに】
　尼崎市では南海トラフ大地震への懸念は大きく、
備えとして個人、地域の防災力を強化することは必
須である。矢守ら（2007）は、防災力を高めるには「人
間力」「生活力」「市民力」の養成が必要と述べてお
り、大学の防災教育はこれらの力を高めることを目
的とし、学生を含めた地域の防災力を高めていく必
要がある。
【目的】
　地域における防災活動の実際と課題および本学学
生の防災意識の実態を把握し、地域と大学が連携し
た防災活動の試みを通じて、地域防災力を高めてい
くことを目的とする。さらに大学と地域が連携し地
域防災力を高めるための教育プログラム・体制づく
りを行う。
【平成27年度活動】
1　本学教職員防災意識調査
1）方法
①対象：本学学生、教職員
②方法：Web 調査（質問紙法）
③調査期間：2015.3.2 ～ 4.2
④倫理的配慮：倫理的配慮を行い、目的外使用しな
いことを文書及び口頭で説明した。調査回答するこ
とで、同意とした。
2）結果
①本学の避難訓練に参加した者は、9 割以上がまじ
めに取組み、約 75％が訓練内容に満足していた。
②今後自分が自然災害に遭遇すると思っている者
は、約 97％であり、自然災害の種類は、地震・台風・
集中豪雨の順に多かった。
③防災行動を起こすために必要な情報は、「避難所・
避難経路」「防災グッズ」が多く 7 割以上を占め、
次いで「想定される被害の程度」が約 6 割であった。
2　�自治会長の防災への思いと後継者問題
1）方法
①協力者：社協から推薦を受けた A 地区自治会長 2
人
②方法：フォーカスグループインタビュー
③調査期間：2015.9
④倫理的配慮：インタビューの目的・内容、倫理的
配慮について文書及び口頭で説明し、同意書に取り
交わした。
2）結果
　防災活動や地区活動を熱心に取組む協力者である
自治会長は、過去に阪神・淡路大震災において被災
しており、また人為的災害現場で救助活動に従事し
た経験を持つ者もあった。その経験が、現在の防災
活動や地域活動に取組む動機となり、継続要因とも
なっていた。
3　考察
　上記の活動より、避難訓練を定期的に行なうこと

は、被災経験がないか記憶に乏しい本学学生にとっ
て、災害を意識し、その時にどのように動くべきか、
またそのために何を準備すべきか想起するきっかけ
になっていたと考える。
　自治会長の語りからは、過去の被災体験が現在熱
心に防災及び地域活動を行なっていることに大きく
影響していることが考えられた。このことから、後
継者を育成するためにも、具体的に防災の必要性が
意識できる教育プログラムを提案していくことが必
要であると言える。
1）教育プログラム提案に向けた事例
①園田東地区避難訓練
・時期：2015.11.15
・学生ボランティア 2 人、教員 2 人
・ 内容：避難行動中の車いす介助、炊き出し補助、

後片付け
・ 評価：学生は、この活動をきっかけに福祉施設の

ボランティア活動に参加するようになった。
②災害看護論におけるプログラムの試行
・ 人間看護学科 4 年生に対して、災

害看護論の演習として、「クロス
ロード」の実施、避難所設営計画
と実践、避難所ボランティア演習
等を実施した。

・ 評価：クロスロードは、具体的に
事象をイメージしながらグループワークできるた
め、教育効果は期待できる。また、避難所設営に
おいても、各グループの発表を聞きながら、着眼
点を整理することができていた。

③外国人への対応
・ 海外生活経験者である看護職者より、医療・住環

境等日常生活情報に加え、災害時対応についての
「情報提供」の必要性が提案された。

・ 情報を周知するためには、交流の機会の活用が効
果的であり、学生ボランティアへの期待が大きい
と言える。

④まちづくり解剖学において防災を考えるシンポジ
ウムを実施する予定（2016.3）である。
・ 「人間力」「生活力」「市民力」が必要とされる防

災活動において、地域防災のリーダーである自治
会長、社会福祉協議会、学生の立場から、現状と
課題を報告してもらう。

・ 参加者とともに現状を共有し、地域の役割、大学
の役割を整理し、地域と大学が取組む防災活動の
あり方を提言する。

文献
矢守克也、諏訪清二、
舩木伸江：夢みる防災
教育、3-24、晃洋書房、
2007

活動報告 No.5
地域と取り組む防災教育

研究代表：野呂千鶴子
共同研究員：大江篤、山本起世子、宮田さおり、中世古恵美、吉田由記子
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はじめに
　我々は、1 年目に市内の「食の健康協力店」（120
店舗）の現状調査を行い、2 年目に利用者である
市民 10 ～ 80 代（1,255 名）の認知及び利用調査
を行った。今年度は実践に向け調査を実施し、店
舗に対して具体的な食サポートが出来るためのも
のとした。
【調査概要】
　調査期間は平成 27 年 11 月～平成 28 年 1 月。
調査対象は 3 年前に食の健康協力店」に実態調査
に協力していただいた 88 店舗に対し、取り組み
の精度を高めるための要望アンケートを送付し
た。
【調査結果】
1． アンケートの回収率は、19.3％（17 名）。地区

別回収率は、武庫 35.3％、中央 29.4％、立花
17.6％、園田 11.8％、小田 5.9％。

2． 事業形態別回収率は、和食店 29.4％、洋食店
23.5％、中華店・イタリアン店共 17.6％、

 　 居酒屋・チェーン店共に 11.8％であった。
3． 食物栄養学科に対する要望は、第 1 希望：料

理の栄養価計算 23.5％、第 2 希望：健康リー
フレット作成が 17.6％、第 3 希望：メニュー
及び健康ポスター作成 17.6％（図 1）

4． 取り組める項目と事業形態の要望は「料理の
栄養価計算」は和食店・チェーン店・居酒屋・
洋食店、「健康リーフレット作成」は居酒屋・
和食店、「メニュー作成」はチェーン店・居酒
屋、「健康ポスター作成」はイタリアンであっ
た。

6． メニュー作成要望は、第 1 希望：野菜たっぷ
り料理献立、第 2 希望：エネルギー制限献立、
第 3 希望：ご飯中心献立（図 2）

7． 事業形態別、メニュー作成の要望は、洋食店・
居酒屋：野菜たっぷり料理献立、チェーン店・
居酒屋・中華店が減塩料理献立、洋食店がエ
ネルギー制限献立、和食店がごはん中心献立

（図 2）
8． 「食の健康協力店」としてオーダー時に提供

量変更可能な店舗（複数回答）は 76.5％（13

店）。オーダー時に料理の味の改変可能な店舗
は 52.9％（9 店）であった。

【まとめ】
　今回、食物栄養学科の教員と学生が現在対応出
来るスキルを用いて、尼崎市内の「食の健康協力
店」に対し、要望のあった献立の栄養価計算やポ
スター・リーフレットの作成、健康メニュー（減
塩食・低エネルギー食や野菜たっぷり食・大豆・
大豆製品食）の提供が出来る体制作りの構築を考
えたい。

図 1．食物栄養学科に対して取り組める項目の要望をランク

図2．�メニュー作成の具体的な要望をランク付け

活動報告 No.6
健康意識の高い町・尼崎の土台づくりと食育の定着について

－尼崎市内の食の健康協力店に対する働きかけ－
研究代表：餅美知子

共同研究員：松葉真、竹本尚未、中谷梢、宮本恵里、山本美菜

地域連携推進機構年報　第 3 号（2016. 3）　21



1．本年度の目的
　本年度は、昨年度まとめた生物調査の資料を利
用し、幼児を対象とした親水プログラムの構築実
施、また同時にプログラム実施のための大学生ボ
ランティアリーダーの養成を行うことを目的とし
た。また、我々が行っている大学近辺の庄下川の
水質検査と、尼崎市が発表している環境モニタリ
ングデータと比較するため、水質検査の方法と項
目の検討を尼崎市立衛生研究所および環境監視セ
ンターと協力して行うこととした。
2．水質検査
　昨年までと同様に、大学近辺の上生嶋橋で実
施した。調査は 27 年 6 月から 10 月の期間、週 1
回実施した。定点測定の結果、DO の平均は 4.33 
mg/L、pH の 平 均 は 9.00、BOD の 平 均 は 1.95 
mg/L、COD の平均は 9、透視度の平均は 113cm
であった。浮遊物質量は、2.4 mg/L、であった。
pH 以外は、いずれも尼崎市によるモニタリング
データと大きな差異はなかった。
3．�幼児を対象とした親水プログラムの構築と実施
　プログラムは、大学生ボランティアリーダーと
幼児 5 ～ 8 名でグループを構成し、大学近辺の庄
下川側道沿い約 600m を、ジュズダマ、エノコロ
グサ、ツユクサ、イヌタデ、カモを見つけていく
約 40 分のもので、「しょうげがわたんていだん」
と名付けた。幼児には探偵団のしるしとして、

トンボの形を
した「とんぼ
のめがね」を
配布し、植物
や 小 動 物 を
見つけたら、
シールをはっ
ていった。実
施日、参加者
は、2015 年
10 月 21 日、
尼崎市内私立
A 幼稚園（年
長 組 幼 児 30

名、大学生ボランティアリーダー 11 名）、10 月
26 日、尼崎市立 B 保育所（年長組幼児 23 名、大
学生ボランティアリーダー 17 名）、10 月 30 日、
尼崎市立 C 保育所（年長組幼児 23 名、大学生ボ
ランティアリーダー 21 名）で、計 3 回実施した。
4．�親水プログラムを運営するための大学生ボラン
ティアリーダーの養成

　2011 年、2013 年に幼児、小学生対象の親水プ
ログラムを実施した結果、運営に関わるボラン
ティアリーダーの資質を向上させることが、より
よいプログラムを実施するためには必要であると
の課題が残っていた。そこで、過去のプログラム
実施報告よりボランティアリーダーに必要な研修
内容を抽出し、リーダー研修をプログラム化し
た。幼児親水プログラム実施の 1 ヶ月前に、学内
で興味をもってくれた学生を募集し、3 回の研修
を行った。リーダー研修用の資料には、プログラ
ムスケジュール、実施時期にみられる庄下川の小
動物と植物の名前、植物遊び、幼児への声掛けの
内容などを記載し、実際にプログラム地点を歩き
ながら、学んでもらった。それぞれの研修後には、
参加者で話し合いの機会をもち、研修資料の変更
を行いながら、プログラム化できるようにした。
5．その他の活動
　8 月に、尼崎市立衛生研究所が理科研究の手ほ
どきを行うイベント、宿題研究所に学生がボラン
ティアとして参加した。また庄下川のいきものに
ついて、尼崎市民対象のミニ講義を行った。11
月には、大学近辺の庄下川の散策マップ、よく見
られる植物と小動物、名月姫の物語のリーフレッ
トを作成し、尼崎市民に配布した。11 月末に、
第 6 回阪神つながり交流祭で、学生が、口頭およ
びポスター発表を行った。
　

活動報告 No.7
庄下川の河川環境を利用した児童生徒のための親水プログラムの構築実施

研究代表：衣笠治子
共同研究者：山本起世子、近藤照敏
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はじめに
　本研究の目的は、尼崎市における高齢者のため
のオリジナル音楽・運動（PAPER PLANE 運動プ
ロジェクト）を考案し、それを普及することによ
り尼崎市に住む高齢者の筋力向上とコミュニティ
の拡大を目指すことにある。それらを高齢者と当
大学学生との交流の機会とし、街の活性化につな
げる。今年度の計画と実践は以下の通りである。
1．平成 27 年度の研究計画
1）社会福祉法人尼崎市社会福祉協議会（以下「社
会福祉協議会」と称す）と連携し、音楽（作成：
地域活動支援センター Reberb 石川洋一郎）に合
わせた運動（監修：藤澤政美教授）を老人福祉セ
ンターで実施する。
　運動は、リズム運動（制作：地域の高齢者・社
会福祉協議会）、準備運動、筋力運動、リズム運動、
整理運動（制作：公益財団法人尼崎市スポーツ振
興事業団（以下「スポーツ振興事業団」と称す）、
公益財団法人尼崎健康医療財団市民健康開発セン
ターハーティ 21（以下「ハーティ 21」と称す））
で構成されている。
2）運動開始前、1 か月後、3 か月後、5 か月後に
身体・体力測定を実施する。
3）平成 27 年度の学園祭、尼崎市地区まつり等に
て音楽・運動を披露する。
2．平成 27 年度の進抄状況
1）研究者間（本学教員、社会福祉協議会、スポー
ツ振興事業団、ハーティ 21）で打ち合わせを 1
回 /1 か月行った。
2）運動は、老人福祉センター 3 か所（4 教室）
で 1 回 /1 週間、5 か月実施した。
3）運動の普及について
　社会福祉協議会の協力により、平成 27 年度健
康ひょうご 21 県民運動推進阪神南会議総会・研
修会にて、本学学生とともに運動を紹介し、好評
を得た。
　平成 27 年度の本大学学園祭（平成 27 年 10 月
17 日）にて音楽・運動を披露した。社会福祉協
議会の協力により、大庄まつり（平成 27 年 9 月
7 日）、園田カーニバル（平成 27 年 9 月 20 日）、

たちばな祭り（平成 27 年 9 月 22 日）、小田まつ
り（平成 27 年 11 月 15 日）、尼崎市スポーツフェ
スティバル（平成 27 年 10 月 12 日）に参加した。
当日は、日頃運動に参加している高齢者 45 名、
本大学看護学科 3 年生 6 名、4 年生 17 名、卒業
生 10 名、バンド Reverb3 名、研究者、社会福祉
協議会、スポーツ振興事業団による披露となっ
た。高齢者の運動成果発表の場となり、今後も交
流しながら運動を継続することになった。運動普
及 T シャツは、本学看護学科の 4 年生がデザイ
ンし、作成した。
4）運動の効果測定について
　尼崎市立老人福祉セ
ンター 3 か所（4 教室）
にて、尼崎市在住の 65
歳以上の高齢者 200 名
を 募 り、 平 成 27 年 1
月より開始した。測定
は、運動開始前、運動
開始後 1 ヶ月・3 ヶ月・
5 ヶ月後に本学看護学
科、総合健康学科の学生、老人福祉センタースタッ
フとともに身体・体力測定を実施した。運動開始
前と運動開始後 3 ヶ月における研究協力者 102 人
の平均値を比較したところ、体重、BMI、体脂肪
率、筋肉量、基礎代謝において 50％以上の方々
に運動の効果があった。骨量は現状維持を含め
80％以上、内臓脂肪は、現状維持も含め 90％以
上の方に効果があった。体力測定では握力（右）、
開眼片足立ち、長座体前屈で効果があった。
5）新規の運動
　平成 27 年 9 月より尼崎市老人福祉センター、
平成 27 年 12 月より猪名寺自治会・園田地区の有
志にてオリジナル運動を開始した。
おわりに
　平成 27 年度は、オリジナル音楽・運動の実施
とその効果を検証した。運動の効果が明らかにな
り、自治会等で新たに運動を開始した。今後も関
係機関と協働・連携しながらさらに普及・啓発し
ていく。　

活動報告 No.8
「尼崎市に住む高齢者のための運動交流プロジェクト開発と実践」

研究代表：林谷啓美
共同研究者：藤澤政美
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［研究の背景］
　昨今、国内の日本語学習者は増加傾向にあり、
地域日本語教育のニーズが高まってきている。地
域の施設・団体で学んでいる学習者は国籍やレベ
ルが多様なため小規模単位による学習が望まし
く、日本語ボランティアの養成は急務となってい
る。尼崎市でも技能研修生を中心に主にベトナム
人やネパール人の居住者が増えてきており、国際
交流協会や公民館日本語教室には待機者も出て効
率的なボランティア育成が急がれている。
　本学総合生涯学習センター公開講座「日本語を
学ぼう、教えよう」は日本語ボランティアの養成
を視野に入れ 2008 年から開設されており、修了
者は現在 280 名を超えており尼崎市国際交流協会
を始め近隣の公民館日本語学級でボランティア講
師や学級代表として活躍する人も出始めている。
また、グローバル人材の育成や生涯学習の必要性
が叫ばれる中、地域の国際交流活動や生涯学習の
学びの場に学生が参加することも必要になってい
る。
［研究の目的］
　尼崎市の日本語教育のニーズを調査し公表す
る。方法は日本語教室で講師や学習者にアンケー
トを実施し、教育上の問題点を精査する。調査資
料の分析結果は貴重なデータであるので関連機関
に周知し、ニーズを公開講座内容にフィードバッ
クすることで、より効率的なボランティア養成を
目指す。
　尼崎市の日本語クラスの国際交流活動や本学公
開講座に学生が参加し経験値を高める。交換留学
生や ESS 部員、国際交流研究会の学生を中心に

地域の日本語クラスを見学・参加し、活動体験を
総括する。
［平成 26・27 年度活動報告］
① 6 か所の日本語教室のボランティアの先生方と
学習者を対象としてアンケートやインタビューに
よるニーズ調査を行った。
②調査結果を講師側と学習者側でまとめた。

〈講師の日本語教育に関する問題点〉
・ 非漢字圏出身者に対する漢字教育が難しい。
・ アジアの特定の地域では、声調言語であるため、

音声指導が難しい。
〈学習者の日本語学習に関する問題点〉
・ 送り仮名や漢字の音読み、訓読みが難しい。
・ 擬態語を中心に感情感覚表現が多く難解。
③調査結果を図表にまとめ協力機関に配布。ま
た、ニーズ内容を講座内容にフィードバックし、
教材にも修正を加えた。
④市国際交流協会、武庫日本語学級に学生が参加
し地域の外国人および公開講座修了者のボラン
ティア講師と交流した。
［研究の成果・今後の課題］
　ニーズ分析によって問題点を明らかにすること
ができた。ニーズを講座に還元することにより、
今後も地域日本語教育の充実に貢献できると考え
る。より多くの学生に日本語学級の授業や行事に
参加してもらい、人的交流をさらに広げていく必
要がある。

参考文献
川端一博（2013）「国内の日本語教育の現状」『日本語学』
vol.32-3、明治書院

活動報告 No.9
地域日本語教育への提言

―ボランティア育成の実践と課題―
研究代表：吉永尚

共同研究者：磯田宏子、実藤基子、村端慶治、荘司育子、三枝令子
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1．はじめに
　園田学園女子大学人間健康学部総合健康学科で
は、平成 14 年度から養護教諭の養成を開始し、平
成 20 年度からは 2 コース制（養護・健康スポーツ）
となり、経験値教育に根ざした豊かな人間性と実践
力のある養護教諭の養成を行なっている。具体的な
取組みの 1 つに「保健室ボランティア」の推奨があ
る。毎年、何人かの学生は、「神戸市スクールボラ
ンティア」など学校や学級に入り込むボランティア
を行なっている。しかし、本研究で着目しているの
は、養護教諭の指導の下で行なう「保健室ボランティ
ア」である。総合健康学科が目指している、豊かな
人間性と実践力のある養護教諭の養成にとって、「保
健室ボランティア」は有効な教育方法になるのでは
ないかと考えた。
　さらに、本研究を地域貢献の視点から見ていく。
尼崎市総合計画（2013-2022）では、取組みの方向性
として、20 の施策が提示され、その中に「【学校教
育】教育の充実で子どもの生きる力をはぐくむまち」

「【地域保健】いきいきと健康に安心して暮らせるま
ち」が示されている。これらを受け、心身共に健や
かな子どもの育成、生涯を通じて、健全な健康観の
醸成を図ることは、尼崎市に於いても重要な課題で
ある。「保健室ボランティア」を通して、学生が尼
崎市等の学校に出向き、地域の子どもや保護者と望
ましい関係を培うことで、尼崎市の【学校教育】【地
域保健】の課題解決に貢献していきたい。そして、
研究結果を「つながりプロジェクト」科目の教育実
践に発展させていきたい。
2．研究目的

（1）一部の学生が行なった「保健室ボランティア」
の活動を通して、どのような力量を身につけたの
か、その成果と課題を明らかにする。そして、「地
域に求められる養護教諭」養成の在り方を検討する。

（2）「つながりプロジェクト」科目の教育実践へつ
なげる。
3．研究方法
　インタビュー調査を行い、KJ 法で構造化した。

【学生の目線から】
①対象：  養護教諭志望の学生 3 名（グループインタ

ビュー）
②期日：  平成 27 年 7 月 31 日（金）10：50 ～ 11：30
③調査内容
ア．  保健室ボランティアを実践するまで
　＊  保健室ボランティアをしようと思った動機・理

由
　＊  保健室ボランティアの日程・内容を決めた理由
イ．  保健室ボランティアを実践しながら
　＊学校にとって役にたったこと
　＊  養護教諭、教職員、子どもたちへの貢献度

　＊小学校への貢献度
　＊自分が学んだこと
　　  ・大学の学びとの関連性・自分で感じる、身に

ついた力量・保健室経営・子ども理解・養護教
諭観

ウ．保健室ボランティアを終えて
　  ＊最も印象に残ったこと　＊保健室ボランティア

の成果と課題（限界）
【養護教諭の目線から】
①対象：  養護コースに在籍する学生の保健室ボラン

ティアを受け入れたことのある養護教諭 6
名（小学校 3 校・高等学校 1 校）とした。

②期日：平成 27 年 8 月
③調査内容
ア．  保健室ボランティアを受け入れる（依頼）する

まで
イ．  保健室ボランティアを依頼しようと思った動

機・理由
ウ．  保健室ボランティアを受け入れながら
　＊  養護教諭、教職員、子どもたちへの貢献度
　＊小学校への貢献度
　＊  養護教諭を目指す学生への影響として考えたこ

と
　　  ・養護教諭の職務や力量の観点から・保健室経

営の観点から・子ども理解の観点から・養護教
諭観の観点から

エ．保健室ボランティアを終えて
　＊  保健室ボランティアを受け入れたことの成果と

課題（限界）
　＊  望ましい保健室ボランティアの在り方
オ．地域に求められる養護教諭とは
カ．  これからの養護教諭に求められる力量
キ．養護教諭養成に期待すること

4．研究結果（省略─ 2/11 報告予定）
5．��「つながりプロジェクト」科目への発展（案）

【テーマ】学校保健と地域とのつながり
【学習内容】
（1）地域で創る子どもたちの健康
（2）学校保健と組織活動
（3）学校保健と地域連携
（4）  学校保健委員会・地域学校保健委員会の現状
（5）  地域における学校保健の役割や課題
【フィールド】　尼崎市内教育機関等（調整中）

本研究における「地域」とは：
養護教諭として勤務した場合の、主に小学校校区・中学校校区を指
すが、広く、幼稚園や高等学校の園児・生徒の通学する地域も含む。

「保健室ボランティア」とは：
各学校・園において、養護教諭の指導の下に、健康診断・健康相談・
救急処置・保健指導の一部を行うボランティアである。

活動報告 No.10
地域に求められる養護教諭養成の在り方

～保健室ボランティア「保健室園女（援助）隊」の活動を通して～
研究代表：江嵜和子

共同研究者：藤澤政美、近藤照敏、林淑美、磯田宏子、角田智恵美
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あまがさき環境オープンカレッジ　エコあまフェスタ（2015 年 6 月 6 日）
学生ボランティアたち　於・塚口さんさんタウン 2 階

尼崎青年会議所主催「イザ！カエルキャラバン」（2015 年 5 月 23 日）
学生地域連携推進委員会による「つなラジ」　於・尼崎市潮江緑遊公園

学生活動



　学生地域連携推進委員会、通称つな Girl は、
発足より 2 年目になり、新しいメンバーにも恵ま
れ、2015 年度も活動をしてまいりました。メン
バー構成は、総合健康学科、食物栄養学科、児童
教育学科、人間看護学科に所属する 10 人。うち、
1 年次生の 5 名が今年はとても頑張ってくれまし
た。
　つな Girl の 2015 年度の目標は「目指せ！つな
がり 100」。昨年度つながった団体の数がおよそ
50 だったことから、今年は倍にできるくらい、
たくさんの人たちと関わりを増やそうと励みまし
た。昨年度から関わりの深い地域の方々や、「い
もづる Boys」というつな Girl を応援して下さっ
ている人たちに支えられて、楽しく活動させてい
ただいております。
　様々な活動をさせていただいているつな Girl
ですが、今年一番成果を感じたのは、何と言って
も 10 月 17 日（土）に開催した第 2 回「キッズ・
フェスティバル」です。昨年度から主催者とな
り、今年で 2 回目となるイベントでしたが、自分
たちの持っているつながりや今まで参加してきた
多くのイベントでの経験を活かすことに成功し、
集客数は昨年度の 2 倍に！子どもたちに楽しんで
もらうことはもちろん、今年は学内の学生や地域
の方々同士との交流も大きな目標の一つでした。
当日参加してくれた学生ボランティアからも、地
域の方々との交流が良い刺激になったという声が
ありました。大変なことも多々ありましたが、こ
のイベントを乗り越えたことで得られるものもま
た、たくさんありました。
　昨年度も参加した尼崎ソーシャルビジネスプラ
ンコンペでは、「つな Girl」という存在ができる
ことに焦点を当て、地域の課題解決の鍵を尼崎市
の方々と一緒になって考える機会をいただきまし
た。プラン作りの際、私たちに期待されているこ
とや、できることをしっかりと考え直すという時
間を持たせていただき、メインで動いてくれてい
た 1 年次生の中で「つな Girl とは何か」という
土台を共有することができました。昨年度に引き
続き、とても貴重な経験をさせていただきました。
　設立から 2 年。昨年の経験を活かすことに挑戦

し、以前の自分たちとの違いを実感しました。そ
して、新入生も含め、初めの頃とは、比べ物にな
らないほどの成長を感じています。自分の意見を
相手に伝えることの大切さや、初対面の人との関
わり方、文書の書き方、プレゼンテーションのコ
ツなど、得られたものはとてもたくさんありま
す。とくに、つな Girl として活動していると、
自分の「できないこと」を認識することがよくあ
ります。それを補い合いながら、活動をしていく
中で、自分に「できること」も見つかります。補
い合える仲間の大切さに気づきます。この経験こ
そ、今しかできない、つな Girl にいたから実感
できたことだと思います。今後も、尼崎市での経
験があったから今の自分があるのだと、将来思え
るような活動をしていきたいと思っています。ま
た、園田学園女子大学・短期大学の学生にも、地
域とつながることの楽しさを知り、地域の中で成
長する機会を与えられるように、ボランティアや
イベント情報の呼びかけにも力を入れていきたい
と考えております。
 （文責：人間教育学部児童教育学科 2 年　金森雪乃）

　学生活動報告
学生地域連携推進委員会　～つな Girl ～　活動報告
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学生地域連携推進委員会会議議事録

第 1 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 4 月 1 日（水）9：00 ～
17：00
場所：5 号館 5 階エレベーター前　出席者：計 7
名
1）今後のつな Girl の方向性について
2）つなパラの反省
3）キッズフェスティバルの企画
4）カエルキャラバンの内容

第 2 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 4 月 9 日（木）12：10
～ 13：00
場所：地域連携推進機構 TA 室　出席者：計 7
名
1）対外会議（3 種）の日程調整
2）「カタリバ」参加について
3）新規委員の勧誘について

第 3 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 4 月 16 日（木）12：10
～ 13：00
場所：地域連携推進機構 TA 室　出席者：計 7
名
1）キッズフェスティバルについて
2）あまらぶ打ち合わせ（4 月 15 日（水））につ
いて
3）カエルキャラバンについて
4）ビリーさんからのボランティア募集依頼につ
いて
5）つながるパラダイス反省ペーパー配布

臨時会議
日時：2015（平成 27）年 4 月 20 日（月）18：00
～ 20：30
場所：チャティー　出席者：計 5 名（市役所等外
部者含む）
1）つな Girl の方向性について
2）年間を通しての目標について
3）具体的な活動内容について

第 4 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 4 月 23 日（木）12：10

～ 13：00
場所：地域連携推進機構 TA 室　出席者：計 6
名
1）カエルキャラバンについて
2）キッズフェスティバルについて
3）渉外事項報告

第 5 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 4 月 29 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 8 名
1）新委員の紹介
2）つな girl の方向性
3）年間目標について

第 6 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 5 月 7 日（木）12：10
～ 13：00
場所：地域連携推進機構 TA 室　出席者：計 6
名
1）前回会議の報告
2）年間目標の確定
3）周知事項 4 点

第 7 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 5 月 13 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 8 名
1）キッズフェスティバルについて
2）カエルキャラバンについて
3）まちづくり解剖学について

第 8 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 5 月 20 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 8 名
1）尼いも植え付けボランティアの募集について
2）キッズフェスティバルの運営について
3）カエルキャラバンについて
4）引っ越しについて

第 9 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 5 月 27 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 8 名
1）学生総会（5 月 28 日開催）について
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2）キッズフェスティバルの運営について
3）報告（カエルキャラバン・引っ越し）

第 10 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 6 月 3 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 7 名
1）キッズフェスティバルの運営について
2）報告・反省（学生会総会、ひょうご女性みら
い会議）
3）その他

第 11 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 6 月 10 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 8 名
1）新委員の紹介
2）キッズフェスティバル進捗状況報告
3）今学期中の決定事項について
4）今後の予定について

第 12 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 6 月 17 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 7 名
1）キッズフェスティバルの運営について
2）あまらぶの校正について
3）大学同窓会総会・懇親会について
4）その他（夏休み中の予定調整等）

第 13 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 6 月 25 日（木）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 7 名
1）今学期中の予定調整
2）あまがさき歴史音楽祭について
3）取材日程について
4）報告（まちの相談室、カエルキャラバン）
5）サマーセミナー聴講ボランティア募集につい
て

第 14 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 7 月 1 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 9 名
1）キッズフェスティバルの運営について

2）夏期休業中の活動日程及び活動内容について
3）大学同窓会について
4）学生会会議について
5）新委員勧誘について
6）報告（まちの相談室）

第 15 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 7 月 8 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 7 人
1）学生会費用の請求手順について
2）報告書の提出について
3）キッズフェスティバルの運営について
4）渉外事項（1 点）
5）今後の予定について

第 16 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 8 月 3 日（月）9：30 ～
12：00
場所：まちの相談室　出席者：計 9 名
1）キッズフェスティバルの運営について
2）報告（まちの相談室）
3）今後の会議及び活動の日程について
4）伝達事項（ボランティア募集）

第 17 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 8 月 25 日（火）10：00
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 8 名
1）キッズフェスティバルの運営・準備について
2）今後の活動テーマについて

第 18 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 8 月 27 日（水）10：00
～ 11：00
場所：まちの相談室　出席者：計 6 名
1）大学 COC 中間報告会打ち合わせ
2）小田地区会議「NPO 市場」について
3）青少年キャンプの参加への依頼

第 19 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 9 月 30 日（水）12：15
～ 13：00
場所：まちの相談室前　出席者：計 8 名
1）キッズフェスティバルの運営について
2）外部行事（2 点）について
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3）渉外事項
4）報告（まちの相談室）

第 20 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 10 月 5 日（月）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 6 名
1）大庄地べたフェスについて
2）尼いも奉納祭について
3）産業技術短期大学大学祭の参加者について
4）キッズフェスティバルについて

第 21 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 10 月 7 日（水）12：00
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 10 名
1）尼いも奉納祭について
2）キッズフェスティバルの準備

第 22 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 10 月 13 日（火）17：
50 ～ 20：30
場所：まちの相談室　出席者：記録なし
1）キッズフェスティバルの準備

第 23 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 10 月 19 日（月）12：
10 ～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 9 名
1）キッズフェスティバルについて
　a）参加人数の把握と評価
　b）経費について
2）尼いも奉納祭について
　a）企画に関する確認
　b）物品の準備及び確認
　c）企画の詳細について

第 24 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 10 月 21 日（水）12：
10 ～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 10 名
1）新入委員について
2）キッズフェスティバルの事後処理について
3）つながり交流祭について
4）尼いも奉納祭について
5）まちづくり解剖学について

第 25 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 10 月 26 日（月）12：
10 ～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 9 名
1）これまでの活動の振り返り
2）キッズフェスティバルの反省及び事後処理報
告
3）尼いも奉納祭の反省
4）つながり交流祭について
5）報告（まちの相談室）

第 26 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 10 月 28 日（水）12：
10 ～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 7 名
1）外部との連絡のあり方について
2）キッズフェスティバルの反省
3）活動の計画書及び報告書の作成、経費等の請
求について
4）今後のまちの相談室の予定

第 27 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 11 月 2 日（月）12：10
～ 12：55
場所：まちの相談室　出席者：計 8 名
1）つながり交流祭　出演に関する回答書につい
て
2）キッズフェスティバルの事後処理（報告書、
必要経費処理等）
3）各活動の計画書、報告書、学生会交通費請求
書について
4）報告（まちの相談室）

第 28 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 11 月 4 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 6 名
1）キッズフェスティバルの会計について
2）尼いも奉納祭の報告書について
3）つながり交流祭の資料作成について
4）今後の予定について

第 29 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 11 月 9 日（月）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 7 名
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1）つながり交流祭発表の流れ及び資料作成につ
いて
2）尼いも奉納祭、森のピクニック、ヤギと一緒
に秋を探そう、各事業の書類について
3）尼崎ソーシャルビジネスプランコンペについ
て
4）報告（JC キャンプ打ち合わせ、まちの相談室）

第 30 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 11 月 11 日（水）12：
10 ～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 8 名
1）JC キャンプの準備について
2）尼崎ソーシャルビジネスコンペのエントリー
シート作成について
3）つながり交流祭の資料作成について
4）まちづくり解剖学への参加について

第 31 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 11 月 16 日（月）12：
10 ～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 7 名
1）まちづくり解剖学の報告
2）尼崎ソーシャルビジネスプランコンペのエン
トリーシート作成について
3）つながり交流祭の発表資料の作成
4）まちの相談室の報告と今後の対応について

第 32 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 11 月 18 日（水）12：
10 ～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 6 名
1）尼崎ソーシャルビジネスプランコンペのエン
トリーシートの完成について
2）つながり交流祭の発表資料の推敲について
3）JC キャンプの報告書について

第 33 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 11 月 23 日（月）12：
10 ～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 7 名
1）尼崎ソーシャルビジネスプランコンペのエン
トリーシート提出と今後について
2）つながり交流祭での発表について
3）JC キャンプの事後処理
4）諸連絡

第 34 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 11 月 25 日（水） 12：
10 ～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 7 名
1）各活動の計画書・報告書・会計について
2）つながるパラダイスの企画書について
3）つながり交流祭の当日の動き等について
4）その他

第 35 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 11 月 30 日（月）12：
10 ～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 5 名
1）各活動の書類提出及び会計について
2）キッズフェスティバルの経費について
3）つながるパラダイスの計画について
4）その他

第 36 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 12 月 2 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 6 名
1）尼崎ソーシャルビジネスコンペ一次審査通過
にかかる今後の動きについて
2）つながるパラダイスの企画書作成について
3）各種書類提出について
4）その他

第 37 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 12 月 7 日（月）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 6 名
1）尼崎ソーシャルビジネスコンペに関する今後
の予定
2）つながるパラダイスの企画書の検討について
3）報告（キャンプ、尼いも奉納祭、つながり交
流祭等）
4）その他

第 38 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 12 月 9 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 7 人
1）つながるパラダイスの企画について
2）庶務連絡
3）その他

32



第 39 回　定例会議
日時：2015（平成 27）年 12 月 18 日（金）12：
10 ～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 6 人
1）尼崎ソーシャルビジネスプランコンペについ
て
2）あまらぶワークショップについて
3）諸連絡

第 40 回　定例会議
日時：2016（平成 28）年 1 月 4 日（月）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 6 人
1）あまらぶワークショップでのアンケートにつ
いて
2）尼崎ソーシャルビジネスプランコンペについ
て
3）諸連絡

第 41 回　定例会議
日時：2016（平成 28）年 1 月 6 日（月）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 8 人
1）尼崎ソーシャルビジネスプランコンペについ
て
2）これからの活動について
3）諸連絡

第 42 回　定例会議
日時：2016（平成 28）年 1 月 13 日（水）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 7 人
1）つな Girl の工場見学会について
2）尼コンペについて
3）諸連絡

第 43 回　定例会議
日時：2016（平成 28）年 1 月 18 日（月）12：10
～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 8 人
1）あまらぶワークショップのアンケートについ
て
2）諸連絡

第 44 回　定例会議
日時：2016（平成 28）年 1 月 20 日（水）12：10

～ 13：00
場所：まちの相談室　出席者：計 8 人
1）尼コンペについて
2）諸連絡
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　本科目の特徴は、まず大学・短期大学部に在籍
するすべての学生が受講可能となっている点で
す。ついで、本科目は本学と尼崎市と連携してい
る点も特徴的です。実際に、尼崎市が直面してい
る課題に対応している尼崎市職員の方を迎え、直
接講義を受けます。さらに、より広く地域の課題
を捉えるために、フィールドワーク（学外講義）
も併せて実施しています。2015 年 1 学期は、歴
史が多層的に組み込まれた阪急塚口駅周辺を歩く
ことで、現在の諸問題が地域で複雑に絡み合って
いることを再確認しました。
　講義と自らの実見を踏まえ、諸課題とその解決
策についてグループワークを行います。グループ
ワークではそれぞれ付箋に小さなアイデアを記
し、それを大きな紙面に貼り付けます。ひとしき
り意見が出揃ったところで、話し合いながら、意
見をグルーピングしていきます。
　当初は、施設の違いや良い・悪いといった価値
判断によるグルーピングが多々みられますが、グ
ループワークの回数を重ねることで、グルーピン
グの基準も社会や家庭問題などに集約されるとと
もに、多様な価値観や異なった専門知識を学生同
士が互いに引き出せるようになります。実際に受
講した学生からは、「色々な意見が出て楽しかっ
た」、また「普段、他学部の人たちと話し合う機
会がないので、とても新鮮で楽しかった」といっ
た声をよく耳にします。
　最終的には、地域の方々の前で、個々の知見
を巧みに織り交ぜた成果を発表します。2015 年
1 学期の最終発表は、「まちづくり解剖学」の一
環として実施したため、市職員の方々をはじめ、
学内の先生方や地域の方々に発表を聞いていただ
き、審査員になっていただきました。
　それぞれ短期間でまとめ上げた成果であるた
め、審査員から事実関係の把握不足に関して手厳
しい意見もありましたが、総じて、学生の「視点
がユニーク」、「すばらしい発想」といった高評価
をいただきました。コンペの投票結果、施設利用
と学力問題改善を掛けあわせた「さんさんタウン
活性化大作戦」を提唱したチームが得票 1 位とな
り、尼崎市長賞をいただきました。
　地域にある問題とは何かを追求するというのは

発見があり、また日本全体での問題につながる部
分への気づきもあった。
　これは、本科目を受講した一学生の声です。本
科目スタイルは試行段階ですが、専門知識を教示
するだけでは十分に養えないであろう、個人の＜
考える力＞をも今後十分に引き出すことができる
であろうと考えます。
 （文責：地域連携推進機構 TA　岡本真生）

地域志向教育科目
大学の社会貢献　第 1 学期
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　2 学期の大学の社会貢献では、尼崎市および尼
崎商工会議所との連携の下、地域社会が直面する
課題とその解決策について考える授業を実施しま
した。本講義では、尼崎に所在する 15の企業を
訪問見学して企業と地域社会の置かれている状況
を知り、大学内の講義で得た知識とフィールドで
得たものとを活用して学生の立場で課題解決の方
策を考えることを目標としました。具体的には以
下の 2 つを学生の到達目標として掲げました。

① 訪問した企業の PR チラシを作成する。
②   講義内容と企業取材を踏まえて、自分た

ちが住みたい街作りを提案する。

　この目標に従って、授業は以下のように進行し
ました。第 1 回授業から第 5 回授業は、講義形式
で本学の建学の理念、教育目標にはじまり尼崎市
の現状と課題について学びました。特に、第 2 回
と第 5 回には尼崎市役所、尼崎商工会議所の職員
の方にお話していただくことで、地域社会のおか
れた現状と課題について理解を深めることが出来
ました。
　続いて第 6 回から第 9 回では企業訪問の準備と
企業訪問を行いました。第 6 回、第 7 回でグルー
プワークを中心に、訪問先企業の情報や質問事項
の整理などの企業訪問の準備を行いました。企業
ホームページなどを活用した事前調査や質問する
内容のブラッシュアップをグループワーク形式で
行いました。
　これらの準備を踏まえて、第 8 回、第 9 回で企
業訪問を行いました。企業訪問では、企業の取材
をするだけではなく、学生たち自身が考えた「私
たちの住みたい街」というテーマで企業の方と
ディスカッションを行いました。学生たちにとっ
ては、尼崎で働く方々の想いや考えを生で聞くこ
とが出来、大変得がたい経験になったようです。
　企業での取材を踏まえて第 10 回から第 12 回で
PR チラシ作成を行いました。特に、第 11 回で
は企業の方を交えてワークショップを行い、意見
交換や PR チラシ作成のためのディスカッション
を行いました。このワークショップを踏まえて、
学生はグループごとに PR チラシを作成し、学生

の相互投票で優秀チラシを決定しました。
　第 13 回から第 15 回では、企業への取材、PR
チラシ作成と自分たちの住みたい街作りの提案を
まとめたプレゼンテーションの準備と発表を行い
ました。経験がほとんどないにも関わらず、各グ
ループで工夫した発表を行っていました。第 15
回に行われたプレゼンテーション発表では、企業
の方をはじめ尼崎市役所職員、尼崎商工会議所職
員の方に審査員になっていただき、最優秀グルー
プを決定しました。
　授業の中では、「社長さんからのお話をきくの
はとても重みを感じた。」、「自分がこれからどう
地域と関わっていけたらいいか考えるきっかけに
なった。」などの本講義を通して地域の方の想い
を受け止め、地域との関わりの重要性を実感でき
たとする学生コメントが寄せられています。ま
た、本講義を通して人との関わりの中で考え、そ
れを人に伝えていくことの重要さと困難を実感で
きた学生も多くいました。
　最後に、本講義では以下の企業に取材などでご
協力をいただきました。記して感謝申し上げます。
　音羽電機工業株式会社、株式会社日興商会、株
式会社特発三協製作所、株式会社ニシイチドラッ
グ、日興油脂株式会社、都ホテルニューアルカイッ
ク（株式会社近鉄・都ホテルズ）、株式会社フジ・
データ・システム、高岡食品工業株式会社、株式
会社ヤマシタワークス、西部造園土木株式会社、
株式会社みつば電気、株式会社 越山酒販、株式
会社エーデルワイス、株式会社モンマルシェ、株
式会社吉川組
 （文責：地域連携推進機構 TA　柏原康人）

地域志向教育科目
大学の社会貢献　第 2 学期
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　平成 28 年 3 月 8 日（火）、尼崎市立教育センター
四階視聴覚室において、「大学 COC 事業におけ
る政策提言発表会」が行われた。
　尼崎市内では、園田学園女子大学、兵庫県立大
学の 2 大学が、文部科学省の実施する「地（知）
の拠点整備事業（大学 COC 事業）」を実施して
いる。当日は尼崎市内をフィールドに活動する 2
大学の学生たちが、尼崎市の課題解決に向けて調
査・研究・立案した政策プランの発表をおこなっ
た。
　本学からは、「大学の社会貢献」「社会人基礎力」
の受講生や、児童教育学科大江ゼミにおける取り
組みについて発表が行われた。学生発表の概要は
以下の通りである。
　
発表①「さんさんタウン活性化大作戦」
　「大学の社会貢献」の授業で、尼崎の現状を学
び、授業内での塚口周辺のフィールドワークで今
の塚口さんさんタウンの現状を知りました。その
学びを通して私たちがテーマに取り上げたのは

「学校教育」と「塚口さんさんタウンの活性化」
です。塚口さんさんタウンの活性化にもなり、
様々な層の人たちが一緒に集い、児童、生徒の成
績 up にもなる場を地域や学生、先生が一体となっ
て作っていきます。そして、それを塚口さんさん
タウンで実現する企画を提案します。
　
発表②「企業と学生がつながる尼崎産業の魅力発
信　～人との繋がり私たちの未来～」
　エーデルワイスさんに企業訪問させていただい
て、商品の素晴らしさはもちろん、地域とのつな
がりの大切さやお客様に対する強い思いなどを教
えていただきました。それをふまえて、取材の際
に私たちがどのように考えたか、PR チラシには
どのような思いを込めたかをお話しさせていただ
きたいと思います。また、私たちの考えた「住み
たい街」「活気ある街」とエーデルワイスさんの
活動の共通点、企業側のおもてなし精神がどう人
と繋がりをつくるのかを企画し提案します。
　
発表③「地域で交通事故を 0にしよう」
　「社会人基礎力演習」の授業で、尼崎市立富松

幼稚園へ観察実習に行き幼稚園の周りをフィール
ドワークし、園児の交通の面での危険な箇所など
の現状を知りました。その学びを通して私たちは

「地域」と「交通安全」をテーマに幼稚園の子ど
も達が安全に遊んだり登園できる環境を、子ども
達、地域、教師、学生、ボランティアで協力して
一緒になり作って行きます。そして、それを富松
幼稚園で実施する企画を提案します。
　
発表④「これからもずっと佐璞が丘の緑とともに
生きていくために」
　佐璞丘公園は、白鳳時代の伽藍が発掘された猪
名寺廃寺を中心に広がる歴史ある場所です。この
公園は昭和 30 年に森をありのままの姿で残すた
め、風致公園として都市計画決定がなさました。
しかしこの佐璞丘の森は現在も公園になりきれて
いません。そんな公園に対して地域の人々が興味
を持ち、後世もこの森を守ることができるように
私たち大学生ができることを考え、猪名寺自治会
の協力のもと「忍者学校」を行いました。この行
事の有効性とこれからのまちづくりについて提言
します。
　

平成 27 年度　大学 COC 事業における政策提言発表会
 2016.03.08
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人間健康学部人間健康学科地域看護学ゼミ
優秀卒業論文 要旨

いきいき 100 歳体操から考える住民の介護予防
参画に向けた看護職者の役割
　 212440515　寺本知子
　
【はじめに】
　平成 27 年度において日本の高齢化率は 25.1％
と超高齢社会であり（内閣府　2014）、団塊の世
代高齢者の増加が国の財政を圧迫する中で、介護
予防によりいかに健康寿命を延ばし団塊の世代高
齢者にかかる医療費や福祉サービス費用を抑える
かが課題となっている。そこで、団塊の世代を含
め、より多くの高齢者が介護予防活動に参加・継
続できれば、地域全体の介護力の底上げにつなが
ると考える。本研究では、高齢者が主体的に介護
予防に取り組み、健康になっていく過程を分析
し、高齢者が介護予防活動に参加・継続するため
に何が必要か、どのような支援が求められるの
か、それに対して看護職者の果たす役割について
追究する。
　
【研究方法】
　Y 地区にて実施されるいきいき 100 歳体操に
参加している高齢者及びいきいき 100 歳体操の運
営に携わる看護職者・福祉職者を対象として、ア
ンケートとインタビューの 2 通りから情報収集を
行った。これらの結果をプリシード・プロシード
モデルに基づいて分析した。倫理的配慮は文書と
口頭で説明し同意を得た。
　
【結果・考察】
　アンケート対象者は Z 団地集会場における 60
歳代から 90 歳代にかけての男女 10 名（男性 2 名、
女性 8 名）と Y 地区内他集会場における 70 歳代
から 80 歳代の女性 7 名であった。インタビュー
対象者は Z 団地外からの参加者である A 氏（90
歳代、女性）、Z 団地自治会長かついきいき 100
歳体操の主な企画運営者の一人である B 氏（70
歳代、男性）、同じく主な企画運営者の一人であ
り、福祉職者の C 氏、いきいき 100 歳体操を総
括している X 市介護予防担当の保健師である D
氏の 4 名であった。
　調査対象である Z 団地の概要は以下の通りで

ある。2 年前まで Z 団地における自治会は崩壊し
ており、地域交流はおろか Z 団地内での住民同
士の付き合いは希薄であった。現自治会長 B 氏
と C 氏の尽力により自治会が再生され、Z 団地
内集会場を団地内の住民のみならず、地域の住民
が自由に集える場へと改築・開放した。集会場で
はいきいき 100 歳体操を始め、カラオケや園芸な
ど様々な行事を行い、住民間・地域での自由な人
との交流が芽生えつつあった。現自治会長 B 氏
の気さくな人柄の影響もあり、今まで他者と交流
を持たなかった住民が困ったときに集会場まで足
を運ぶようになった例もあった。
　アンケートとインタビューの調査結果の分析か
ら、Z 団地集会場でのいきいき 100 歳体操実施の
大きな特徴としては①自由な人の出入りを歓迎し
ていること②強力なリーダーの存在、の 2 点が挙
げられる。いきいき 100 歳体操を始め、カラオケ
や園芸など様々な行事を行うことで住民間・地域
での自由な人との交流が芽生えつつあり、高齢者
の身体・精神・社会的な健康の維持・増進や、閉
じこもり予防への効果が期待される。Z 団地内に
留まらず、地域にまで活動の広がりをみせる過程
はまさにコミュニティエンパワメントの実践例と
言える。このような Z 団地におけるコミュニティ
エンパワメントの過程で、D 氏（X 市介護予防担
当の保健師）が果たしている役割を以下にまとめ
る。
①活動を促進する条件の設定
　住民が無理なく集まって、自分たちが選んだ身
近な場所で出来るよう住民リーダーの活動を支援
することで、住民の主体性を引き出し、活動の促
進を図っている。
②住民の気づきを促す支援
　いきいき 100 歳体操実施前の説明会において市
の高齢者の実態（高齢者の増加に伴う要介護認定
率の上昇、介護保険額の上昇による財政圧迫な
ど）を説明することで、介護予防の必要性を住民
が自分たちの問題として意識化できるようにして
いる。
③専門的な助言や情報提供を行い、困ったときに
相談できる存在
　D 氏は住民が自分たちのできることをやってい
くことこそがいきいき 100 歳体操事業の根幹であ
ると考え、D 氏の役割を困ったときの相談役に留
めている。それにより、住民と対等な立場で一緒
に考える姿勢を取ることで、住民の自己決定を促
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している。
④活動の意味づけ、評価への支援
　Y 地区で実施されているいきいき 100 歳体操に
関して、D 氏は体力測定による数値だけでなく、
身体的変化、精神的変化、生活の変化を見るため
のアンケートを実施している。
　今後、グループが発展するにつれ、保健師に求
められる役割は変化すると思われる。リーダーの
疲労、後継者不足といった、運営継続の危機に直
面するグループも出てくることが予想される。そ
のような中で、保健師は一貫して住民に寄り添
い、一緒に解決策を模索する姿勢をとり続けるこ
とが何よりも重要であると思われる。外部から見
守り、いざという時に相談できる存在があると認
識できることが、住民の自立を助け、危機を乗り
越える力につながると考える。
　
【まとめ】
　いきいき 100 歳体操を始め Z 団地集会場で行
われる活動が強化因子によって Z 団地内に留ま
らず、地域にまで活動の広がりを見せ、継続され
ていく過程をプリシード・プロシードモデルによ
り分析した。その中で活動が開始され軌道に乗
るまでの支援を看護職者である D 氏が担ってい
る。即ち、地区診断を下に Y 地区住民が主体的
に取り組むことが出来る「活動条件の設定」や介
護予防の必要性を自分たちの問題として「気づく」
ための支援に保健師が関わっている。また、外部
から活動の客観的な「評価」をすることで、住民
が自分たちの活動の効果を実感する手がかりとな
り、参加継続への支援となる。さらに、保健師は「専
門的な助言や情報提供を行い、困ったときに相談
できる存在」として機能している。Z 団地におけ
る活動の強化因子であるリーダーをサポートする
ことが、活動を安定させるために重要な支援と言
える。これらの支援は住民が自ら動き、健康を獲
得する力、自分たちで健康になるための活動を切
り開く力、つまり自助力を引き出す上で重要であ
る。
　
【引用・参考文献】
・内閣府（2014）．平成 26 年版高齢社会白書．2015 年
5 月 15 日閲覧
http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2014/
gaiyou/pdf/1s1s.pdf　
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人間健康学部総合健康学科衣笠治子ゼミ
優秀卒業論文 要旨

河川環境を利用した親水性プログラム
～運営に関わるリーダーの養成～
　 212410079　大林理紗
　
　過去に本ゼミで実施してきた親水性プログラム
は、ゼミの学生を中心とした学生ボランティア
リーダーが運営してきた。しかし、リーダーの資
質が多様で、プログラム実施の際、さまざまな問
題があった。そこで、本年度は、5 歳児の親水性
プログラム「しょうげがわたんていだん」を尼崎
市内の 1 幼稚園、2 保育所、合計 3 つの園で実施
するため、学生ボランティアリーダー養成をプロ
グラム化することを目的とした。 
　プログラム実施に際し、リーダーに必要な資質
を先行研究から抽出し、研修資料を作成した。学
生ボランティアリーダーの募集は、学内で行っ
た。参加の意志を確認できた学生 42 名に対し、
研修を 3 回設定した。研修の目的は、第 1 回目：
川辺がどのような雰囲気であるのかを感じながら
河川を歩く、第 2 回目：庄下川に生息する小動物
や植物について知る、第 3 回目：プログラムに向
けて総復習するとした。研修の都度、学生ボラン
ティアリーダーと改善点・反省点を意見交換し、
リーダーのアイディアをプログラムに反映させる
ようにした。プログラム実施後には全 6 項目、全
39 問でアンケート調査を行った。アンケートの
集計は Microsoft　Excel　2010 を用い集計し、
クロス集計、相関は SPSSver.20 を用い分析した。
結果は 5％以下で有意とした。
　プログラム後のアンケート結果より、98％の
リーダーがプログラムを楽しめたと回答した。一
方で、59％のリーダーがプログラム当日リーダー
を遂行することに不安も感じていた。プログラム
中大変だったことは、子どもを連れて歩くことの
58％が最も高かった。しかし、今までのプログラ
ムで、ご褒美シールを貼ることや動植物などを幼
児に見つけさせることの負担と感じる度合いは減
少したことより、研修の効果があったと思われ
る。さらに実施園別では、リーダー数が少なかっ
た実施園ほどリーダーの負担が大きかったことも
分かった。また、リーダーシップを発揮するタイ
プでなかった 50％のリーダーの内、48％のリー

ダーが自信がついたとアンケートに回答していた
ことから、本プログラムを通し、大学生ボランティ
アリーダーにとって得られた効果があったことが
言える。プログラム中に、「カモの足は何色やろ？」
などとリーダーが動植物についての問いかけを積
極的に行い、研修内容を生かし行動していた。幼
児に自然を感じてもらうプログラムであったが、
リーダーとして参加することで、大学生自身も自
然を楽しんでいたことが分かった。
　この研究の一部は、8 月 30 日の、地（知）の
拠点整備事業中間報告会、11 月 28 日第 6 回阪神
つながり交流祭で口頭およびポスター発表した。
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河川環境を利用した幼児対象の親水性
プログラム～プログラムの構築と実施～
　 212410334   松本彩花
　
　本学付近を流れる庄下川は、都市河川でありな
がら多くの生き物が観察できる。我々のゼミでは、 
2010 年より庄下川の河川環境を利用したプログ
ラムを構築実施してきた。今回の研究では、尼崎
市内の幼児を対象に「しょうげがわたんていだん」
を実施した。近隣の子どもたちが、河川環境を利
用して身近な自然を知り、楽しみながら、環境保
全について意識を高められるようなプログラムの
構築実施を目的とした。 
　プログラムの準備として、はじめに庄下川に生
息する生き物の調査、秋季では小動物 21 種、植
物 26 種を確認した。この動植物の中から、幼児
が自分の目で確認できるカモ、草花遊びができる
ジュズダマ、イヌタデ、エノコログサとツユクサ
の 5 種類を選んだ。幼児 5 ～ 6 名、2 ～ 4 名の学
生リーダーで 1 グループを構成し、グループでこ
れらの動植物をみつけ、ご褒美シールを集めてい
く形式の 30 分の内容とした。学生リーダーには、
3 回の研修を行い、庄下川へ行き動植物の名称、
草花遊びなどを習得してもらった。
　コースは、大学南門、噴水上広場集合、説明後
出発、上生嶋橋の階段から遊歩道を歩き、生き物
の探索を始めた。東川端橋を経て、噴水上広場に
戻り外来種のカメを観察できるようにカメの触れ
合い体験を行った。当日の媒体として、幼児には
ご褒美シールの台紙としてトンボの形にかたどっ
た「トンボのめがね」、活動グループ名を表した「た
んていバッチ」を配布し、プログラム終了時に発
見した動植物の写真を載せた、しょうげがわたん
ていの「にんていしょう」を配布した。学生リー
ダーは、当日探す動植物などの写真を載せた「た
んていファイル」、プログラム中の幼児の発言な
どを収集するために、IC レコーダーを携帯した。
プログラム終了後には学生リーダーにアンケート
を実施し、プログラムの課題、幼児の様子など全
6 項目 39 問の質問に回答を依頼した。 
　2015 年 10 月 21 日 10 時 40 分～ 12 時、私立 A
幼稚園（幼児 30 名、リーダー 11 名）、26 日 10
時 15 分～ 11 時 25 分、尼崎市立 B 保育所（幼児
23 名、リーダー 17 名）、30 日 10 時 15 分～ 11 時
25 分、尼崎市立 C 保育所（幼児 23 名、リーダー
21 名）に行った。

　幼児は動植物をみつけるだけでなく、草花遊び
に強い興味を示した。「イヌタデがムニュムニュ
する」と表現していた。そして、リーダーと嬉し
そうに話す姿も確認された。動植物の発見・大学
生との会話・スキンシップが幼児の高揚感に影響
しているのではないかと推察できる。また、幼稚
園・保育所の先生の話からプログラム後に庄下川
へ行った際、植物の名前を記憶しており、自然へ
の意識が高まっていることが確認できた。
　この研究は、2015 年 11 月 28 日第 6 回阪神つ
ながり交流祭で口頭発表した。
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人間教育学部児童教育学科大江篤ゼミ
優秀卒業論文 要旨

子どもを介した地域のネットワーク
～尼崎市立小学校区の事例を中心として～
 212710304　栫　采那

Ⅰ．目的
　今の教育では地域と学校が一体となって子ども
を育てていく傾向にあるが、昨年のゼミ活動を通
し、子供たちはあまり地域を知らないのではない
かと感じることが多くあった。
　このような背景から、尼崎市では、子どもを介
した地域のネットワークがどれほど地域の大人と
子どもをつなぐことができているのか、また、地
域活性化に結びついているのかを検討することを
目的とした。
　
Ⅱ．方法
アンケート調査
　平成 27 年 9 月下旬から 12 月下旬にかけて、尼
崎市立上坂部小学校（阪急沿線）、尼崎市立浜田
小学校（JR 沿線）、尼崎市立杭瀬小学校（阪神沿
線）の3校の5・6年生およびその保護者にアンケー
トを実施した。
　児童へのアンケート調査の全設問数は 14 問で
①地域の大人との関わりの頻度②地域の行事への
参加頻度③地域の大人との挨拶の頻度④地域との
つながりへの意識⑤子ども会参加の有無⑥地域に
住んでいる年数⑦回答者自身についてである。保
護者へのアンケート調査の全設問数は 13 問で、
①地域の子どもとの関わりの頻度②地域の行事へ
の参加頻度③地域の子どもとの挨拶の頻度④子ど
もが地域に関わることで起こる地域活性化の有無
⑤子どもが大人になっても地域に住み続けてほし
いかの有無⑥回答者自身についてである。
　
Ⅲ．結果
　尼崎市立上坂部小学校では、保護者と児童の回
答が大きく異なる結果となっていた。そのため、
この校区ではしっかりとしたネットワークが形成
されていないのではないかと考えられる。
　尼崎市立浜田小学校の地域では、あいさつを交
わす頻度や行事に参加する頻度が高く、地域の大
人と子どもは関わりが多いことがわかった。さら

に、子どもたちが地域と関わることによって様々
な年代の交流が図れるため地域が活性化すると考
えている人が多い傾向にあることがわかった。
　尼崎市立杭瀬小学校では、保護者も児童も回答
結果の割合がほぼ同じであったため、きちんとつ
ながりが持てていることがわかった。さらに、子
どもたちが地域に関わることによって地域活性化
につながると感じている保護者が多いことがわ
かった。
　
Ⅳ．考察
　子どもたちが地域に関わることによって、大人
も子どもも互いに関わっていると感じ、結果地域
活性化の一歩につながることがわかった。また地
域の大人と子どもをつなぐ一歩として、挨拶は非
常に大切であることもわかった。よって、地域活
性化のためにまずは挨拶を盛んな地域にすること
が必要である。そのためにはやはり、お祭りなど
のような行事が盛んである必要性があると感じ
た。行事が盛んであれば、顔見知りも増え、あい
さつの頻度も向上すると考える。また、転勤等で
入れ替わりの激しい地域でも、誰もが参加できる
ような地域での行事を定着していく必要があるの
ではないだろうか。
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フォーラム

地域志向教育研究報告会、情報交換会の様子（2016 年 2 月 11 日）
於・園田学園女子大学 3 号館

「地（知）の拠点整備事業」中間報告会「地域創生と経験値教育」（2015 年 8 月 30 日）
第一部　基調報告　大江篤教授　　於・園田学園女子大学 321 教室



フォーラム
地（知）の拠点整備事業中間報告会

 2015.08.30

　平成 27 年 8 月 30 日（日）、本学地域連携推進
機構による「地（知）の拠点整備」事業の中間報
告会として、「地域創生と経験値教育」の題のも
と開催され、市民をはじめ、のべ 134 名もの参加
者を得た。
　川島明子学長（地域連携推進機構機構長）のご
挨拶のあと、公務のためご出席がかなわなかった
尼崎市長、尼崎商工会議所会頭からのメッセージ
が、司会学生による代読紹介のかたちで行われた。
　第一部は、大江篤教授（副機構長）による基調
報告と、地域志向教育研究 10 プロジェクトのポ
スターセッションが行われた。基調報告「地域創
生と経験値教育」では、これまでの経過と成果に
ついて報告された。
　ポスターセッションでは各研究代表者がプロ
ジェクトの成果を報告し、参加者連携先の方や当
日訪れた参加者からの質問に答えた。活発に意見
交換がなされ、視点の違う意見から新たな方向性
を見出す場面もあった。　
　第二部では、経験値教育学生報告として、「尼
崎で学んで」と題し、都市型ツーリズムに参加し
た 3 つのゼミの学生報告があった。人間健康学部
総合健康学科衣笠ゼミの大林理紗・栗林菜央から
は庄下川の河川環境を利用した親水プログラムに
ついて報告した。人間教育学部児童教育学科大江
ゼミの兵頭奈々・米山緋音・松原礼奈は猪名寺左
璞丘公園で実践した忍者学校の活動について、人
間看護学科地域看護学ゼミの長野優美香・中島
彩・河合沙織は武庫地区における公衆衛生看護学
実習での成果について報告した。それに続くトー
クセッションでは、地域連携推進機構 TA の久
留島元、岡本真生が司会を担当し、学生たちが学
習の成果について話し合った。そのなかで、地域
に出ることで座学の学習との違いや、これまで知
らなかった地域の魅力を発見したことなどが話題
にあがった。地域で異なる世代との交流などの体
験を通じて得られる発見がそれぞれにあったとい
う。
 （文責：地域連携推進機構 TA、東アジア恠異学会会員　
久留島元）

　第三部では「エンターテイメントと怪異学―大
学で考える忍者・妖怪」と題して、三重大学教授
の山田雄司氏による基調報告、および小説家の京
極夏彦氏、斎宮歴史博物館学芸普及課長の榎村寛
之氏によるコメントをふまえたパネルディスカッ
ションが行われた。
　山田氏の報告「忍者研究の意義」は、三重大学
の研究プロジェクト　伊賀連携フィールドとして
開始された忍者研究の概要について、まず基本に
おいたのは伊賀流忍者博物館の所蔵する非公開の
忍術書の調査・分析であり、その研究成果をもと
に各地での講座・国際シンポジウムなどを行って
いること、現在の研究は人文学部としては、歴史
学者の山田氏が「実像としての忍者（忍び）」、近
世文学の吉丸雄哉氏が「虚像としての忍者」を対
象として研究を行い、更に他学部（医学部・教育
学部）との共同研究も行っていることを述べた。
　続いて、現在の忍者人気について、①忍者の実
像が明確ではなく、時代・地域ごとに様々な忍者
像が再生産されていること、②忍ぶ・耐える・我
慢するという日本の伝統的価値観が忍者に反映さ
れていること、③闇の世界への憧れ、見えない存
在が世界を動かしているという考え方、④超人的
な肉体への憧れなどがその背景にあることを指摘
した。
　最後に、具体的に歴史上の忍者（忍び）がいか
なる存在であったかについて、「忍術」は本来、
中世寺院でつくられた呪術（密教）的内容も含む
兵法書に由来するもので、実像としての忍者（忍
び）は、忍術書では身体能力よりインテリジェン
スや記憶力、コミュニケーション能力、冷静さな
どが重視されていたのが、江戸時代には現実の忍
者の仕事が警備員的な存在となる中で、その能力
を面白く伝えるために芸能・絵画などで、新しい
忍者像（黒装束で覆面、超人的な能力を持つ）が
つくられ、更に大正時代になると「立川文庫」や
映画などで摩訶不思議な存在としての忍者イメー
ジが拡大する一方、科学的な忍術の研究がはじ
まっていくとした。最後に、「総合的学問として
の「忍者・忍術学」」というテーマのもとで、現
代社会における忍者研究の意義について述べ、地
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域との連携、地元の人々が生きがいを見出すこと
への助力などができればよいと考えているとして
講演を締めくくった。
　（山田氏による基調報告の資料は後掲する。）
　続いてコメントとして、まず榎村寛之氏は、忍
者ヒーローとしての「児雷也」を素材として、忍
者イメージの形成過程を論じた。氏は児雷也が行
うような印を結んで変化をするというあり方は本
来忍者ではなく、妖術使い・幻術使いのすること
であり、江戸時代、少なくとも 18 世紀には天竺
徳兵衛や七草四郎（天草四郎）・森宗意軒に代表
されるようなキリシタン・バテレンの妖術による
ものとされていたのが、19 世紀になると現実の
欧米諸国の接近や蘭学者の活動により、キリシタ
ン・バテレンのイメージは弱まり、単なる怪しげ
な術を使う存在として児雷也や『八犬伝』の犬山
道節が登場し、明治以降、そのような怪しげな術
と忍術のイメージが結び付けられたのではないか
と結論づけた。
　続いて京極夏彦氏のコメントは、昭和 40 年代
につくられた概念である「妖怪」が過去に遡って
存在したと誤解され、「平安時代の妖怪」などと
いう言葉が横行している現状への憂慮を述べ、「忍
者」についても同様の問題があると指摘した。氏
は忍者について、妖術使い・幻術使いや修験、盗
賊まがいの素破・乱破、そして本当の忍びなどの
要素が習合し、更に立川文庫では「忍術使い」「忍
術名人」であったが、昭和 30 年代に白土三平・
横山光輝の漫画で「忍者」という言葉が用いられ
るようになったと論じ、これらの歴史的過程に存
在したものすべてを「忍者」とすることに危惧を
覚えるとした。更に「忍法」についても、おそら
く山田風太郎の小説を嚆矢として形成されたもの
で、忍術がテクニックであるのに対し、忍法はよ
り上位の概念と思われるが、今後検討の必要があ
るとした。
　パネルディスカッションでは、実像としての忍
びと、近世近代の忍者イメージとの違いが論じら
れ、姿を消す・変化するのは必ずしも忍者に限ら
なかった状況から、昭和中期に「忍者」概念の形
成と同時期に「妖怪」「怪獣」概念も成立したこ
とが指摘された。更に日本における「変身」の広
がりは根底に印を結んで変化する忍者のイメージ
があり、その点でヒーローが「変装」し、忍術が
武術の一つとして理解されている海外とは理解の
違いがあることなどが指摘された。最後にいかに

過去の遺産を活用して新しい忍者イメージをつく
るかということについて、京極氏は歴史的事実に
忠実な「忍び」像を描いた小説は、今後の展開の
可能性があるのではないかと述べ、大学での研究
成果が地域も含めた社会に発信され、その中でま
た新しい文化が作られていく可能性が示されて議
論は締めくくられた。
 （文責：園田学園女子大学非常勤講師、東アジア恠異
学会会員　久禮旦雄）

地域連携推進機構年報　第 3 号（2016. 3）　57



58



地域連携推進機構年報　第 3 号（2016. 3）　59



60



地域連携推進機構年報　第 3 号（2016. 3）　61



　平成 28 年 2 月 11 日（木・祝）、本学 3 号館 2
階 321 教室 AV ホールにて、地域志向教育研究
の成果に関する中間報告会が行われた。当日の司
会は、学生地域連携推進委員会（通称つな Girl）
に所属する人間健康学部総合健康学科一年の久京
加、吉岡里菜、食物栄養学科一年の大塚海咲が担
当した。
　まず 12 時 30 分から、川島明子学長（地域連携
推進機構機構長）による挨拶があった。つぎに、
大江篤教授（地域連携推進機構副機構長）による
趣旨説明として、園田学園女子大学による「地（知）
の拠点整備事業」の取り組みである「＜地域＞と
＜大学＞をつなぐ経験値教育プログラム」に関す
る説明があった。

　12 時 45 分から、第一部として真鍋和博北九州
市立大学教授による基調講演「北九州市立大学に
おける地域連携・実践方教育の展開～地域の担い
手としての大学生発見～」が行われた。そこで真
鍋氏から北九州市立大学における地域創生学群設
置の経緯や、その取り組みの特徴が話された。

　休憩をはさみ 13 時 45 分から、園田学園女子大
学における地域志向教育研究プロジェクトの成果
報告が行われ、各プロジェクトの代表者から平成
二十七年度の成果が発表された。
　今年は「地（知）の拠点整備事業」が始まって
三年目となり、それぞれのプロジェクトで取り組
んできた活動が、さまざまな成果をあげているこ
とがうかがえた。
　15 時 50 分からは、会場を 3 号館 1 階コミュニ
ティホールに移し、情報交換会が行われた。各プ
ロジェクトの研究者と、学内のほかの教職員、ま
た地域での提携先や当日の参加者との間で、活発
な意見交換が行われた。

　

　今年は第一部、第三部参加の真鍋教授のほか、
田代洋久北九州市立大学教授も参加してくださっ
た。そこで他大学の取り組みとの比較など、学内
の教職員にとってもさまざまな刺激があった。

フォーラム
地域志向教育研究中間報告会

 2016.02.11
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　16 時 30 分からは一日の総括として、「大学と
地域の今後」と題したトークセッションが行われ
た。真鍋教授と、尼崎市顧問の船木茂記氏（博報
堂）を迎え、司会を大江教授が務めた。短い時間
だったが、真鍋教授から実際に地域へ学生を出す
苦労や、問題点が指摘された。船木顧問からは、
北九州市立大学地域創生学群の学生が、市外から
の入学生が多いにもかかわらず市内での就職率が
高い、という点に注目したうえで、大学での取り
組みだけでなくそれを行政や自治体がどう受け入
れるかが重要であるとの意見が出された。
　最後に、大江教授からは、園田学園女子大学の
地域志向教育科目「つながりプロジェクト」が次
年度から開始することから、尼崎で育てられた学
生が社会人としての基礎的な力を成長させていく
というプロジェクトの目標について、改めて大学
内外、さらに地域、行政への協力、理解の呼びか
けが行われた。
　当日は、尼崎市内の提携先の方々や、行政職員
など多くの参加者があり、大学学内の教職員をふ
くめて合計 91 名の参加者があった。
　 （文責：地域連携推進機構 TA　久留島元）
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彙　報



地域連携推進機構　平成 27 年度統括会議
（地域連携推進機構運営委員会）記録

出席者名簿
【尼崎市】 
　尼崎市企画財政局政策部政策課、伊藤裕章課長、
　尼崎市企画財政局政策部政策課、安藤雄一氏
　尼崎市企画財政局政策部政策課、中西亮太氏

【尼崎商工会議所】 
　尼崎商工会議所産業部、小林史人部長

【尼崎市社会福祉協議会】
　尼崎市社会福祉協議会、氏丸善行事務局長

【地域連携推進機構運営委員】
　総合健康学科：山本起世子教授
　総合健康学科：藤澤政美教授
　人間看護学科：野呂千鶴子教授
　食物栄養学科：田渕正樹准教授
　児童教育学科：影浦紀子講師
　児童教育学科：日和佐尚准教授
　生活文化学科：永村悦子准教授
　幼児教育学科：倉科勇三准教授
　児童教育学科：  大江篤教授・企画運営部長、（地

域連携推進機構副機構長）
【地域連携推進機構事務兼任】
　地域連携推進機構：榎本匡晃
　図書館：桝井かず美

第 1回　統括会議
日時：平成 27 年 4 月 9 日　17：00 ～ 18：00
場所：園田学園女子大学特別会議室
議題：
　　新メンバー紹介（学長含む）

（1）  平成 26 年度地（知）の拠点整備事業報告に
ついて

（2）  平成 27 年度地（知）の拠点整備事業計画に
ついて

（3）  その他

第 2回　統括会議
日時：平成 27 年 5 月 14 日　17：00 ～ 18：00
場所：園田学園女子大学特別会議室
1．議題

（1）  つながりプロジェクトについて
（2）  平成 27 年度地域志向教育研究について
（3）  経験値評価システム、アセスメントについて

（4）  8 月シンポジウムについて
（5）  コンソーシアムひょうご神戸学生交流委員会

（神戸キッズフェスティバル含む）について
（6）  市からの講師派遣について
（7）  「あまがさき歴史音楽祭」について
2．報告・その他
　・  ボランティア情報、まちの相談室
　・  つな Girl 活動報告（5/23JC 含む）
　・  第 28 回ひょうご女性未来会議 in あまがさき
　・  いきいきわくわく、尼崎卸売市場、サマーセ

ミナ
　・  Enactus Japan 2015
　・  都市型ツーリズム
　・  大学 COC プラスについて
　・  職業実践力育成プログラム認定制度

第 3回　統括会議
日時：平成 27 年 7 月 10 日　17：00 ～ 19：00
場所：園田学園女子大学特別会議室
1．議題：

（1）  つながりプロジェクトについて
（2）  平成 27 年度地域志向教育研究について
（3）  経験値評価システム、アセスメントについて
（4）  9 月全学教職員研修会について
（5）  コンソーシアムひょうご神戸学生交流委員会

（神戸キッズフェスティバル含む）について
（6）  尼崎スポーツ祭（10 月 12 日）について
2．報告・その他
　・  ボランティア情報、まちの相談室
　・  つな Girl 活動報告（5/23 実施 JC 含む）
　・  大学 COC プラス
　・  ひょうご女性未来会議 in あまがさき報告
　・  地（知）の拠点整備事業中間報告シンポジウ

ム
　・  都市型ツーリズム
　・  大学連携による地域力向上事業
　・  「あまがさき歴史音楽祭」について
　・  職業実践力育成プログラム認定制度について

第 4回　統括会議
日時：平成 27 年 7 月 9 日　17：00 ～ 19：00
場所：園田学園女子大学特別会議室
1．議題：

（1）  つながりプロジェクトについて
（2）  CBL（Community Based Learning）につい

て
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（3）  経験値評価システムについて（含むアセスメ
ントアンケート）

2．報告・その他
　・  ボランティア情報、まちの相談室
　・  つな Girl 活動報告
　・  「地域創生と経験値教育」中間報告会
　・  大学連携による地域力向上事業
　・  都市型ツーリズム（つながり交流祭）
　・  尼崎スポーツ祭（10 月 12 日）
　・  「あまがさき歴史音楽祭」
　・  あまがさきサマーセミナー
　・  ㈱ベンカンからのモニタリング要請
　・  大学 COC プラスについて
　・  NPO スマイルひろばとの覚書締結
　・  コンソーシアムひょうご神戸学生交流委員会

（神戸キッズフェスティバル含む）

第 5回　統括会議
日時：平成 26 年 8 月 7 日　17：00 ～ 18：10
場所：園田学園女子大学特別会議室
1．議題：

（1）  経験値評価システムについて（アセスメント
アンケート大学結果）

（2）  つながりプロジェクトについて
（3）  尼崎社会福祉協議会について
2．報告・その他
　・  ボランティア情報、まちの相談室
　・  つな Girl 活動報告
　・  「地域創生と経験値教育」中間報告会
　・  大学連携による地域力向上事業（豊岡市対応）
　・  若者の自殺予防支援補助事業（県）
　・  あまがさきサマーセミナー
　・  ㈱ベンカンからのモニタリング要請
　・  神戸キッズフェスティバル（コンソーシアム

ひょうご神戸学生交流委員会）
　・  解剖学 9 月実施の日程変更
　・  CBL 研究会

第 6回　統括会議
日時：平成 27 年 9 月 10 日　17：00 ～ 18：00
場所：園田学園女子大学特別会議室
1．議題：

（1）  つながりプロジェクト非常勤講師について
（2）  私立大学等改革総合支援事業タイプ 2（ラー

ニングコモンズ）について
（3）  企業 PR に関する大学生との連携事業

2．報告・その他
　・  ボランティア情報、まちの相談室
　・  つな Girl 活動報告
　・  地（知）の拠点整備事業「地域創生と経験値

教育」中間報告会
　・  全学研修会「CBL（community Based 

Learning）と経験値教育」
　・  CBL 研究会
　・  やさいをたべようレシピコンテスト
　・  ㈱ベンカン　チューブロックモニタリング
　・  2015 スポーツのまち尼崎フェスティバル

第 7回　統括会議
日時：平成 26 年 10 月 8 日　17：00 ～ 18：00
場所：園田学園女子大学特別会議室
1．議題：

（1）  職業実践力育成プログラム（BP）について
（2）  つな Girl 主催キッズフェスティバルについ

て
2．報告・その他（資料 3　各資料参照）
　・  ボランティア情報、まちの相談室
　・  つな Girl 活動報告
　・  11 月まちづくり解剖学
　・  つながりプロジェクト科目
　・  市制 100 周年記念弁当市長表敬訪問
　・  市制 100 周年記念すごろく
　・  地域連携推進機構印刷物の発行について
　・  尼崎市産業振興推進会議（尼崎市経済活性対

策課）
　・  コンソーシアムひょうご神戸　キッズフェス

ティバル
　・  波賀町米袋デザイン
　・  神戸マラソンボランティア募集

（1）  Studio-L 兵庫県立尼崎病院内フリースペース
プロジェクト

（2）  経験値評価システムについて
（3）  地域志向科目アンケート、教職員学生及び地

域対象アンケート
（4）  プロジェクトプランコンペ（学生の発表の場）
（5）  つながりプロジェクトについて
（6）  尼崎市内組織との連携について

第 8回　統括会議
日時：平成 26 年 11 月 12 日 17：00 ～ 18：00
場所：園田学園女子大学特別会議室
1．議題：
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（1）  「経験値評価システム」H27 年度アセスメン
ト

（2）  つながりプロジェクトについて
（3）  政策提言発表会について
（4）  経営改善計画（平成 27 年～ 29 年）「骨太の

方針：中論」について
2．報告・その他
　・  ボランティア情報、まちの相談室
　・  学生の活動報告（サイネージ掲載）
　・  つな Girl 活動報告
　・  11 月学生活動予定
　・  地域志向教育研究（影浦先生）発表会
　・  地域志向教育研究 2015 報告会（2/11）
　・  地域連携推進機構印刷物の発行
　・  尼崎市産業振興推進会議（尼崎市経済活性対

策課）＝大学の社会貢献
　・  スポーツのまち尼崎フェスティバル

第 9回　統括会議
日時：平成 27 年 12 月 10 日　17：00 ～ 18：00
場所：園田学園女子大学第二会議室
1．議題：

（1）  教育課程についての意見聴取について（資料
1）

（2）  つながりプロジェクトについて
（3）  尼崎市関係各所から平成 28 年度連携事業に

ついて
（4）平成 28 年度事業計画について（資料 4）
2．報告・その他（資料 5　各資料参照）
　・  ボランティア情報、まちの相談室
　・  つな Girl 活動報告、学生の活動報告（サイネー

ジ掲載）
　・  地域志向教育研究報告会について
　・  CBL研究会（12/22）、まちづくり解剖学（1/7、

3/12）
　・  平成 27 年度地域志向科目調査
　・  第 1 回ひょうご神戸プラットフォーム協議会
　・  「大学の社会貢献」尼崎市経済活性対策課（尼

崎市産業振興推進会議）
　・  和歌山県田辺市梅振興課からの依頼
　・  入試広報部からの依頼

第 10回　統括会議
日時：平成 28 年 1 月 14 日　17：00 ～ 18：00
場所：園田学園女子大学第二会議室
議題：

（1）  大学 COC ＋について
（2）  つながりプロジェクトについて
（3）  旧聖トマス大学施設活用及び歴史文化ゾーン

整備について
2．報告・その他
　・  ボランティア情報、まちの相談室
　・  つな Girl 活動報告、学生の活動報告（サイネー

ジ掲載）
　・  日経グローカル
　・  1 月～ 3 月間の活動

第 11回　統括会議
日時：平成 28 年 2 月 18 日　17：00 ～ 18：00
場所：園田学園女子大学第二会議室
議題：

（1）  経験値評価システムについて
（2）  学内地域志向科目、アンケートについて
（3）  尼崎市、尼崎市教育委員会との連携授業関係、

教育課程意見交換会について
（4）  つながりプロジェクトについて
2．報告・その他
　・  ボランティア情報、まちの相談室
　・  つな Girl 活動報告、学生の活動報告（サイネー

ジ掲載）
　・  大学 COC ＋（神戸大学）
　・  地域志向教育研究報告会
　・  立花公民館申し入れ、尼崎市立衛生研究所連

絡
　・  尼崎市の旧聖トマス大学施設活用及び歴史文

化ゾーン整備
　・  2 月～ 3 月間の活動

第 12回　統括会議
日時：平成 28 年 3 月 10 日　17：00 ～ 18：00
場所：園田学園女子大学第二会議室
議題：

（5）  経験値教育について
（6）  つながりプロジェクトについて
（7）  大学 COC ＋（神戸大学）との協議について
（8）  三重県熊野市との連携について
2．報告・その他
　・  ボランティア情報、まちの相談室
　・  つな Girl 活動報告、学生の活動報告（サイネー

ジ掲載）
　・  経験値評価システム
　・  平成 28 年度日程概要
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地域連携推進機構　評価委員会　議事録

日時：平成 28 年 3 月 25 日（金）10：30 ～ 12：
50
場所：園田学園女子大学 1 号館 2 階　第 1 会議室
議題：
　1）地域連携推進機構長より挨拶
　2）平成 27 年度事業報告
　3）平成 27 年度事業決算報告
　4）大学 COC プラス概要説明
　5）平成 28 年度事業計画・予算
　6）平成 28 年度評価委員（案）
　7）その他
出席者：

【学外評価委員】
　近藤　正昭　尼崎工業会専務理事
　藤井　克祐　尼崎経営者協会専務理事
　正岡　茂明　神戸いのちの電話事務局長
　前原　啓二　前原会計事務所

【園田学園女子大学】
　川島　明子　　地域連携推進機構長
　大江　篤　　　地域連携推進副機構長
　榎本　匡晃　　地域連携推進機構事務局課長
　桝井　和美　　地域連携推進機構委員
　岡本　真生　　地域連携推進機構 TA
 （計）9 名

1）地域連携推進機構長より挨拶
【川島機構長】
－平成 25 年度から開始した COC 事業も今年で 3
年目、平成 28 年度からいよいよ後半期に向かう。
平成 27 年度は教育研究地域貢献ということで本
学一生懸命取り組んだ。平成 28 年度は新事業の
目玉として、＜つながりプロジェクト＞に着手す
る。学生を外に出し、地域住民と学生が一生懸命
活性化し、地域とともに進む大学として前進して
いきたい。平成 28 年度の参考にしたいので、ぜ
ひ忌憚のないご意見等をいただきたい。

2）平成 27 年度事業報告
【大江副機構長】
－本年は、文科省 COC 事業 5 年の中間年である。
以下の順で報告する。（①全体的な形のシンポジ
ウムやフォーラム、②教育、③研究、④社会貢献、
⑤統括会議）

①全体的な形のシンポジウムやフォーラム
・中間報告会（2015 年 8 月 30 日）：
　 第 1 部で CBL の説明。第 2 部で地域活動をし

た学生たちの報告　※ 2 名の TA が司会。
　 第 3 部は地域志向教育研究一分野として、「エ

ンターテインメントの世界と大学の学知との関
わり」に関するシンポジウム

・地域志向教育研究会報告会（2016 年 2 月 11 日）
　 北九州市立大学の真鍋先生の講演をはじめ、先

生方の 10 研究発表、真鍋先生と尼崎市の船木
顧問とともに、次年度の学生を地域に出す教育
にベースを置いたディスカッション

②教育
・大学の社会貢献
　1 学期： 塚口駅前のさんさんタウンの活性化を

ベースに、課題解決（型）の授業
　2 学期： 尼崎市経済活性対策課の依頼から、尼

崎市内の企業 15 社の案内パンフレッ
トを製作

　→  各々優秀チームの学生たちが、政策提言発
表会にて市長の前で発表。

　　※優秀チームの成果は、冊子媒体で紹介。
・2 年次の児童教育学科科目
　 30 チームの中からコンペで勝ち抜いたチーム
（「地域で交通事故をゼロにしよう」）も、政策
提言発表会にて市長の前で発表。

・優秀卒業論文で、地域を題材に扱った卒業論文
　 1 年生の社会貢献から 3・4 年生まで地域での

学びが、今の段階で完結した成果
③研究
・10 プロジェクトを採択
・ 研究会「まちづくり解剖学」を今年度は 7 回開

催
・研究成果の一例
・ 『尼崎百物語』の執筆。地域資源を活用したま

ちづくり構築を目指し、本学の研究チームと尼
崎市として地域研究資料館の辻川館長に協力い
ただいた。市内の地域資源を 100 話選んだ。4
月出版予定。　

・ 「健康づくりの運動交流プロジェクト」の開発。
既にCDは発売済みだが、本年度はDVDを製作。

④社会貢献
・ つな Girl（学生地域連携推進委員会）：メンバー

10 名。定例会議を行うとともに、地域の方のい
ろんな要望をお受けするという「まちの相談室」
も開室。自分たちでも色々と活動を企画してい
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る。
⑤総括会議（月 1 回）
　 尼崎市、尼崎商工会議所、それから本年度から

は尼崎市社会福祉協議会事務局長にも参加いた
だき、教育・研究・社会貢献を討議。【榎本課長】
－予算のほうですか。

　※質疑応答はなし。

3）平成 27 年度事業決算報告
【榎本課長】
－平成 27 年度の予算額は 888 万 1000 円（※人件
費除く。）
　平成 27 年度の決算見込み、736 万 8000 円にな
る予定。平成 28 年度の計画額は 75 万円。（※文
部科学省に当初申請した金額。）
　平成 27 年度は中間年で大きなシンポジウムか
つ中間発表会を計画したため、例年より若干多く
見積もっていた。結果、一部消耗品費が突出した。
また、官補助金返還費支出（平成 25 年度の予算）
を 65 万 1000 円ほど余らせた。これに対し、4 月
に返金するよう指示が出たため、その返金を行っ
た。
　また、地域志向教育研究調査研究費支出は、先
生方の個人支出で提出した。ただし、うちの拠点
整備事業は、印刷費及び本会議の開催費等々で
現段階から多分 10 万円程度まだ上乗せ予定であ
る。くわえて、人件費も翌月払いになるため、同
様に上乗せ予定である。

【大江副機構長】
－ 3 年の中で補助金額満額がなかなか使い切れて
いないこと、特に人件費は、TA の人員確保が非
常に厳しい状況である。（※大学院がない大学の
ため）その代わり、契約職員のほうの残業費に回
している。
　ところで、先生方の研究費で極端に執行率の低
い先生がいる現状である。これについては、今後
調整する必要がある。
■各委員からの質問意見■

【近藤委員】
－非常勤職員の補助金を余らせることは回避すべ
きである。
　 国家資格という強みを活かすべきである。

【前原委員】
－調査研究費で 50 万円という単一的な予算の見
直しが必要ではないか。

【近藤委員】
－国家資格という強みを活かすべきである。

【醍醐委員】
－地域課題に学生がどのように向き合い、試行錯
誤しながら、課題解決のために地域の人たちとと
もに取り組んでいくか、そのあたりの評価をどの
ように行っていくかが今後の課題だ。経験評価シ
ステムのさらなる発展と、28年度からの「つな
がりプロジェクト」に期待したい。

【藤井委員】
－初年度に報告があがったタブレットやスマホで
つくったシステムはどうなったのか。資金に余裕
があるならば、印刷製本費に流用し、園田で作っ
た独自のプログラム、システムについて報告書等
を作製し、外部に PR してはどうか。また HP に
アップするのはどうか。

【川島機構長】
－本学の活動を外部に示していく必要性を痛感し
ている。

4）大学COCプラス概要説明
【榎本課長】－　
・ 『地の拠点整備事業』が『地の拠点大学による

地方創生事業』に組み込まれた経緯説明。→ 
神戸大学が主大学となる事業『地域創生に応え
る実戦力養成ひょうご神戸プラットフォーム』
に、平成 28 年度から事業の一構成学校として
協力予定。

・ 教育プログラムの構築事業として、兵庫県全県
下の大学教員が使えるような教科書を製作予
定。　

・ 平成 28 年度以降は、COC の補助金そのものが
神戸大学を経て、園田学園女子大学に回され
る。（※事業の補助金額は、4 大学でそれぞれ異
なる。）文科省への申請も神戸大学の地域連携
推進室の事務方を通じて実施する予定。

・ 平成27年度採択のひょうご神戸プラットフォー
ムは平成 27 年から 5 カ年となる。

    つまり COC 分はあと 2 年で終了するが、プラ
ス分の配分は平成 31 年まで継続予定。　

・＜つながりプロジェクト＞（計 21）
  10 プロジェクト： 地域志向教育研究を 3 年間続

けた専任教員
  11 プロジェクト： 特色ある地域課題解決の教育

研究の担い手である非常勤教
員
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受講生：380 名（※ 1 クラス 17 人、18 人）

5）平成 28 年度事業計画・予算
【大江副機構長】
－ COC 予算は 5 年間、100 パーセント満額支給
予定。それ以降の改革支援の補助事業は 5 年間中
4 年目以降、2 分の 1、4 分の 1 に削ってソフトラ
ンディングできる形が既に常態化している。その
ため COC ＋分は、神戸市看護大が COC ＋で補
助金 140 万を支給され、（本学は）その半額 70 万
円を支給されている。平成 29 年度、30 年度、31
年度と続く予定で、29 年度 3 年目までは 70 万に
はなるが、後割合で減っていく予測をたててい
る。そこで、COC での事業が COC ＋の事業にう
まくリンクできるような形でのもと事業を計画し
ている。
　その一つとして、教育プログラム研究開発を推
進する。教員のサポートとして学術研究員を夏休
み以降アルバイトとして雇用し、現在進行中の教
科書執筆事業に関与する予定である。
・インターンシップ
　本学看護学科は 100 パーセント全員実習に行く
ため、長期課題解決型のインターンシップは今後
考えていくべき課題である。
・ 地元就職率は取りあえず 8 パーセントアップが

課され、地元就職者など雇用創出方法について
は今後要検討事項である。

・兵庫県の取り組みの特徴：神戸新聞社の関与。
　例）ネームラボ事業
■各委員からの質問意見■

【近藤委員】
－ 園田大学の就職率はどうなのか。売り手市場な

のか。
　一般企業への就職はあるのか。

6）平成 28 年度評価委員（案）
　村上委員　 PTA 連合会会長が任期満了で交代

次の PTA 連合会会長へ申し送り。
　正岡委員　 つながりプロジェクト担当となるた

め学内関係者になる。評価委員を辞
退するが、後任を推薦する者がいな
い。大学側で選定、判断をお願いし
たい。

　そのほかには異論なし。

7）その他
【藤井委員】
－平成 28 年度兵庫県経営者協会事業インターン
シップへの積極的参加を学生に促してほしい。

【前原委員】
－中小企業の労働力不足解決に向けた地域課題。
就職支援の強化。ジョブカフェなどへの大学の参
入。卒業後のケアが園田ブランドを高める。

【正岡委員】
－学校と地域の結びつき、卒業生との結びつき、
先輩後輩の結びつきを強める施策が園田学園女子
大学として積極的に取り組むのが望ましい。

【近藤委員】
－専門職だけでなく視野を広く一般企業などへの
就職を考慮に入れる。第 2 新卒というか、大学卒
業後も大学で面倒をもつキャリアセンター化を。

【大江副機構長】
－各学科とも長い歴史があり、同じような専門職
に就職している者はつながりがあるが、全卒業生
としては動向把握が弱い。同窓会とは別の部署で
きちんと把握する必要性を感じている。

【川島機構長】
－本学は、卒業後もサポートを続けている。女子
大であるがゆえに卒業後大学に戻り、担当教員等
に相談するという結びつきが強い。地域の課題と
して今後は労働力不足を視野にいれ、卒業生が大
学に戻ってきて学修、再就職などのサポートが行
えるよう女性が活躍をするうえでの女子大学の役
割は大きいと考えている。
  （了）
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尊

ホ
ン
ゾ
ン

を
失

ウ
シ
ナ

ふ
よ
り◌

常ツ
ネ 

光
ヒ
カ
ル

と

改
ア
ラ
タ
ム
ル

と
い
へ
と
も◌

年ト
シ

久
し
く
し
て◌

人ヒ
ト

知シ
ル

事コ
ト

な
し◌ 

か
る
か
ゆ
へ
に◌

文
字

モ

ン

ジ

を
問ト

ふ
な
り
と◌

是
に
よ
り
て
予ヨ 

元
格

モ
ト
ノ
リ

と
共ト

モ

に◌

村ム
ラ

の
老
翁

ラ
ウ
ヲ
ウ

河
村

カ
ハ
ム
ラ

の

某
ナ
ニ
ガ
シ

を
呼ヨ

ビ

て◌ 

い
に
し
へ
の
語

伝

カ
タ
リ
ツ
タ
ヘ

を
聞キ

ク

に◌

旧
記

キ

ウ

キ

と
違

タ
ガ
フ

こ
と
な
し◌ 

村
人

ム
ラ
ヒ
ト

歓
喜

ク
ワ
ン
キ

踊
躍

ユ

ヤ

ク

し◌

新
ア
ラ
タ

に
草
堂

ク
サ
ノ
ダ
ウ

を
構カ

マ

へ◌

路ミ
チ

橋ハ
シ 

を
作ツ

ク

り◌

郡
吏

グ

ン

シ

出
原

イ
テ
ハ
ラ

氏ウ
ジ

忠タ
ヽ

政マ
サ◌

菩
提

ボ

ダ

イ

心シ
ン

を
お
こ
し 

て◌

行
樹

ナ

ミ

キ

を
植ウ

ヘ◌

蓮
池

ハ
ス
イ
ケ

を
鑿ホ

リ◌

十
方ホ

ウ

の
善
男

ゼ
ン
ナ
ン 

善
女

ゼ
ン
ニ
ヨ◌

種
々

シ
ユ
〳
〵

の
寄
進

キ

シ

ン◌

善
盡

ゼ
ン
ツ
ク

し
美
盡

ビ

ツ

ク

し
て◌ 

霊
尊

レ
イ
ソ
ン

の
来
臨

ラ
イ
リ
ン

を
待マ

チ

奉
タ
テ
マ
ツ
リ

り◌

閏
ウ
ル
フ

三
月
三
日◌

予 

并
ナ
ラ
ビ
ニ

村ム
ラ

の
長

チ
ヤ
ウ◌

鳳
輦

ホ
ウ
レ
ン

を
小
浜

コ

ハ

マ

に
は
せ
て◌

本
尊

ホ
ン
ゾ
ン

を 

迎
ム
カ
ヘ

奉
り◌

本
山

ホ
ン
サ
ン

智
積

チ
シ
ヤ
ク

僧
正

ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ

信
盛
公

シ
ン
セ
イ
コ
ウ◌

若
干

ソ
コ
バ
ク

の 

清
衆

セ
イ
シ
ユ

を
つ
か
わ
し◌

弘グ

誓ゼ
イ

の
龍
舸

リ
ヤ
ウ
ガ◌

幢ト
ウ

幡バ
ン

華ケ

籠マ 

音
楽

ヲ
ン
カ
ク

を
奏ソ

ウ

し
て◌

安
座

ア

ン

ザ

な
し
奉
り◌

日
々
の
法
事 

お
こ
そ
か
に
し
て◌

一
七
日
帳

チ
ヤ
ウ

を
か
ゝ
け
て◌

十
方
の
四シ

衆シ
ユ 

に
結
縁

ケ
チ
エ
ン

せ
し
む◌

瞻
礼

セ
ン
ラ
イ

の
男
女

ナ
ン
ニ
ヨ◌

日
々
に
群
集

グ
ン
ジ
フ

し
て◌ 

尓
も
霊
感

レ
イ
カ
ン

を
得ウ

る
人
多ヲ

ヽ

し◌

村ム
ラ

人
伝

ツ
タ
ヘ

い
ふ◌ 

い
に
し
へ
よ
り
平
産

ヘ
イ
サ
ン

を
祈イ

ノ

る
人◌

鐘カ
ネ

の
緒ヲ

を
請コ

ヒ

得エ

て◌ 

帯ヲ
ビ

な
す
に◌

難
産

ナ
ン
サ
ン

あ
る
こ
と
な
し
と◌

こ
の
ゆ
へ
に 

俗ゾ
ク

呼ヨ
ビ

て◌

子
安

コ

ヤ

ス

の
観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン

と
い
ふ
な
り◌

且カ
ツ

い
に
し
へ 

の
例レ

イ

に
ま
か
せ◌

毎
年

マ
イ
ネ
ン

三
月
十
八
日
を
観
音 

会エ

と
な
し◌

此
日ヒ

帳
チ
ヤ
ウ

を
か
ゝ
け
て
礼
拝

ラ
イ
ハ
イ

せ
し
む◌

且
正
月 

八
日
冨
会

ト

ミ

エ◌

十
七
日
千
度

セ

ン

ト

礼ラ
イ

拝ハ
イ

会エ

を
な
し
て◌

冥メ
イ 

福フ
ク

を
い
の
ら
し
む◌

か
る
か
ゆ
へ
に
旧
記

キ

ウ

キ

を

補
ヲ
キ
ナ
ウ

て◌

其ソ
ノ 

始
末

シ

マ

ツ

を
記シ

ル

し◌

不
朽

ブ

キ

ウ

に
垂

タ
ル
ヽ

と
い
ふ◌ 

于
時
貞
享
三
年
臘
月
十
八
日 

当
山
中
興
沙
門
権
大
僧
都
法
印
性
海
敬
述 

 
 

定
法

性
海
白 

一
当
寺
本
尊
総
開
帳
自
今
以
後
可
為
廿
一
年
目 

此
時
十
方
所
々
可
立
札
也 

一
毎
年
三
月
十
八
日
之
法
会
一
日
之
外
開
帳 

不
許
之
但
不
可
立
札
也 

一
本
寺
之
住
持
并
諸
宗
名
徳
之
智
識
或
当
村 

之
守
護
或
天
下
之
奉
行
人
格
別
此
外
一
切 
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不
時
之
開
帳
不
許
之
也 

此
条
々
当
寺
代
々
之
住
持
守
之
聊
不
可
違
犯
也 

 

と
旧
友

キ
ウ
イ
ウ

也◌

一
日
小
浜

コ

ハ

マ

に
至

イ
タ
リ

訪
ト
ム
ラ
ヒ

て◌

浄
ジ
ヤ
ウ

光
ク
ワ
ウ

の
事 

を
語カ

タ

る◌
居
士

コ

ジ

聞キ
ヽ

て
曰

イ
ワ
ク◌

我ワ
レ

に
御
長

ミ

タ

ケ

一
寸
八
分◌ 

閻エ
ン

浮ブ

檀タ
ン

金ゴ
ン

の
観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン◌

并
ナ
ラ
ビ
ニ

記キ

文モ
ン

あ
り◌

摂
州

セ
ツ
シ
ウ

河
辺

カ

ハ

ベ 

郡
コ
ホ
リ◌

補
陀
洛
山

フ

タ

ラ

ク

サ

ン

浄

光

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ

寺ジ

と
記キ

せ
り◌

今イ
マ

君キ
ミ

が 

い
ふ
に
不
違

タ
カ
ハ
ズ◌

す
ミ
や
か
に
此
聖
像

シ
ヤ
ウ
ゾ
ウ

を◌

其
地

ソ

ノ

チ

に 

奉
遷ウ

ツ

し
べ
し◌

尓
シ
カ
リ

と
い
へ
と
も◌

常ツ
ネ

と
浄

キ
ヨ
シ

と
の
違

タ
ガ
ヒ 

あ
る
を
以
て◌

予ヨ

疑
ウ
タ
ガ
ヒ

い
ふ
か
る
而
已ノ

ミ

也◌

元
格

モ
ト
ノ
リ

住ヂ
ウ 

所シ
ヨ

に
帰

カ
エ
リ

て◌

予ヨ

及
オ
ヨ
ビ

村ム
ラ

の
長

チ
ヤ
ウ

某
ナ
ニ
カ
シ

を
招

マ
ネ
キ

て
曰

イ
ハ
ク◌

当
寺

タ

ウ

ジ 

往
古

ワ

ウ

ゴ

の
本
尊

ホ
ン
ゾ
ン◌

并
縁
起

エ

ン

キ◌

今イ
マ

小
浜ハ

マ

に
あ
り
と◌

長
チ
ヤ
ウ 

聞キ
ヽ

て
不
諾

ウ
ケ
ガ
ハ
ズ◌

即
ス
ナ
ハ
チ

曰
イ
ハ
ク

其ソ
ノ

旧
記

キ

ウ

キ

に
所
書

カ
ク
ト
コ
ロ

の
寺
号

ジ

ガ

ウ 

ハ◌

文
字

モ

ン

ジ

如
何

イ

カ

ン◌

元
格

モ
ト
ノ
リ

の
曰

イ
ハ
ク

浄

光

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ

な
り◌

常ツ
ネ

と
浄

キ
ヨ
シ 

と
違

タ
カ
ヒ

あ
る
を
以
て◌

居
士

コ

ジ

も
い
ぶ
か
る
と
い
ふ
也◌ 

長
チ
ヤ
ウ

抃
テ
ウ
ツ

て
曰

イ
ハ
ク◌

今イ
マ

の
常

光

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ

ハ
真

マ
コ
ト

に
あ
ら
す◌

い
に
し
へ
ハ 

浄
キ
ヨ
ク

光
ヒ
カ
ル

也◌

五
十
年
前ゼ

ン

に◌

本
尊

ホ
ン
ゾ
ン

を
失

ウ
シ
ナ

ふ
よ
り◌

常ツ
ネ 

光
ヒ
カ
ル

と

改
ア
ラ
タ
ム
ル

と
い
へ
と
も◌

年ト
シ

久
し
く
し
て◌

人ヒ
ト

知シ
ル

事コ
ト

な
し◌ 

か
る
か
ゆ
へ
に◌

文
字

モ

ン

ジ

を
問ト

ふ
な
り
と◌

是
に
よ
り
て
予ヨ 

元
格

モ
ト
ノ
リ

と
共ト

モ

に◌

村ム
ラ

の
老
翁

ラ
ウ
ヲ
ウ

河
村

カ
ハ
ム
ラ

の

某
ナ
ニ
ガ
シ

を
呼ヨ

ビ

て◌ 

い
に
し
へ
の
語

伝

カ
タ
リ
ツ
タ
ヘ

を
聞キ

ク

に◌

旧
記

キ

ウ

キ

と
違

タ
ガ
フ

こ
と
な
し◌ 

村
人

ム
ラ
ヒ
ト

歓
喜

ク
ワ
ン
キ

踊
躍

ユ

ヤ

ク

し◌

新
ア
ラ
タ

に
草
堂

ク
サ
ノ
ダ
ウ

を
構カ

マ

へ◌

路ミ
チ

橋ハ
シ 

を
作ツ

ク

り◌

郡
吏

グ

ン

シ

出
原

イ
テ
ハ
ラ

氏ウ
ジ

忠タ
ヽ

政マ
サ◌

菩
提

ボ

ダ

イ

心シ
ン

を
お
こ
し 

て◌

行
樹

ナ

ミ

キ

を
植ウ

ヘ◌

蓮
池

ハ
ス
イ
ケ

を
鑿ホ

リ◌

十
方ホ

ウ

の
善
男

ゼ
ン
ナ
ン 

善
女

ゼ
ン
ニ
ヨ◌

種
々

シ
ユ
〳
〵

の
寄
進

キ

シ

ン◌

善
盡

ゼ
ン
ツ
ク

し
美
盡

ビ

ツ

ク

し
て◌ 

霊
尊

レ
イ
ソ
ン

の
来
臨

ラ
イ
リ
ン

を
待マ

チ

奉
タ
テ
マ
ツ
リ

り◌

閏
ウ
ル
フ

三
月
三
日◌

予 

并
ナ
ラ
ビ
ニ

村ム
ラ

の
長

チ
ヤ
ウ◌

鳳
輦

ホ
ウ
レ
ン

を
小
浜

コ

ハ

マ

に
は
せ
て◌

本
尊

ホ
ン
ゾ
ン

を 

迎
ム
カ
ヘ

奉
り◌

本
山

ホ
ン
サ
ン

智
積

チ
シ
ヤ
ク

僧
正

ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ

信
盛
公

シ
ン
セ
イ
コ
ウ◌

若
干

ソ
コ
バ
ク

の 

清
衆

セ
イ
シ
ユ

を
つ
か
わ
し◌

弘グ

誓ゼ
イ

の
龍
舸

リ
ヤ
ウ
ガ◌

幢ト
ウ

幡バ
ン

華ケ

籠マ 

音
楽

ヲ
ン
カ
ク

を
奏ソ

ウ

し
て◌

安
座

ア

ン

ザ

な
し
奉
り◌

日
々
の
法
事 

お
こ
そ
か
に
し
て◌

一
七
日
帳

チ
ヤ
ウ

を
か
ゝ
け
て◌

十
方
の
四シ

衆シ
ユ 

に
結
縁

ケ
チ
エ
ン

せ
し
む◌

瞻
礼

セ
ン
ラ
イ

の
男
女

ナ
ン
ニ
ヨ◌

日
々
に
群
集

グ
ン
ジ
フ

し
て◌ 

尓
も
霊
感

レ
イ
カ
ン

を
得ウ

る
人
多ヲ

ヽ

し◌

村ム
ラ

人
伝

ツ
タ
ヘ

い
ふ◌ 

い
に
し
へ
よ
り
平
産

ヘ
イ
サ
ン

を
祈イ

ノ

る
人◌

鐘カ
ネ

の
緒ヲ

を
請コ

ヒ

得エ

て◌ 

帯ヲ
ビ

な
す
に◌

難
産

ナ
ン
サ
ン

あ
る
こ
と
な
し
と◌

こ
の
ゆ
へ
に 

俗ゾ
ク

呼ヨ
ビ

て◌

子
安

コ

ヤ

ス

の
観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン

と
い
ふ
な
り◌

且カ
ツ

い
に
し
へ 

の
例レ

イ

に
ま
か
せ◌

毎
年

マ
イ
ネ
ン

三
月
十
八
日
を
観
音 

会エ

と
な
し◌

此
日ヒ

帳
チ
ヤ
ウ

を
か
ゝ
け
て
礼
拝

ラ
イ
ハ
イ

せ
し
む◌

且
正
月 

八
日
冨
会

ト

ミ

エ◌

十
七
日
千
度

セ

ン

ト

礼ラ
イ

拝ハ
イ

会エ

を
な
し
て◌

冥メ
イ 

福フ
ク

を
い
の
ら
し
む◌

か
る
か
ゆ
へ
に
旧
記

キ

ウ

キ

を

補
ヲ
キ
ナ
ウ

て◌

其ソ
ノ 

始
末

シ

マ

ツ

を
記シ

ル

し◌

不
朽

ブ

キ

ウ

に
垂

タ
ル
ヽ

と
い
ふ◌ 

于
時
貞
享
三
年
臘
月
十
八
日 

当
山
中
興
沙
門
権
大
僧
都
法
印
性
海
敬
述 

 
 

定
法

性
海
白 

一
当
寺
本
尊
総
開
帳
自
今
以
後
可
為
廿
一
年
目 

此
時
十
方
所
々
可
立
札
也 

一
毎
年
三
月
十
八
日
之
法
会
一
日
之
外
開
帳 

不
許
之
但
不
可
立
札
也 

一
本
寺
之
住
持
并
諸
宗
名
徳
之
智
識
或
当
村 

之
守
護
或
天
下
之
奉
行
人
格
別
此
外
一
切 
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を
造

ツ
ク
リ

り◌

或
ア
ル
イ

ハ
供
田

ク

テ

ン

を
寄

ヨ
ス
ル

事コ
ト◌

凡
ヲ
ヨ
ソ

四
百
貫
に
及
ひ◌ 

殿
堂

デ
ン
ダ
ウ

僧
坊

ゾ
ウ
バ
ウ◌

い
ら
か
を
並

ナ
ラ
ベ

て◌

丹
輝

タ

ン

キ

碧
明

ヘ
キ
メ
イ◌

林
は
や
し

岳ガ
ク

を 

照
曜

シ
ヤ
ウ
ヨ
ウ

せ
り◌
時
に
住
持

ヂ

ウ

ジ

大
僧
都

ソ

ウ

ツ

頼
鑁

ラ
イ
バ
ン◌

其ソ
ノ

金
容

コ
ン
ヨ
ウ 

を◌

人
の
望

ノ
ソ
ミ

を
か
□
事
を
恐

ヲ
ソ
レ

れ◌

文
保

ブ
ン
ホ
ウ

元
年
の
秋◌ 

洛
陽

ラ
ク
ヨ
ウ

の
良
工

リ
ヤ
ウ
ク

を
招

マ
ネ
キ

て
立
身

リ
フ
シ
ン

五
尺
余ヨ

の
聖
像

シ
ヤ
ウ
ゾ
ウ

を 

き
ざ
ま
し
め◌

縁
起
を
記キ

し◌

紫シ

金コ
ン

容ヨ
ウ

と
共ト

モ

に◌

其ソ
ノ 

像ゾ
ウ

中
に
安
置

ア

ン

チ

せ
し
む◌

永
正

エ
イ
シ
ヤ
ウ

十
七
年
の◌

春ハ
ル

尼
ア
マ
ガ 

崎サ
キ

の
城
主

ジ
ヤ
ウ
シ
ユ◌

細
川

ホ
ソ
カ
ワ

武
蔵

ム
サ
シ
ノ

守カ
ミ

高
国

タ
カ
ク
ニ◌

当
刹

タ
ウ
セ
ツ

に
護
摩

ゴ

マ 

堂ダ
ウ

を
建
立

コ
ン
リ
フ

し
て◌

居
城

キ
ヨ
ジ
ヤ
ウ

の
鬼
門

キ

モ

ン

を
覆

ヲ
ヽ
フ

ふ◌
其
後

ソ
ノ
ノ
チ 

伊
丹

イ
タ
ミ
ノ

城
主

ジ
ヤ
ウ
シ
ユ◌

荒
木

ア

ラ

キ

摂
津

セ
ッ
ツ
ノ

守カ
ミ

村
重

ム
ラ
シ
ケ◌

宿

願

シ
ユ
ク
グ
ワ
ン

あ
り
て
感カ

ン 

応ヲ
ウ

を

蒙
カ
フ
ム
ル

が
ゆ
へ
に◌

伝
法
院

テ
ン
ホ
ウ
イ
ン

の
辺

ホ
ト
リ

に
し
て◌
香
油
田

カ
ウ
ユ
デ
ン 

を
寄
附

キ

フ

せ
し
む◌

昔
ム
カ
シ

よ
り
俗ゾ

ク

呼ヨ
ビ

て◌

此
所
を
浄
光
寺

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ
ジ

野ノ 

と
い
ふ
ゆ
へ
也◌

供
田

ク

テ

ン

総ス
ベ

て
五
百
貫

ク
ワ
ン

也ナ
リ◌

時
に
天
正 

七
年
の
秋◌

伊
丹
落
城

ラ
ク
ジ
ヤ
ウ

の
兵
火

ヒ
ヨ
ウ
ク
ハ

に
罹

カ
ヽ
リ

て◌

仏
閣

ブ
ツ
カ
ク 

僧
坊

ソ
ウ
ボ
ウ

煙
燼

エ
ン
ジ
ン

す◌

所
謂

イ
ワ
ユ
ル

観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン

堂ダ
ウ◌

護
摩

ゴ

マ

堂ダ
ウ◌

大
師シ 

堂ダ
ウ◌

鐘
楼

シ
ヨ
ウ
ロ
ウ◌

大
門

ダ
イ
モ
ン◌

閼
伽
井

ア

カ

イ

殿デ
ン◌

鎮
守

チ
ン
ジ
ユ

九
社シ

ヤ◌

并 

光

明

ク
ワ
ウ
ミ
ヤ
ウ

房ボ
ウ◌

辻
坊

ツ
ジ
ノ
ボ
ウ◌

乾
イ
ヌ
イ

坊◌

池
イ
ケ
ノ

坊◌

中
ナ
カ
ノ

坊◌

奥
ヲ
ク
ノ

坊◌

三
松

ミ
ツ
マ
ツ 

坊
等ト

ウ

也◌

司ジ

僧ソ
ウ

哀
カ
ナ
シ
ミ

て◌

漸
ヤ
ウ
ヤ
ク

小
堂
を
造ツ

ク

り◌

興
復

コ
ウ
フ
ク 

の
時
を
待マ

ツ

と
い
へ
と
も◌

豊
臣

ト
ヨ
ト
ミ

公コ
ウ

の
治
代

ヂ

タ

イ

に
至イ

タ

り
て◌ 

累
代

ル
イ
タ
イ

の
供ク

田テ
ン

没
収

モ
ツ
シ
ユ

に
あ
ふ
て◌

僧
坊
こ
と
〳
〵
く 

滅
亡

メ
ツ
ハ
ウ

し◌

剰
ア
マ
ツ
サ
ヘ

寺
号

ジ

ガ

ウ

を
奪

ウ
バ
ヒ

て◌

村ム
ラ

の
名ナ

と
呼
が
ゆ
へ
に◌ 

別ベ
ツ

に
小
院イ

ン

を
締

ム
ス
ビ

て◌

慈
眼
院

ジ
ゲ
ン
イ
ン

と
い
ふ◌

時
に
慶
長

ケ
イ
チ
ヤ
ウ

の 

年
間

ネ
ン
カ
ン

に
高
潮

タ
カ
シ
ホ

お
こ
り◌

小
院

漂
タ
ヽ
ヨ
ヒ

ひ
な
か
れ
て◌

其ソ
ノ 

至

所

イ
タ
ル
ト
コ
ロ

を
し
ら
ず◌

住
僧

チ
ウ
ソ
ウ

慶
海

ケ
イ
カ
イ

慨ナ
キ

て
尋

タ
ツ
ネ

慕
シ
ト
ヒ◌

本ホ
ン 

尊ゾ
ン

を
伝
法

テ
ン
ホ
ウ

の
浦ウ

ラ

に
迎

ム
カ
ヘ

て
帰

カ
エ
リ◌

草ク
サ

を
結

ム
ス
ビ

て
安
置

ア

ン

チ

し◌ 

是コ
レ

よ
り
特
更

コ
ト
サ
ラ

に
お
と
ろ
へ◌

守
り
奉
る
僧
あ
ら
ず◌ 

詣
モ
ウ
デ

の
人
も
な
し◌

只タ
ヽ

荊
ヲ
ト
ロ

葎
ム
グ
ラ

生
茂

ヲ
ヒ
シ
ケ
リ

り
て◌

野
干

ヤ

カ

ン

の 

栖
ス
ミ
カ

と
な
り◌

卒ツ
イ

に
盗
賊

タ
ウ
ゾ
ク

の
た
め
に
本
尊ゾ

ン

を
失

ウ
シ
ナ

ふ◌ 

尓シ
カ

し
よ
り
境
内

ケ
イ
ダ
イ

も
田
畠

タ

ハ

タ

と
な
り◌

仏
閣

ブ
ツ
カ
ク

僧
坊

ソ
ウ
ホ
ウ

も
名ナ 

の
ミ
残ノ

コ

り
て
迹ア

ト

形カ
タ

な
し◌

こ
の
ゆ
へ
に
今イ

マ

の
世ヨ

の
人◌ 

霊
地

レ

イ

チ

な
る
事
を
し
ら
ず◌

時
に
貞

享

ヂ
ヤ
ウ
キ
ヤ
ウ

丙
寅

ヒ
ノ
エ
ト
ラ

の 

春
正
月
下
旬

ジ
ュ
ン◌

小
子

シ
ヤ
ウ
シ

海カ
イ

夢
中

ム

チ

ウ

に◌

西
国

サ
イ
コ
ク

三 

十
三
所シ

ヨ

を
巡

メ
ク
リ

り
て◌

観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン

を
礼ラ

イ

す◌

其
像

ソ
ノ
ゾ
ウ

金
色

コ
ン
ジ
キ

に 

し
て◌

光
輝

ク
ワ
ウ
キ

目
を
奪ウ

ハ

ふ◌

夢ユ
メ

醒サ
メ

て
奇
異

キ

イ

の
念

ヲ
モ
ヒ

を 

な
す◌

時ト
キ

未
イ
マ
タ

ザ
ル
超コ

ヘ

月ツ
キ

の
間◌

法
界

ハ
ウ
カ
イ

寺ジ

村ム
ラ

の
一
信
士

シ

ン

ジ 

志
願

シ
グ
ワ
ン

を
お
こ
し◌

霊
像

レ
イ
ゾ
ウ

の
観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン

を
撰

エ
ラ
ヒ

て◌

近キ
ン 

郷ゴ
フ

三
十
三
の
巡
礼
所

ジ
ユ
ン
レ
イ
シ
ヨ

を
剏

ハ
ジ
メ◌

浄
ジ
ヤ
ウ

光
ク
ワ
ウ

寺ジ

も
其
数

ソ
ノ
カ
ズ 

に
載

ノ
ス
ル

と
い
へ
と
も◌

霊
尊

レ
イ
ソ
ン

も
あ
ら
ず◌

寺テ
ラ

の
由
来

ユ

ラ

イ

も 

分
明

フ
ン
ミ
ヤ
ウ

な
ら
さ
る
か
ゆ
へ
に◌

予ヨ

如
何

イ

カ

ニ

と
も
す
る
事 

あ
た
ハ
す◌

唯タ
ヽ

此
事
を
思
ふ
に
不
忍

シ
ノ
ビ
ズ◌

聿マ
ヽ

に 

一
人
の
隠
逸

イ
ン
イ
ツ

居
士

コ

ジ

正
和

シ
ヤ
ウ
ワ

と
い
ふ
人ヒ

ト

あ
り◌

久
し
く 

小
浜

コ

ハ

マ

の
里サ

ト

に
住ス

ミ◌

善ゼ
ン

を
お
こ
な
ふ
を
以
て
聞キ

コ

ふ◌ 

往
年

ワ
ウ
ネ
ン

能
勢

ノ

セ

の
一
院イ

ン

に
寓ヤ

ト

り
て◌

一
寸
八
分
紫シ

金コ
ン 

容ヨ
ウ

の
観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン◌

并
ナ
ラ
ヒ
ニ

節
略

セ
ツ
リ
ヤ
ク

の
記
文

キ

モ

ン

を
得エ

た
り◌

其ソ
ノ 

慈
容

ジ

ヨ

ウ

妙
相

ミ
ヤ
ウ
サ
ウ

霊レ
イ

成ナ
ル

を
以
て◌

一
堂ダ

ウ

を
造ツ

ク

り◌

衆シ
ユ 

人
に
瞻
礼

セ
ン
ラ
イ

せ
し
め
ん
と◌

思
ふ
と
い
へ
と
も◌

力
チ
カ
ラ

願
ネ
ガ
ヒ

に 

不
協

カ
ナ
ワ
ズ

て◌

星
霜

セ
イ
ザ
ウ

旧フ
リ

た
り◌

時
に
杉ス

ギ

山
氏ウ

ジ

元
格

モ
ト
ノ
リ 

と
い
ふ
人
あ
り
て◌
浄

ジ
ヤ
ウ

光
ク
ワ
ウ

寺ジ

の
村
里

ソ

ン

リ

に
居キ

ヨ

し◌

和ワ

居
士

コ

ジ 

貫
天
正
七
年
伊
丹
城
陥
罹
其
兵
火
一
旦 

蕩
為
塵
埃
所
謂
観
音
殿
護
摩
大
師 

二
堂
鐘
楼
三
門
閼
伽
井
殿
鎮
護
九 

社
□
棲
僧
之
坊
七
凡
金
碧
之
区
倐
幻 

為
瓦
礫
之
場
荒
炯
野
燐
更
互
明
滅
司 

５ 僧
慨
焉
就
基
址
結
茅
以
居
黙
有
恢 

復
之
志
又
値
豊
臣
公
之
御
世
藉
没
田
林
寺 

尓
不
能
獨
存
徒
以
其
寺
銘
郷
村
而
巳
故 

別
構
小
院
曰
慈
眼
慶
長
秋
海
潮
入
浸
人 

家
淹
没
故
其
衡
宇
例
尓
漂
流
不
知
抵
止 

時
僧
慶
海
泣
迎
大
士
于
伝
法
之
浦
而
帰 

掃
砂
礫
架
竹
木
以
安
置
焉
□
此
荊
蓁 

日
茂
卒
成
荒
墟
又
復
風
雨
震
凌
摧
塌 

弗
支
使
人
有
悽
然
之
思
像
尓
不
存
久
而 

俗
以
常
光
呼
之
蓋
浄
興
常
以
日
音
相 

近
故
也
延
宝
年
中
今
法
印
性
海
乗
其 

夙
願
来
主
其
寺
補
苴
罅
漏
以
備
風 

      

「
浄
光
寺
縁
起
―
５
」

浄
光
寺
所
蔵 

解
読
・
翻
刻
文
入
力

二
〇
一
五
年
二
月

山
本
勝
三
（
尼
崎
の
近
世
古
文
書
を
楽
し
む
会
） 

 

補
陀
洛
山

フ

タ

ラ

ク

サ

ン

浄
光
寺

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ
ジ

重
興
記

ヂ
ウ
コ
ウ
キ 

旧
記

キ

ウ

キ

に
曰

イ
ワ
ク◌

摂
州

セ
ツ
シ
ウ

河
辺
郡

カ
ハ
ベ
ゴ
ホ
リ◌

補
陀
洛
山

フ

タ

ラ

ク

サ

ン◌

浄
光
寺
ハ◌ 

む
か
し
天
長

テ
ン
チ
ヤ
ウ

年
中

ネ
ン
ヂ
ウ

に◌

弘
法

コ
ウ
ボ
ウ

大
師シ

の
開

ヒ
ラ
キ

た
ま
ふ
所

ト
コ
ロ◌

伝
聞

ツ
タ
ヘ
キ
ク 

い
に
し
へ
此
所
ハ◌

海
岸

カ
イ
ガ
ン

の
洲ス◌

鴛
鴎

ヲ
シ
カ
モ
メ

の
屯

タ
ム
ロ

な
り
と◌

岸キ
シ 

の
辺

ホ
ト
リ◌

夜
々
光

ヒ
カ
リ

て
海
波

カ

イ

ハ

に
映エ

イ

ず◌

漁
夫

キ

ヨ

フ

の
□
相
語
て◌ 

奇
怪

キ
ク
ワ
イ

の
念

オ
モ
ヒ

を
な
せ
り◌

時
に
沙
門

シ
ヤ
モ
ン

慧
満

エ

マ

ン

と
い
ふ
人
あ
り◌ 

昆
陽

コ

ヤ

に
居キ

ヨ

す◌

一
夜ヤ

夢ユ
メ

に
金
身

コ
ン
シ
ン

の
観
世
音

ク
ワ
ン
セ
ヲ
ン

の
像ゾ

ウ

を
拝ハ

イ

す 

像
告

ゾ
ウ
ツ
ゲ

曰
タ
マ
ハ
ク◌

仏
放

ブ
ツ
ハ
ウ

一
光

ク
ワ
ウ◌

我
及
衆
会

ガ

キ

フ

シ

ユ

エ◌

見
此

ケ

ン

シ

国
界

コ
ク
カ
イ◌ 

種
々

シ
ユ
シ
ユ

殊
妙

シ
ユ
ミ
ヤ
ウ◌

諸
仏

シ
ヨ
ブ
ツ

神
力

ジ
ン
リ
キ◌

智
慧

チ

エ

希
有

ケ

ウ◌

放ホ
ウ

一
浄

光

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ◌ 

照
無
量
国

シ
ヤ
ウ
ム
リ
ヤ
ウ
コ
ク

と◌

夢ユ
メ

卒ツ
イ

に
惺サ

ム◌

満マ
ン

嘗
カ
ツ
テ

て
其ソ

ノ

霊レ
イ

光
ク
ワ
ウ

の 

事コ
ト

を
聞キ

ヽ◌

復マ
タ

夢ユ
メ

の
事ジ

に
よ
り
て◌

黎

明

ア
ク
ル
コ
ロ
ヲ
イ

此
海
辺

カ
イ
ヘ
ン

に
来

キ
タ
リ◌ 

波
岸

ナ
ミ
キ
シ

を
撃ウ

チ◌

柳
根

ヤ
ナ
ギ
ネ

を
洗

ア
ラ
フ

ふ
を
見
れ
ハ◌

紫
金

シ

コ

ン

の
大
士

ダ

イ

ジ 

像ゾ
ウ

在ア
リ◌

恰
ア
タ
カ

も
夢ユ

メ

見
る
が
こ
と
し◌

満

即

マ
ン
ス
ナ
ハ
チ

合
掌

ガ
ツ
シ
ヤ
ウ◌

僧ソ
ウ

伽カ

梨リ 

衣エ

を
の
へ
て
奉
迎

む
か
へ

に◌

立
身

リ
フ
シ
ン

一
寸
八
分◌

其ソ
ノ

慈ジ

容ヤ
ウ

妙
ミ
ヤ
ウ 

相サ
ウ◌

殆
ホ
ト
ン
ト

凡
間

ボ
ン
カ
ン

の
所
為

ナ
ス
ト
コ
ロ

に
あ
ら
ず◌

歓
喜

ク
ワ
ン
ギ

踊
躍

ユ

ヤ

ク

し
て
院テ

ラ

に
帰

カ
エ
リ◌ 

是コ
レ

を
秘
事

ヒ
ス
ル
コ
ト

数
年

ス

ネ

ン

也◌

其
後

ソ
ノ
ノ
チ

大
師

ダ

イ

シ

得エ

□
タ
マ
ヒ
テ◌

一
宇ウ

を 

此
地
に
造

ツ
ク
リ

り◌

霊
像

レ
イ
ゾ
ウ

を
安
置

ア

ン

チ

す◌

海
岸
を
以
て◌

山 

を
補
陀
洛

フ

タ

ラ

ク

と
呼ヨ

ヒ◌

放ホ
ウ

一
浄

光

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ

の
句ク

を
と
り
て◌

浄 

光
寺
と
名
付

ナ

ツ

ク◌

爾シ
カ

し
よ
り
年ネ

ン

々
昌

サ
カ
ン

に
し
て◌

然シ
カ

も
霊レ

イ 

感
日

カ

ン

ヒ

々
に
新

ア
ラ
タ

に◌

瞻
礼

セ
ン
ラ
イ

の
男
女

ナ
ン
ニ
ヨ◌

沓ク
ツ

を
亜ツ

ギ

て
不
絶

タ
ヘ
ザ
ル 

な
り◌

此
国ク

ニ

代
々

ヨ

ヽ

の
守
護

シ

ユ

ゴ◌

武
運

ブ

ウ

ン

を
祈

イ
ノ
リ

て◌

或
ア
ル
イ

ハ
伽
藍

ガ

ラ

ン 

88

十
一
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を
造

ツ
ク
リ

り◌

或
ア
ル
イ

ハ
供
田

ク

テ

ン

を
寄

ヨ
ス
ル

事コ
ト◌

凡
ヲ
ヨ
ソ

四
百
貫
に
及
ひ◌ 

殿
堂

デ
ン
ダ
ウ

僧
坊

ゾ
ウ
バ
ウ◌

い
ら
か
を
並

ナ
ラ
ベ

て◌

丹
輝

タ

ン

キ

碧
明

ヘ
キ
メ
イ◌

林
は
や
し

岳ガ
ク

を 

照
曜

シ
ヤ
ウ
ヨ
ウ

せ
り◌

時
に
住
持

ヂ

ウ

ジ

大
僧
都

ソ

ウ

ツ

頼
鑁

ラ
イ
バ
ン◌

其ソ
ノ

金
容

コ
ン
ヨ
ウ 

を◌

人
の
望

ノ
ソ
ミ

を
か
□
事
を
恐

ヲ
ソ
レ

れ◌

文
保

ブ
ン
ホ
ウ

元
年
の
秋◌ 

洛
陽

ラ
ク
ヨ
ウ

の
良
工

リ
ヤ
ウ
ク

を
招

マ
ネ
キ

て
立
身

リ
フ
シ
ン

五
尺
余ヨ

の
聖
像

シ
ヤ
ウ
ゾ
ウ

を 

き
ざ
ま
し
め◌

縁
起
を
記キ

し◌

紫シ

金コ
ン

容ヨ
ウ

と
共ト

モ

に◌

其ソ
ノ 

像ゾ
ウ

中
に
安
置

ア

ン

チ

せ
し
む◌

永
正

エ
イ
シ
ヤ
ウ

十
七
年
の◌

春ハ
ル

尼
ア
マ
ガ 

崎サ
キ

の
城
主

ジ
ヤ
ウ
シ
ユ◌

細
川

ホ
ソ
カ
ワ

武
蔵

ム
サ
シ
ノ

守カ
ミ

高
国

タ
カ
ク
ニ◌

当
刹

タ
ウ
セ
ツ

に
護
摩

ゴ

マ 

堂ダ
ウ

を
建
立

コ
ン
リ
フ

し
て◌

居
城

キ
ヨ
ジ
ヤ
ウ

の
鬼
門

キ

モ

ン

を
覆

ヲ
ヽ
フ

ふ◌

其
後

ソ
ノ
ノ
チ 

伊
丹

イ
タ
ミ
ノ

城
主

ジ
ヤ
ウ
シ
ユ◌

荒
木

ア

ラ

キ

摂
津

セ
ッ
ツ
ノ

守カ
ミ

村
重

ム
ラ
シ
ケ◌

宿

願

シ
ユ
ク
グ
ワ
ン

あ
り
て
感カ

ン 

応ヲ
ウ

を

蒙
カ
フ
ム
ル

が
ゆ
へ
に◌

伝
法
院

テ
ン
ホ
ウ
イ
ン

の
辺

ホ
ト
リ

に
し
て◌

香
油
田

カ
ウ
ユ
デ
ン 

を
寄
附

キ

フ

せ
し
む◌

昔
ム
カ
シ

よ
り
俗ゾ

ク

呼ヨ
ビ

て◌

此
所
を
浄
光
寺

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ
ジ

野ノ 

と
い
ふ
ゆ
へ
也◌

供
田

ク

テ

ン

総ス
ベ

て
五
百
貫

ク
ワ
ン

也ナ
リ◌

時
に
天
正 

七
年
の
秋◌

伊
丹
落
城

ラ
ク
ジ
ヤ
ウ

の
兵
火

ヒ
ヨ
ウ
ク
ハ

に
罹

カ
ヽ
リ

て◌

仏
閣

ブ
ツ
カ
ク 

僧
坊

ソ
ウ
ボ
ウ

煙
燼

エ
ン
ジ
ン

す◌

所
謂

イ
ワ
ユ
ル

観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン

堂ダ
ウ◌

護
摩

ゴ

マ

堂ダ
ウ◌

大
師シ 

堂ダ
ウ◌

鐘
楼

シ
ヨ
ウ
ロ
ウ◌

大
門

ダ
イ
モ
ン◌

閼
伽
井

ア

カ

イ

殿デ
ン◌

鎮
守

チ
ン
ジ
ユ

九
社シ

ヤ◌

并 

光

明

ク
ワ
ウ
ミ
ヤ
ウ

房ボ
ウ◌

辻
坊

ツ
ジ
ノ
ボ
ウ◌

乾
イ
ヌ
イ

坊◌

池
イ
ケ
ノ

坊◌

中
ナ
カ
ノ

坊◌

奥
ヲ
ク
ノ

坊◌

三
松

ミ
ツ
マ
ツ 

坊
等ト

ウ

也◌

司ジ

僧ソ
ウ

哀
カ
ナ
シ
ミ

て◌

漸
ヤ
ウ
ヤ
ク

小
堂
を
造ツ

ク

り◌

興
復

コ
ウ
フ
ク 

の
時
を
待マ

ツ

と
い
へ
と
も◌

豊
臣

ト
ヨ
ト
ミ

公コ
ウ

の
治
代

ヂ

タ

イ

に
至イ

タ

り
て◌ 

累
代

ル
イ
タ
イ

の
供ク

田テ
ン

没
収

モ
ツ
シ
ユ

に
あ
ふ
て◌

僧
坊
こ
と
〳
〵
く 

滅
亡

メ
ツ
ハ
ウ

し◌

剰
ア
マ
ツ
サ
ヘ

寺
号

ジ

ガ

ウ

を
奪

ウ
バ
ヒ

て◌

村ム
ラ

の
名ナ

と
呼
が
ゆ
へ
に◌ 

別ベ
ツ

に
小
院イ

ン

を
締

ム
ス
ビ

て◌

慈
眼
院

ジ
ゲ
ン
イ
ン

と
い
ふ◌

時
に
慶
長

ケ
イ
チ
ヤ
ウ

の 

年
間

ネ
ン
カ
ン

に
高
潮

タ
カ
シ
ホ

お
こ
り◌

小
院

漂
タ
ヽ
ヨ
ヒ

ひ
な
か
れ
て◌

其ソ
ノ 

至

所

イ
タ
ル
ト
コ
ロ

を
し
ら
ず◌

住
僧

チ
ウ
ソ
ウ

慶
海

ケ
イ
カ
イ

慨ナ
キ

て
尋

タ
ツ
ネ

慕
シ
ト
ヒ◌

本ホ
ン 

尊ゾ
ン

を
伝
法

テ
ン
ホ
ウ

の
浦ウ

ラ

に
迎

ム
カ
ヘ

て
帰

カ
エ
リ◌

草ク
サ

を
結

ム
ス
ビ

て
安
置

ア

ン

チ

し◌ 

是コ
レ

よ
り
特
更

コ
ト
サ
ラ

に
お
と
ろ
へ◌

守
り
奉
る
僧
あ
ら
ず◌ 

詣
モ
ウ
デ

の
人
も
な
し◌

只タ
ヽ

荊
ヲ
ト
ロ

葎
ム
グ
ラ

生
茂

ヲ
ヒ
シ
ケ
リ

り
て◌

野
干

ヤ

カ

ン

の 

栖
ス
ミ
カ

と
な
り◌

卒ツ
イ

に
盗
賊

タ
ウ
ゾ
ク

の
た
め
に
本
尊ゾ

ン

を
失

ウ
シ
ナ

ふ◌ 

尓シ
カ

し
よ
り
境
内

ケ
イ
ダ
イ

も
田
畠

タ

ハ

タ

と
な
り◌

仏
閣

ブ
ツ
カ
ク

僧
坊

ソ
ウ
ホ
ウ

も
名ナ 

の
ミ
残ノ

コ

り
て
迹ア

ト

形カ
タ

な
し◌

こ
の
ゆ
へ
に
今イ

マ

の
世ヨ

の
人◌ 

霊
地

レ

イ

チ

な
る
事
を
し
ら
ず◌

時
に
貞

享

ヂ
ヤ
ウ
キ
ヤ
ウ

丙
寅

ヒ
ノ
エ
ト
ラ

の 

春
正
月
下
旬

ジ
ュ
ン◌

小
子

シ
ヤ
ウ
シ

海カ
イ

夢
中

ム

チ

ウ

に◌

西
国

サ
イ
コ
ク

三 

十
三
所シ

ヨ

を
巡

メ
ク
リ

り
て◌

観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン

を
礼ラ

イ

す◌

其
像

ソ
ノ
ゾ
ウ

金
色

コ
ン
ジ
キ

に 

し
て◌

光
輝

ク
ワ
ウ
キ

目
を
奪ウ

ハ

ふ◌

夢ユ
メ

醒サ
メ

て
奇
異

キ

イ

の
念

ヲ
モ
ヒ

を 

な
す◌

時ト
キ

未
イ
マ
タ

ザ
ル
超コ

ヘ

月ツ
キ

の
間◌

法
界

ハ
ウ
カ
イ

寺ジ

村ム
ラ

の
一
信
士

シ

ン

ジ 

志
願

シ
グ
ワ
ン

を
お
こ
し◌

霊
像

レ
イ
ゾ
ウ

の
観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン

を
撰

エ
ラ
ヒ

て◌

近キ
ン 

郷ゴ
フ

三
十
三
の
巡
礼
所

ジ
ユ
ン
レ
イ
シ
ヨ

を
剏

ハ
ジ
メ◌

浄
ジ
ヤ
ウ

光
ク
ワ
ウ

寺ジ

も
其
数

ソ
ノ
カ
ズ 

に
載

ノ
ス
ル

と
い
へ
と
も◌

霊
尊

レ
イ
ソ
ン

も
あ
ら
ず◌

寺テ
ラ

の
由
来

ユ

ラ

イ

も 

分
明

フ
ン
ミ
ヤ
ウ

な
ら
さ
る
か
ゆ
へ
に◌

予ヨ

如
何

イ

カ

ニ

と
も
す
る
事 

あ
た
ハ
す◌

唯タ
ヽ

此
事
を
思
ふ
に
不
忍

シ
ノ
ビ
ズ◌

聿マ
ヽ

に 

一
人
の
隠
逸

イ
ン
イ
ツ

居
士

コ

ジ

正
和

シ
ヤ
ウ
ワ

と
い
ふ
人ヒ

ト

あ
り◌

久
し
く 

小
浜

コ

ハ

マ

の
里サ

ト

に
住ス

ミ◌

善ゼ
ン

を
お
こ
な
ふ
を
以
て
聞キ

コ

ふ◌ 

往
年

ワ
ウ
ネ
ン

能
勢

ノ

セ

の
一
院イ

ン

に
寓ヤ

ト

り
て◌

一
寸
八
分
紫シ

金コ
ン 

容ヨ
ウ

の
観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン◌

并
ナ
ラ
ヒ
ニ

節
略

セ
ツ
リ
ヤ
ク

の
記
文

キ

モ

ン

を
得エ

た
り◌

其ソ
ノ 

慈
容

ジ

ヨ

ウ

妙
相

ミ
ヤ
ウ
サ
ウ

霊レ
イ

成ナ
ル

を
以
て◌

一
堂ダ

ウ

を
造ツ

ク

り◌

衆シ
ユ 

人
に
瞻
礼

セ
ン
ラ
イ

せ
し
め
ん
と◌

思
ふ
と
い
へ
と
も◌

力
チ
カ
ラ

願
ネ
ガ
ヒ

に 

不
協

カ
ナ
ワ
ズ

て◌

星
霜

セ
イ
ザ
ウ

旧フ
リ

た
り◌

時
に
杉ス

ギ

山
氏ウ

ジ

元
格

モ
ト
ノ
リ 

と
い
ふ
人
あ
り
て◌

浄
ジ
ヤ
ウ

光
ク
ワ
ウ

寺ジ

の
村
里

ソ

ン

リ

に
居キ

ヨ

し◌

和ワ

居
士

コ

ジ 

貫
天
正
七
年
伊
丹
城
陥
罹
其
兵
火
一
旦 

蕩
為
塵
埃
所
謂
観
音
殿
護
摩
大
師 

二
堂
鐘
楼
三
門
閼
伽
井
殿
鎮
護
九 

社
□
棲
僧
之
坊
七
凡
金
碧
之
区
倐
幻 

為
瓦
礫
之
場
荒
炯
野
燐
更
互
明
滅
司 

５ 僧
慨
焉
就
基
址
結
茅
以
居
黙
有
恢 

復
之
志
又
値
豊
臣
公
之
御
世
藉
没
田
林
寺 

尓
不
能
獨
存
徒
以
其
寺
銘
郷
村
而
巳
故 

別
構
小
院
曰
慈
眼
慶
長
秋
海
潮
入
浸
人 

家
淹
没
故
其
衡
宇
例
尓
漂
流
不
知
抵
止 

時
僧
慶
海
泣
迎
大
士
于
伝
法
之
浦
而
帰 

掃
砂
礫
架
竹
木
以
安
置
焉
□
此
荊
蓁 

日
茂
卒
成
荒
墟
又
復
風
雨
震
凌
摧
塌 

弗
支
使
人
有
悽
然
之
思
像
尓
不
存
久
而 

俗
以
常
光
呼
之
蓋
浄
興
常
以
日
音
相 

近
故
也
延
宝
年
中
今
法
印
性
海
乗
其 

夙
願
来
主
其
寺
補
苴
罅
漏
以
備
風 

      

「
浄
光
寺
縁
起
―
５
」

浄
光
寺
所
蔵 

解
読
・
翻
刻
文
入
力

二
〇
一
五
年
二
月

山
本
勝
三
（
尼
崎
の
近
世
古
文
書
を
楽
し
む
会
） 

 

補
陀
洛
山

フ

タ

ラ

ク

サ

ン

浄
光
寺

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ
ジ

重
興
記

ヂ
ウ
コ
ウ
キ 

旧
記

キ

ウ

キ

に
曰

イ
ワ
ク◌

摂
州

セ
ツ
シ
ウ

河
辺
郡

カ
ハ
ベ
ゴ
ホ
リ◌

補
陀
洛
山

フ

タ

ラ

ク

サ

ン◌

浄
光
寺
ハ◌ 

む
か
し
天
長

テ
ン
チ
ヤ
ウ

年
中

ネ
ン
ヂ
ウ

に◌

弘
法

コ
ウ
ボ
ウ

大
師シ

の
開

ヒ
ラ
キ

た
ま
ふ
所

ト
コ
ロ◌

伝
聞

ツ
タ
ヘ
キ
ク 

い
に
し
へ
此
所
ハ◌

海
岸

カ
イ
ガ
ン

の
洲ス◌

鴛
鴎

ヲ
シ
カ
モ
メ

の
屯

タ
ム
ロ

な
り
と◌

岸キ
シ 

の
辺

ホ
ト
リ◌

夜
々
光

ヒ
カ
リ

て
海
波

カ

イ

ハ

に
映エ

イ

ず◌

漁
夫

キ

ヨ

フ

の
□
相
語
て◌ 

奇
怪

キ
ク
ワ
イ

の
念

オ
モ
ヒ

を
な
せ
り◌

時
に
沙
門

シ
ヤ
モ
ン

慧
満

エ

マ

ン

と
い
ふ
人
あ
り◌ 

昆
陽

コ

ヤ

に
居キ

ヨ

す◌

一
夜ヤ

夢ユ
メ

に
金
身

コ
ン
シ
ン

の
観
世
音

ク
ワ
ン
セ
ヲ
ン

の
像ゾ

ウ

を
拝ハ

イ

す 

像
告

ゾ
ウ
ツ
ゲ

曰
タ
マ
ハ
ク◌

仏
放

ブ
ツ
ハ
ウ

一
光

ク
ワ
ウ◌

我
及
衆
会

ガ

キ

フ

シ

ユ

エ◌

見
此

ケ

ン

シ

国
界

コ
ク
カ
イ◌ 

種
々

シ
ユ
シ
ユ

殊
妙

シ
ユ
ミ
ヤ
ウ◌

諸
仏

シ
ヨ
ブ
ツ

神
力

ジ
ン
リ
キ◌

智
慧

チ

エ

希
有

ケ

ウ◌

放ホ
ウ

一
浄

光

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ◌ 

照
無
量
国

シ
ヤ
ウ
ム
リ
ヤ
ウ
コ
ク

と◌

夢ユ
メ

卒ツ
イ

に
惺サ

ム◌

満マ
ン

嘗
カ
ツ
テ

て
其ソ

ノ

霊レ
イ

光
ク
ワ
ウ

の 

事コ
ト

を
聞キ

ヽ◌

復マ
タ

夢ユ
メ

の
事ジ

に
よ
り
て◌

黎

明

ア
ク
ル
コ
ロ
ヲ
イ

此
海
辺

カ
イ
ヘ
ン

に
来

キ
タ
リ◌ 

波
岸

ナ
ミ
キ
シ

を
撃ウ

チ◌

柳
根

ヤ
ナ
ギ
ネ

を
洗

ア
ラ
フ

ふ
を
見
れ
ハ◌

紫
金

シ

コ

ン

の
大
士

ダ

イ

ジ 

像ゾ
ウ

在ア
リ◌

恰
ア
タ
カ

も
夢ユ

メ

見
る
が
こ
と
し◌

満

即

マ
ン
ス
ナ
ハ
チ

合
掌

ガ
ツ
シ
ヤ
ウ◌

僧ソ
ウ

伽カ

梨リ 

衣エ

を
の
へ
て
奉
迎

む
か
へ

に◌

立
身

リ
フ
シ
ン

一
寸
八
分◌

其ソ
ノ

慈ジ

容ヤ
ウ

妙
ミ
ヤ
ウ 

相サ
ウ◌

殆
ホ
ト
ン
ト

凡
間

ボ
ン
カ
ン

の
所
為

ナ
ス
ト
コ
ロ

に
あ
ら
ず◌

歓
喜

ク
ワ
ン
ギ

踊
躍

ユ

ヤ

ク

し
て
院テ

ラ

に
帰

カ
エ
リ◌ 

是コ
レ

を
秘
事

ヒ
ス
ル
コ
ト

数
年

ス

ネ

ン

也◌

其
後

ソ
ノ
ノ
チ

大
師

ダ

イ

シ

得エ

□
タ
マ
ヒ
テ◌

一
宇ウ

を 
此
地
に
造

ツ
ク
リ

り◌

霊
像

レ
イ
ゾ
ウ

を
安
置

ア

ン

チ

す◌

海
岸
を
以
て◌

山 
を
補
陀
洛

フ

タ

ラ

ク

と
呼ヨ

ヒ◌

放ホ
ウ

一
浄

光

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ

の
句ク

を
と
り
て◌

浄 

光
寺
と
名
付

ナ

ツ

ク◌

爾シ
カ

し
よ
り
年ネ

ン

々
昌

サ
カ
ン

に
し
て◌

然シ
カ

も
霊レ

イ 

感
日

カ

ン

ヒ

々
に
新

ア
ラ
タ

に◌
瞻
礼

セ
ン
ラ
イ

の
男
女

ナ
ン
ニ
ヨ◌

沓ク
ツ

を
亜ツ

ギ

て
不
絶

タ
ヘ
ザ
ル 

な
り◌

此
国ク

ニ

代
々

ヨ

ヽ

の
守
護

シ

ユ

ゴ◌

武
運

ブ

ウ

ン

を
祈

イ
ノ
リ

て◌

或
ア
ル
イ

ハ
伽
藍

ガ

ラ

ン 
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「
浄
光
寺
縁
起
―
４
」

浄
光
寺
所
蔵 

解
読
・
翻
刻
文
入
力

二
〇
一
五
年
二
月

上
浦
（
尼
崎
の
近
世
古
文
書
を
楽
し
む
会
） 

○

二
〇
一
五
年
三
月
一
三
日
原
本
校
正
完
了
（
地
域
研
究
史
料
館
・
中
村
） 

１ 摂
州
補
陀
洛
山
浄
光
教
寺
重
興
記 

摂
州
河
辺
郡
有
寺
曰
浄
光
山
号
補
陀 

洛
古
天
長
年
間
大
師
空
海
所
闢
久
荒 

廃
而
弗
治
迨
丙
寅
春
重
興
沙
門
性
海 

以
居
士
正
和
之
書
為
紹
介
以
新
舊
記 

文
離
為
両
軸
徴
予
文
以
総
叙
之
先 

按
節
畧
古
記
曰
昔
摂
州
津
海
南
之
洲 

夜
有
神
光
毎
隠
映
于
瀲
灔
之
間
蜑 

叟
之
伝
相
語
為
異
焉
旹
沙
門
慧
満 

者
居
崑
陽
夜
夢
礼
金
身
宝
陀
大
士 

之
像
像
有
声
曰
仏
放
一
光
我
及
衆 

会
見
此
国
界
種
々
殊
玅
諸
仏
神
力 

２ 智
恵
希
有
放
一
浄
光
照
無
量
国 

疑
訝
之
間
夢
卒
寤
焉
満
嘗
耳
其
神 

光
之
事
復
因
夢
告
黎
明
出
海
浜
徐 

歩
鴎
辺
時
水
波
拍
岸
楊
柳
洗
根 

応
挙
目
忽
覩
金
大
士
像
恍
若
多 

事
満
即
合
掌
抃
躍
展
僧
伽
梨
衣 

迎
接
瞻
礼
則
其
長
不
過
一
寸
八
分
慈 

容
妙
相
殆
非
凡
間
之
所
有
者
遂
奉 

帰
庵
秘
重
不
敢
言
将
数
十
年
矣 

後
大
師
得
之
締
一
宇
於
此
地
安
置 

霊
像
而
以
其
瀕
海
取
名
補
怛
洛
寺 

３ 為
浄
光
者
尓
応
夢
兆
也
自
時
霊
感 

日
新
帰
嚮
者
載
道
無
虚
日
次
按 

新
記
曰
厥
后
来
守
斯
邦
者
祈
武 

門
之
命
運
各
捐
私
槖
之
積
以
興
造 

為
巳
任
而
彫
甍
綉
闥
照
映
林
壑
且 

設
食
之
田
所
輸
凡
四
百
貫
拾
薪
之
林
凡 

若
干
所
旹
文
保
元
年
穐
住
持
僧
頼 

鑁
者
以
其
金
質
恐
人
侵
掠
召
洛
陽 

善
工
者
別
造
木
大
士
像
凡
数
尺
復 

書
上
所
謂
節
畧
之
文
併
蔵
于
新
像
之 

中
焉
地
距
州
之
尼
崎
方
二
俱
盧
舎 

而
寺
正
坐
其
城
楼
之
鬼
方
故
崎
主
為 

４ 細
川
武
州
守
諱
高
国
「
昇
」
建
護
摩
堂
于 

永
正
十
七
年
春
備
禳
不
祥
之
気
復
有 

「
香
」
積
田
在
伝
法
院
旁
者
故
伊
丹
城
主 

荒
木
摂
州
刺
史
諱
村
重
在
為
祷
事
還
愿 

而
置
古
来
俗
呼
其
隣
近
曰
浄
光
寺
野 

豈
非
地
霊
有
待
邪
考
其
所
収
凡
五
百 

し
ら
ず◌

し
か
る
所
に◌

貞

享

ジ
ヤ
ウ
キ
ヤ
ウ

丙
寅

ヒ
ノ
ヘ
ト
ラ

の
中
春

シ
ユ
ン◌

三 

十
三
所
の◌

霊
地

レ

イ

チ

巡
礼

ジ
ユ
ン
レ
イ

は
じ
ま
り
て◌

当
山
も
其
数カ

ズ

に 

入
と
い
へ
と
も◌

古
来

コ

ラ

イ

の
本
尊
も
な
く◌

由
来

ユ

ラ

イ

分
明

フ
ン
ミ
ヤ
ウ 

な
ら
ざ
る
が
ゆ
へ
に◌

小
子

セ

ウ

シ

な
げ
き
て◌

終
夜

ヨ
モ
ス
カ
ラ

ま 

な
こ
を
閉

ト
ツ
ル

事
な
し◌

時
に
此コ

ノ

北キ
タ

や
ま
ざ
と
に◌ 

隠
逸

イ
ン
イ
ツ

道
者

タ
ウ
シ
ヤ◌

某
ソ
レ
ガ
シ

居
士

コ

ジ

と
い
ふ
人
あ
り◌

是コ
レ

を 

伝
ツ
タ
ヘ

聞キ
ヽ

て
い
わ
く◌

わ
れ
に
御
長

ミ

タ

ケ

一
寸
八
分◌

閻
浮

エ

ン

ブ 

檀
金

ダ
ン
ゴ
ン

の
聖

シ
ヤ
ウ

観
音

并
ナ
ラ
ヒ
ニ◌

古
筆

コ

ヒ

ツ

の
縁
起

エ

ン

キ

あ
り◌ 

摂
州
河
辺
郡

カ
ハ
ベ
コ
ホ
リ◌

補
陀
洛
山
浄
光
寺
と
記キ 

せ
り◌

是
其ソ

ノ

地チ

古
来

コ

ラ

イ

の
本
尊
な
ら
ず
や◌

我ワ
レ

是 

を
得エ

て
よ
り◌

一
堂タ

ウ

建
立

コ
ン
リ
フ

の
願

グ
ワ
ン

あ
り◌

い
ま

幸
サ
イ
ハ
イ

に 

安
置

ア

ン

チ

し
た
て
ま
つ
ら
ん
と◌

思
ふ
と
い
へ
と
も◌

其
寺
号

ジ

カ

ウ 

を
聞キ

ケ

ハ◌

常
光

ツ
ネ
ヒ
カ
ル

と
書カ

ク

が
ゆ
へ
に◌

其
寺テ

ラ

の
本
尊 

に
ハ
あ
ら
じ
と◌

小
子

セ

ウ

シ

や
む
こ
と
を
ゑ
ず
し
て◌

此 

村ム
ラ

の
老
農

ラ
ウ
ノ
ウ

を
集

ア
ツ
メ◌

た
づ
ぬ
れ
ハ◌

む
か
し
は 

浄

光

キ
ヨ
キ
ヒ
カ
リ

な
り
し
を◌

中
古

チ

ウ

コ

よ
り
常
光

ツ
ネ
ヒ
カ
ル

と
書カ

キ

加
へ 

た
り
と
い
ふ◌

い
に
し
へ
の
談

伝

カ
タ
リ
ツ
タ
ヘ

を
今
聞

イ
マ
キ
ク

に◌

一
ヒ
ト
ツ 

と
し
て◌

か
の
縁
起

エ

ン

キ

に◌

た
か
ふ
事
な
し◌

こ
の
ゆ
へ
に◌ 

か
の
本
尊
を
迎

ム
カ
ヘ

て◌

安
置

ア

ン

チ

し
た
て
ま
つ
り◌

ふ
た 

た
び
霊
地

レ

イ

チ

を
お
こ
し◌

い
に
し
へ
の
法
例

ハ
ウ
レ
イ

に
ま
か 

せ
て◌

毎
年
三
月
十
八
日
を
観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン

会エ

と
な
し◌ 

い
ま
よ
り
以
後

イ

ゴ◌

此
日
ハ
帳

チ
ヤ
ウ

を
か
ゝ
げ
て◌

縁エ
ン

の 

た
め
に◌

瞻
礼

セ
ン
ラ
イ

せ
し
む◌

且
伝

カ
ツ
ツ
タ
ヘ

い
ふ◌

い
に
し
へ
よ
り 

平
産

ヘ
イ
サ
ン

を
い
の
る
人◌

つ
い
に
難
産

ナ
ン
ザ
ン

あ
る
事 

な
し◌

か
る
が
ゆ
へ
に◌

俗ゾ
ク

呼ヨ
ビ

て◌

小
安

コ

ヤ

ス

の
観
音 

と
ハ◌

い
ふ
な
り◌ 

于
時
貞
享
三
年
三
月
十
八
日 

当
寺
中
興
大
僧
都
法
印
性
海
記
之 

本
願
知
足
隠
人
筆
之 

印

印 
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「
浄
光
寺
縁
起
―
４
」

浄
光
寺
所
蔵 

解
読
・
翻
刻
文
入
力

二
〇
一
五
年
二
月

上
浦
（
尼
崎
の
近
世
古
文
書
を
楽
し
む
会
） 

○

二
〇
一
五
年
三
月
一
三
日
原
本
校
正
完
了
（
地
域
研
究
史
料
館
・
中
村
） 

１ 摂
州
補
陀
洛
山
浄
光
教
寺
重
興
記 

摂
州
河
辺
郡
有
寺
曰
浄
光
山
号
補
陀 

洛
古
天
長
年
間
大
師
空
海
所
闢
久
荒 

廃
而
弗
治
迨
丙
寅
春
重
興
沙
門
性
海 

以
居
士
正
和
之
書
為
紹
介
以
新
舊
記 

文
離
為
両
軸
徴
予
文
以
総
叙
之
先 

按
節
畧
古
記
曰
昔
摂
州
津
海
南
之
洲 

夜
有
神
光
毎
隠
映
于
瀲
灔
之
間
蜑 

叟
之
伝
相
語
為
異
焉
旹
沙
門
慧
満 

者
居
崑
陽
夜
夢
礼
金
身
宝
陀
大
士 

之
像
像
有
声
曰
仏
放
一
光
我
及
衆 

会
見
此
国
界
種
々
殊
玅
諸
仏
神
力 

２ 智
恵
希
有
放
一
浄
光
照
無
量
国 

疑
訝
之
間
夢
卒
寤
焉
満
嘗
耳
其
神 

光
之
事
復
因
夢
告
黎
明
出
海
浜
徐 

歩
鴎
辺
時
水
波
拍
岸
楊
柳
洗
根 

応
挙
目
忽
覩
金
大
士
像
恍
若
多 

事
満
即
合
掌
抃
躍
展
僧
伽
梨
衣 

迎
接
瞻
礼
則
其
長
不
過
一
寸
八
分
慈 

容
妙
相
殆
非
凡
間
之
所
有
者
遂
奉 

帰
庵
秘
重
不
敢
言
将
数
十
年
矣 

後
大
師
得
之
締
一
宇
於
此
地
安
置 

霊
像
而
以
其
瀕
海
取
名
補
怛
洛
寺 

３ 為
浄
光
者
尓
応
夢
兆
也
自
時
霊
感 

日
新
帰
嚮
者
載
道
無
虚
日
次
按 

新
記
曰
厥
后
来
守
斯
邦
者
祈
武 

門
之
命
運
各
捐
私
槖
之
積
以
興
造 

為
巳
任
而
彫
甍
綉
闥
照
映
林
壑
且 

設
食
之
田
所
輸
凡
四
百
貫
拾
薪
之
林
凡 

若
干
所
旹
文
保
元
年
穐
住
持
僧
頼 

鑁
者
以
其
金
質
恐
人
侵
掠
召
洛
陽 

善
工
者
別
造
木
大
士
像
凡
数
尺
復 

書
上
所
謂
節
畧
之
文
併
蔵
于
新
像
之 

中
焉
地
距
州
之
尼
崎
方
二
俱
盧
舎 

而
寺
正
坐
其
城
楼
之
鬼
方
故
崎
主
為 

４ 細
川
武
州
守
諱
高
国
「
昇
」
建
護
摩
堂
于 

永
正
十
七
年
春
備
禳
不
祥
之
気
復
有 

「
香
」
積
田
在
伝
法
院
旁
者
故
伊
丹
城
主 

荒
木
摂
州
刺
史
諱
村
重
在
為
祷
事
還
愿 

而
置
古
来
俗
呼
其
隣
近
曰
浄
光
寺
野 

豈
非
地
霊
有
待
邪
考
其
所
収
凡
五
百 

し
ら
ず◌

し
か
る
所
に◌

貞

享

ジ
ヤ
ウ
キ
ヤ
ウ

丙
寅

ヒ
ノ
ヘ
ト
ラ

の
中
春

シ
ユ
ン◌

三 
十
三
所
の◌

霊
地

レ

イ

チ

巡
礼

ジ
ユ
ン
レ
イ

は
じ
ま
り
て◌

当
山
も
其
数カ

ズ

に 

入
と
い
へ
と
も◌

古
来

コ

ラ

イ

の
本
尊
も
な
く◌

由
来

ユ

ラ

イ

分
明

フ
ン
ミ
ヤ
ウ 

な
ら
ざ
る
が
ゆ
へ
に◌

小
子

セ

ウ

シ

な
げ
き
て◌

終
夜

ヨ
モ
ス
カ
ラ

ま 

な
こ
を
閉

ト
ツ
ル

事
な
し◌
時
に
此コ

ノ

北キ
タ

や
ま
ざ
と
に◌ 

隠
逸

イ
ン
イ
ツ

道
者

タ
ウ
シ
ヤ◌

某
ソ
レ
ガ
シ

居
士

コ

ジ

と
い
ふ
人
あ
り◌

是コ
レ

を 

伝
ツ
タ
ヘ

聞キ
ヽ

て
い
わ
く◌

わ
れ
に
御
長

ミ

タ

ケ

一
寸
八
分◌

閻
浮

エ

ン

ブ 

檀
金

ダ
ン
ゴ
ン

の
聖

シ
ヤ
ウ

観
音

并
ナ
ラ
ヒ
ニ◌

古
筆

コ

ヒ

ツ

の
縁
起

エ

ン

キ

あ
り◌ 

摂
州
河
辺
郡

カ
ハ
ベ
コ
ホ
リ◌

補
陀
洛
山
浄
光
寺
と
記キ 

せ
り◌

是
其ソ

ノ

地チ

古
来

コ

ラ

イ

の
本
尊
な
ら
ず
や◌
我ワ

レ

是 

を
得エ

て
よ
り◌

一
堂タ

ウ

建
立

コ
ン
リ
フ

の
願

グ
ワ
ン

あ
り◌

い
ま

幸
サ
イ
ハ
イ

に 

安
置

ア

ン

チ

し
た
て
ま
つ
ら
ん
と◌

思
ふ
と
い
へ
と
も◌

其
寺
号

ジ

カ

ウ 

を
聞キ

ケ

ハ◌

常
光

ツ
ネ
ヒ
カ
ル

と
書カ

ク

が
ゆ
へ
に◌

其
寺テ

ラ

の
本
尊 

に
ハ
あ
ら
じ
と◌

小
子

セ

ウ

シ

や
む
こ
と
を
ゑ
ず
し
て◌

此 

村ム
ラ

の
老
農

ラ
ウ
ノ
ウ

を
集

ア
ツ
メ◌

た
づ
ぬ
れ
ハ◌

む
か
し
は 

浄

光

キ
ヨ
キ
ヒ
カ
リ

な
り
し
を◌

中
古

チ

ウ

コ

よ
り
常
光

ツ
ネ
ヒ
カ
ル

と
書カ

キ

加
へ 

た
り
と
い
ふ◌

い
に
し
へ
の
談

伝

カ
タ
リ
ツ
タ
ヘ

を
今
聞

イ
マ
キ
ク

に◌

一
ヒ
ト
ツ 

と
し
て◌

か
の
縁
起

エ

ン

キ

に◌

た
か
ふ
事
な
し◌

こ
の
ゆ
へ
に◌ 

か
の
本
尊
を
迎

ム
カ
ヘ

て◌

安
置

ア

ン

チ

し
た
て
ま
つ
り◌

ふ
た 

た
び
霊
地

レ

イ

チ

を
お
こ
し◌

い
に
し
へ
の
法
例

ハ
ウ
レ
イ

に
ま
か 

せ
て◌

毎
年
三
月
十
八
日
を
観
音

ク
ワ
ン
ヲ
ン

会エ

と
な
し◌ 

い
ま
よ
り
以
後

イ

ゴ◌

此
日
ハ
帳

チ
ヤ
ウ

を
か
ゝ
げ
て◌

縁エ
ン

の 

た
め
に◌

瞻
礼

セ
ン
ラ
イ

せ
し
む◌

且
伝

カ
ツ
ツ
タ
ヘ

い
ふ◌

い
に
し
へ
よ
り 

平
産

ヘ
イ
サ
ン

を
い
の
る
人◌

つ
い
に
難
産

ナ
ン
ザ
ン

あ
る
事 

な
し◌

か
る
が
ゆ
へ
に◌

俗ゾ
ク

呼ヨ
ビ

て◌

小
安

コ

ヤ

ス

の
観
音 

と
ハ◌

い
ふ
な
り◌ 

于
時
貞
享
三
年
三
月
十
八
日 

当
寺
中
興
大
僧
都
法
印
性
海
記
之 

本
願
知
足
隠
人
筆
之 

印

印 
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長タ
ケ

壱
寸
八
分◌

閻
浮
檀
金

エ
ン
ブ
ダ
ン
キ
ン

の
尊
容

ソ
ン
ヨ
ウ

な
り◌

是
を 

守
り
た
て
ま
つ
り
て◌

院テ
ラ

に
帰

カ
エ
リ◌

ふ
か
く
秘ヒ

し
て◌

世
に
あ
ら 

は
さ
ゞ
る
事◌
数ス

十
年
な
り◌

其
後
弘
法
大
師◌ 

こ
の
聖
像

シ
ヤ
ウ
ゾ
ウ

を◌
得エ

た
ま
ひ◌

天
長
年
中◌

此
所
に◌ 

一
宇ウ

を
か
ま
へ◌
尊
像
を
安
置

ア

ン

チ

し
て◌

観
音
浄
土

ジ
ヤ
ウ
ト

と
な
し◌ 

南
海

ナ
ン
カ
イ

の
岸キ

シ

な
る
が
ゆ
へ
に◌
補
陀
洛
山
と
い
ひ◌

一
ヒ
ト
ツ 

の
浄

光

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ

を◌

は
な
つ
と
い
ふ
句ク

に
よ
つ
て◌

浄
光
寺
と 

名
付
た
ま
ふ◌

し
か
し
よ
り◌

さ
か
り
さ
か
ん
に
し
て◌

霊
感

レ
イ
カ
ン◌ 

か
ふ
む
る
人◌

か
ぞ
ふ
る
に◌

い
と
ま
あ
ら
ず◌

あ
ゆ
ミ
を 

は
こ
ぶ◌

貴
賤

キ

セ

ン

男
女

ナ
ン
ニ
ヨ

日
々
に
沓ク

ツ

を
つ
い
て◌
た
へ 

ざ
る
也ナ

リ◌

世ヨ

々
此
国ク

ニ

の
守
護

シ

ユ

ゴ

〳
〵◌

武
運

ブ

ウ

ン

の
い
の 

り
を
な
し◌

或
ア
ル
イ

ハ
伽
藍

ガ

ラ

ン

を
つ
く
り◌

或
ア
ル
イ

ハ
黄
金

ワ
ウ
ゴ
ン

を
捨ス

テ

て◌ 

供
田

グ

デ

ン

を
よ
す
る
事◌

お
よ
そ
四
百
余
貫

ヨ
ク
ワ
ン

に
み
て
り◌ 

時
に
当
山
の
住
持◌

大
僧
都
頼
鑁

ラ
イ
バ
ン◌

盗
賊

ト
ウ
ゾ
ク

の
難ナ

ン 

を
恐

ヲ
ソ
レ

て◌

文
保

ブ
ン
ホ
ウ

元
年
の
秋◌

洛
陽

ラ
ク
ヤ
ウ

の
名
工

メ

イ

ク

を
召メ

シ

よ
せ◌ 

観
音
の
大
像

ダ
イ
ゾ
ウ

を◌

き
さ
ま
し
め◌

少セ
ウ

縁エ
ン

起キ

を
書カ

キ◌ 

か
の
紫シ

金コ
ン

容ヨ
ウ

に
添ソ

ヘ

て◌

其ソ
ノ

御ミ

頭ク
シ

の
中
に◌

納
ヲ
サ
メ

た
て 

ま
つ
り
ぬ◌

其
後

ソ
ノ
ノ
チ

尼
崎

ア
マ
カ
サ
キ

の
城
主◌

細
川

ホ
ソ
カ
ハ

武
蔵

ム
サ
シ
ノ

守カ
ミ

高
国

タ
カ
ク
ニ 

源
ミ
ナ
モ
ト

公コ
ウ◌

永
正

エ
イ
シ
ヤ
ウ

十
七
年
の
春◌

当
山
に
護
摩
堂

ゴ

マ

タ

ウ

を
立
て◌ 

居
城

キ
ヨ
ジ
ヤ
ウ

の
鬼
門

キ

モ

ン

を◌

ま
も
ら
し
め◌

其
後
伊
丹

イ

タ

ミ

の
城
主

ジ
ヤ
ウ
シ
ユ◌ 

荒
木

ア

ラ

キ

摂
津
守

セ
ツ
ツ
ノ
カ
ミ

村
重

ム
ラ
シ
ゲ

公コ
ウ◌

宿

願

シ
ユ
ク
グ
ワ
ン

あ
り◌

竟ツ
イ

に
感
応

カ
ン
ヲ
ウ 

を
か
ふ
む
る
が
ゆ
へ
に◌

伝
法
院

テ
ン
ハ
ウ
イ
ン

の
辺

ホ
ト
リ

に
を
い
て◌ 

灯
明
田

ト
ウ
ミ
ヤ
ウ
デ
ン

を
寄
附

キ

フ

し
た
ま
ふ◌

彼
地

カ

ノ

チ

由
来

ユ

ラ

イ

あ
り
て◌ 

む
か
し
よ
り◌

浄
光
寺
野
と◌

い
ひ
伝

ツ
タ
フ

る
ゆ
へ
な
り◌

寺
領

ジ
リ
ヤ
ウ 

す
べ
て◌

五
百
貫

ク
ワ
ン

な
り
き◌

時
に
天
正
七
年
の
秋◌ 

伊
丹
落
城

ラ
ク
ジ
ヤ
ウ

す◌

此
兵
火

ヒ
ヤ
ウ
ク
ワ

に
罹

カ
ヽ
リ

て◌

仏
閣

ブ
ツ
カ
ク

僧
坊

ソ
ウ
ホ
ウ

こ
と 

〳
〵
く
焼
失

シ
ヤ
ウ
シ
ツ

せ
り◌

い
わ
ゆ
る
観
音
堂

ク
ワ
ン
ヲ
ン
ダ
ウ◌

護
摩

ゴ

マ

堂ダ
ウ◌

大 

師
堂◌

鐘
楼

シ
ヨ
ウ
ロ
ウ◌

大
門

タ
イ
モ
ン◌

閼
伽

ア

カ

水
殿

ス
イ
デ
ン◌

鎮
守

チ
ン
シ
ユ

九
社

ク

シ

ヤ◌

并
ナ
ラ
ヒ
ニ 

光

明

ク
ワ
ウ
ミ
ヤ
ウ

坊ホ
ウ◌

三
松
坊

ミ
ツ
マ
ツ
ホ
ウ◌

乾
之
坊

イ
ヌ
イ
ノ
ホ
ウ◌

中
之
坊

ナ
カ
ノ
ホ
ウ◌

辻
之
坊

ツ
ヂ
ノ
ホ
ウ◌

池
之
坊

イ
ケ
ノ
ホ
ウ 

奥
之
坊

ヲ
ク
ノ
ホ
ウ

等ト
ウ

な
り◌

持
僧

ジ

ソ

ウ

か
な
し
ミ
や
う
や
く◌

か
り 

堂タ
ウ

を
か
ま
へ◌

誦
経

ジ
ユ
キ
ヤ
ウ

振
鈴

シ
ン
レ
イ◌

を
こ
た
ら
ず
し
て◌

再サ
イ 

興コ
ウ

の
時
を
待マ

ツ

所
に◌

豊
臣

ト
ヨ
ト
ミ

の
治
世

ヂ

セ

イ

に
至イ

タ

り◌

寺ジ 

領
リ
ヤ
ウ◌

没
収

モ
ツ
シ
ユ

せ
ら
れ
て◌

僧
房

ソ
ウ
ホ
ウ

退
転

タ
イ
テ
ン

し◌

あ
ま
つ 

さ
へ
寺
号

ジ

ゴ

ウ

を
も
つ
て◌

村ム
ラ

の
名ナ

と
よ
ば
し
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ヤ
モ
ン

あ
り
て◌

崑
陽

コ

ヤ

寺テ
ラ

に 

す
め
り◌

夜ヨ
ル

夢
ユ
メ
ノ

中ウ
チ

に◌

金
身

コ
ン
シ
ン

の
観
世
音
を
礼ラ

イ

す◌ 

時
に
像ゾ

ウ

告ツ
ゲ

た
ま
ハ
く◌

仏ブ
ツ

放ハ
ウ

一
光

イ
ツ
ク
ワ
ウ

我ガ

及ギ
フ

衆
会

シ

ュ

エ◌ 

見
此

ケ

ン

シ

国
界

コ
ク
カ
イ

種
々

シ

ュ

々

殊
妙

シ
ユ
ミ
ヤ
ウ◌

諸
仏

シ
ヨ
ブ
ツ

神
力

シ
ン
リ
キ

智
慧

チ

エ 

希
有

ケ

ウ◌

放
一

ハ
ウ
イ
チ

浄

光

シ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ

照
無
量
国

シ
ヤ
ウ
ム
リ
ヤ
ウ
コ
ク

と◌

す
な
は
ち 

夢ユ
メ

さ
め◌

文
字

モ

ン

ジ

に
う
つ
し
て◌

是
を
見
れ
ハ◌

法
華

ホ

ケ 

経
キ
ヤ
ウ

序
品

ジ
ヨ
ホ
ン

の
偈ゲ

な
り◌

慧
満

エ

マ

ン

嘗カ
ツ

て
海
岸

カ
イ
ガ
ン

に◌ 

光
ヒ
カ
リ

あ
る
事
を◌

伝
聞

ツ
タ
ヘ
キ
ク

が
ゆ
へ
に◌

一
ヒ
ト
ツ

浄

光

キ
ヨ
キ
ヒ
カ
リ

を◌ 
は
な
つ
と◌

い
ふ
の
句ク

に
よ
つ
て◌

明ア
ケ

の
日◌

海ウ
ミ

の
辺

ホ
ト
リ

に 
往ユ

キ

て◌
こ
ゝ
か
し
こ
と◌

う
か
ゝ
ひ
見
れ
は◌

波
岸

ナ
ミ
キ
シ

を
打ウ

チ◌ 

柳
ヤ
ナ
キ

根ネ

を
あ
ら
ふ
中
に◌

聖

観

音

シ
ヤ
ウ
ｊ
ｙ
ワ
ノ
ン

の
像ゾ

ウ◌

あ
ら
は
れ 

た
り◌

慧
満

エ

マ

ン

よ
ろ
こ
び◌

を
ど
り
て◌

掌
タ
ナ
コ
ヽ
ロ

を
あ
わ
せ◌

礼ツ
ィ 

拝ハ
イ

し◌

袈
裟

ケ

サ

を
延ノ

ベ

て◌
迎

ム
カ
ヘ

た
て
ま
つ
り◌

是
を
見
れ
ハ◌

御ミ 
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聚
詣
拝
此
大
悲
之
尊
前
所
望 

悉
満
足
祈
願
亦
成
就
是
併
定
僧 

博
雅
之
清
浄
心
遍
徹
神
明
感 

應
奇
瑞
最
鳴
于
世
者
也
何
以
文 

繁
記
之
哉
抑
此
宥
宝
者
水
戸
之 

産
姓
氏
為
武
家
天
資
英
抜
奇 

才
之
質
自
弱
冠
剃
髪
上
京
洛 

学
遊
智
積
院
日
夜
勤
労
異
于 

３ 他
久
親
炙
先
達
道
人
探
真
言 

不
思
議
「
賾
」
寔
可
謂
此
道
之
干 

城
也
然
宿
因
所
感
終
留
于
此 

地
巳
有
年
矣
甍
宇
彫
弊
基
柱 

頽
蠹
雪
霰
淋
漓
于
床
頭
草
欲 

埋
善
逝
因
之
意
為
革
故
之
図 

微
力
非
可
及
鶏
助
無
奈
甲
徒 

経
居
諸
令
也
幸
時
熟
翬
飛
之 

麗
蜃
気
之
奇
衆
皆
望
之
欣 

然
而
競
集
而
謀
之
元
禄
三
年 

秋
先
當
村
之
氏
神
鎮
守
社
造 

４ 営
之
次
創
持
仏
堂
庵
室
五
間 

廻
廊
客
殿
方
丈
迺
鳩
工
聚
材 

村
里
老
穉
亦
助
土
木
之
役
實 

径
始
翌
年
正
月
落
成
仝
釞
首 

夏
雖
不
善
盡
美
盡
斯
恰
似 

竹
苞
松
茂
雖
不
可
籠
罩
広 

衆
足
合
爨
修
数
輩
矣
漸
欲 

移
徙
之
時
節
宥
宝
罹
于
病 

患
矣
四
月
上
絃
之
日
某
急
詣 

而
診
脉
而
令
治
療
之
薬
力
雖 

有
応
験
未
能
全
除
邪
気
因
茲 

辞
也
村
夫
寄
集
而
議
而
又
改 

５ 医
間
似
有
験
更
無
本
復
色
日 

往
月
来
林
鐘
上
旬
之
頃
時
気 

之
暑
燠
甚
侵
病
床
故
元
気
次 

第
衰
身
躰
日
々
羸
痩
食
滅
不
進 

終
者
亡
之
命
矣
夫
久
不
可
住
□ 

易
簀
之
日
定
在
近
矣
嗟
歎
可 

惜
々
々
齢
未
足
頒
白
今
年
四
十
四 

桑
楡
影
促
蜉
蝣
垂
暮
某
與 

宥
宝
相
約
而
契
盟
不
寒
多
年 

□
□
□
他
殆
如
遊
魚
得
水
故 

欲
以
我
身
易
之
不
能
救
其
命 

某
痛
腸
之
餘
信
筆
述
微
思
而 

成
涙
辞
一
章 

６ 

「
浄
光
寺
縁
起
―
１
」

浄
光
寺
所
蔵 

  

奉
納
新
刻
像
中
略
縁
起 

夫
摂
州
河
辺
郡
補
陀
洛
山
浄
光
寺
者
天
長
年
中
弘
法
大
師
之
開
基
也
」 

伝
聞
往
昔
海
岸
洲
崎
鴛
鷗
屯
也
、岸
頭
夜
々
放
光
映
海
波
矣
、
漁
夫
見
之
為
奇
恠
月
」 

餘
也
、
時
有
沙
門
慧
満
者
居
崑
陽
、
一
夜
夢
中
礼
金
身
観
世
音
像
、
告
曰
佛
放
一
光

我
及
衆
会
見
」 

此
国
界
種
々
殊
玅
諸
佛
神
力
智
恵
希
有
放
一
浄
光
照
無
量
国
即
夢
惺
満
嘗
興
有
彼

放
光
」 

故
因
放
一
浄
光
句
而
明
日
到
見
海
辺
水
波
撃
岸
柳
樹
洗
根
之
中
金
容
観
世
音
顕
然

矣
満
」 

歓
喜
踊
躍
合
掌
礼
拝
而
延
僧
伽
梨
奉
迎
尊
容
有
之
立
身
一
寸
八
分
□
満
護
之
帰
院
未
」 

露
世
数
十
年
化
其
後
弘
法
大
師
得
之
、
締
構
一
宇
於
此
地
安
置
尊
像
而
□
観
音
浄
刹
」 

西
方
海
岸
故
名
補
陀
洛
山
以
放
一
浄
光
句
故
号
浄
光
寺
也
、
□
□
年
々
昌
隆
而
霊
感

不
」 

少
敬
礼
男
女
一
曰
亞
沓
不
絶
也
、
云
云 

旹
文
保
元
年
七
月
十
八
日

當
山
住
持
沙
門
権
大
僧
都

頼
鎫

欽
書 

 

鎫

バ
ン

鑁 
    

「
浄
光
寺
縁
起—

２
」

浄
光
寺
所
蔵 

解
読
・
翻
刻
文
入
力

二
〇
一
五
年
二
月

上
浦
有
雅
（
尼
崎
の
近
世
古
文
書
を
楽
し
む
会
） 

○

二
〇
一
五
年
三
月
一
三
日
原
本
校
正
完
了
（
地
域
研
究
史
料
館
・
中
村
）

摂
州
河
辺
郡
尼
城
廿
余
町
北
東
有 

村
里
中
補
陀
洛
山
浄
光
寺
霊
蹤
之 

古
地
昔
七
堂
伽
藍
之
法
窟
也
今
纔 

有
一
町
余
四
方
星
霜
古
興
廃
共
世 

変
邈
不
可
稽
凡
伝
聞
於
永
正
年
中 

之
頃
猖
獗
衽
金
之
網
張
空
爪
牙
之 

舎
換
地
至
若
庸
此
伽
藍
為
賊
巣
穴 

剰
使
兵
火
悉
焼
失
訖
隣
村
之
居
民 

洊
惨
焉
厥
後
啻
因
襲
遺
趾
構 

一
箇
蝸
宇
為
聖
像
安
座
毳
徒 

容
膝
之
所
而
不
識
此
何
人
所
営 

也
天
和
年
中
宥
宝
来
遊
之
次
愛 

竹
林
絪
縕
池
水
之
気
清
麗
念 

２ 卓
錫
于
茲
且
居
之
恒
不
勝
滲
漏 

之
憂
因
謀
衆
而
先
建
一
堂
則
安 

置
大
悲
之
像
従
是
増
輝
霊
光 

至
威
徳
唱
道
隆
時
々
入
清
浄
殿 

密
教
加
持
護
摩
法
其
徳
行
大
盛 

而
諸
人
斗
仰
近
国
之
貴
賎
麏 
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聚
詣
拝
此
大
悲
之
尊
前
所
望 

悉
満
足
祈
願
亦
成
就
是
併
定
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博
雅
之
清
浄
心
遍
徹
神
明
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應
奇
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最
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于
世
者
也
何
以
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繁
記
之
哉
抑
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宥
宝
者
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戸
之 

産
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氏
為
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資
英
抜
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才
之
質
自
弱
冠
剃
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上
京
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学
遊
智
積
院
日
夜
勤
労
異
于 

３ 他
久
親
炙
先
達
道
人
探
真
言 

不
思
議
「
賾
」
寔
可
謂
此
道
之
干 

城
也
然
宿
因
所
感
終
留
于
此 

地
巳
有
年
矣
甍
宇
彫
弊
基
柱 

頽
蠹
雪
霰
淋
漓
于
床
頭
草
欲 

埋
善
逝
因
之
意
為
革
故
之
図 

微
力
非
可
及
鶏
助
無
奈
甲
徒 

経
居
諸
令
也
幸
時
熟
翬
飛
之 

麗
蜃
気
之
奇
衆
皆
望
之
欣 

然
而
競
集
而
謀
之
元
禄
三
年 

秋
先
當
村
之
氏
神
鎮
守
社
造 

４ 営
之
次
創
持
仏
堂
庵
室
五
間 

廻
廊
客
殿
方
丈
迺
鳩
工
聚
材 

村
里
老
穉
亦
助
土
木
之
役
實 

径
始
翌
年
正
月
落
成
仝
釞
首 

夏
雖
不
善
盡
美
盡
斯
恰
似 

竹
苞
松
茂
雖
不
可
籠
罩
広 

衆
足
合
爨
修
数
輩
矣
漸
欲 

移
徙
之
時
節
宥
宝
罹
于
病 

患
矣
四
月
上
絃
之
日
某
急
詣 

而
診
脉
而
令
治
療
之
薬
力
雖 

有
応
験
未
能
全
除
邪
気
因
茲 

辞
也
村
夫
寄
集
而
議
而
又
改 

５ 医
間
似
有
験
更
無
本
復
色
日 

往
月
来
林
鐘
上
旬
之
頃
時
気 

之
暑
燠
甚
侵
病
床
故
元
気
次 

第
衰
身
躰
日
々
羸
痩
食
滅
不
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終
者
亡
之
命
矣
夫
久
不
可
住
□ 

易
簀
之
日
定
在
近
矣
嗟
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々
々
齢
未
足
頒
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今
年
四
十
四 

桑
楡
影
促
蜉
蝣
垂
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某
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宥
宝
相
約
而
契
盟
不
寒
多
年 

□
□
□
他
殆
如
遊
魚
得
水
故 

欲
以
我
身
易
之
不
能
救
其
命 

某
痛
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之
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信
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微
思
而 

成
涙
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一
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縁
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―
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光
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者
天
長
年
中
弘
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之
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、岸
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放
光
映
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、
漁
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見
之
為
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恠
月
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餘
也
、
時
有
沙
門
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者
居
崑
陽
、
一
夜
夢
中
礼
金
身
観
世
音
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、
告
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佛
放
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我
及
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会
見
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此
国
界
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玅
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神
力
智
恵
希
有
放
一
浄
光
照
無
量
国
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嘗
興
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彼

放
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故
因
放
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而
明
日
到
見
海
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水
波
撃
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柳
樹
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根
之
中
金
容
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世
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満
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躍
合
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礼
拝
而
延
僧
伽
梨
奉
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尊
容
有
之
立
身
一
寸
八
分
□
満
護
之
帰
院
未
」 

露
世
数
十
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化
其
後
弘
法
大
師
得
之
、
締
構
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宇
於
此
地
安
置
尊
像
而
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音
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方
海
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故
名
補
陀
洛
山
以
放
一
浄
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句
故
号
浄
光
寺
也
、
□
□
年
々
昌
隆
而
霊
感

不
」 

少
敬
礼
男
女
一
曰
亞
沓
不
絶
也
、
云
云 

旹
文
保
元
年
七
月
十
八
日

當
山
住
持
沙
門
権
大
僧
都
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鎫

欽
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バ
ン
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寺
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起—

２
」
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光
寺
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読
・
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刻
文
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力

二
〇
一
五
年
二
月

上
浦
有
雅
（
尼
崎
の
近
世
古
文
書
を
楽
し
む
会
） 

○

二
〇
一
五
年
三
月
一
三
日
原
本
校
正
完
了
（
地
域
研
究
史
料
館
・
中
村
）

摂
州
河
辺
郡
尼
城
廿
余
町
北
東
有 

村
里
中
補
陀
洛
山
浄
光
寺
霊
蹤
之 

古
地
昔
七
堂
伽
藍
之
法
窟
也
今
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有
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町
余
四
方
星
霜
古
興
廃
共
世 

変
邈
不
可
稽
凡
伝
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於
永
正
年
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之
頃
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衽
金
之
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張
空
爪
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換
地
至
若
庸
此
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藍
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穴 

剰
使
兵
火
悉
焼
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訖
隣
村
之
居
民 

洊
惨
焉
厥
後
啻
因
襲
遺
趾
構 

一
箇
蝸
宇
為
聖
像
安
座
毳
徒 

容
膝
之
所
而
不
識
此
何
人
所
営 

也
天
和
年
中
宥
宝
来
遊
之
次
愛 

竹
林
絪
縕
池
水
之
気
清
麗
念 

２ 卓
錫
于
茲
且
居
之
恒
不
勝
滲
漏 

之
憂
因
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衆
而
先
建
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堂
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之
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是
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入
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殿 
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教
加
持
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摩
法
其
徳
行
大
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而
諸
人
斗
仰
近
国
之
貴
賎
麏 
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の
方
々
に
よ
る
成
果
で
、
地
域
史
料
館
中
村
光
夫
氏
に
よ
る
監
修
を
経
て
公
開
し
た
。

な
お
、
貴
重
な
史
料
の
調
査
、
公
開
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
常
光
寺
住
職
、
水
谷
修

夫
氏
に
深
謝
し
た
い
。 

尼
崎
市
公
式
サ
イ
ト
に
よ
る
指
定
文
化
財
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、 

縦112cm
、
横87.5cm

。
こ
の
絵
は
、
天
長
年
中
（824

〜834

）
に
空
海

が
浄
光
寺
に
堂
舎
を
建
て
る
以
前
、
釈
恵
満
と
い
う
僧
が
、
海
中
よ
り
放
光
す

る
金
像
を
得
て
歓
喜
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
南
北
朝
の
内
乱
の
時
に

は
南
朝
方
の
楠
木
・
和
田
勢
と
浄
光
寺
の
地
に
城
を
構
え
た
箕
浦
次
郎
左
衛
門

俊
定
と
の
合
戦
、
寺
の
焼
亡
の
部
分
、
寺
の
再
建
と
本
尊
の
安
置
供
養
ま
で
を

絵
巻
風
に
二
幅
に
描
き
わ
け
て
い
ま
す
。 

濃
彩
に
よ
る
作
風
は
、
桃
山
時
代
に
盛
行
し
た
風
俗
画
の
作
風
に
共
通
す
る

も
の
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
町
絵
師
が
出
現
し
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
慶
長
・
元

和
（1596

〜1623

）
頃
に
そ
の
作
画
期
が
考
え
ら
れ
る
優
品
で
す
。 

尼
崎
の
文
化
財 

（http://w
w

w.city.am
agasaki.hyogo.jp/bunkazai/index.htm

l

） 
 

本
稿
は
二
〇
一
六
年
四
月
に
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
『
尼
崎
百
物
語
』（
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
に
掲
載
予
定
の
「
浄
光
寺
縁
起
」
を
も
と
に
一
部
を
改
稿
し

掲
載
し
た
。 

（
大
江

篤
）

  

              
          

慈
眼
院
と
改
称
し
た
。 

（
キ
）
慶
長
年
中
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
高
潮
の
被
害
を
受
け
、
仮
堂
と
本

尊
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
住
持
慶
海
が
探
し
た
と
こ
ろ
伝
法
の
浦
か
ら
本
尊
を
迎
え

る
事
が
で
き
、
草
堂
に
安
置
し
て
ま
つ
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
寺
は
荒
廃
し
、
い
つ

の
日
か
盗
賊
に
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。 

（
ク
）
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
川
辺
郡
三
十
三
所
巡
礼
が
は
じ
ま
り
、
札
所
寺

院
に
加
わ
っ
た
が
、
本
尊
も
な
く
由
来
も
わ
か
ら
ず
住
持
性
海
が
嘆
い
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
隠
逸
道
者
の
某
居
士
と
い
う
人
が
、
一
寸
八
分
の
金
の
観
音
像
と
古
筆
の
縁

起
を
持
ち
、
縁
起
に
は
「
摂
州
川
辺
郡
補
陀
楽
山
浄
光
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で

堂
を
建
て
て
安
置
し
た
い
と
申
し
出
て
き
た
。
当
時
は
寺
号
を
「
常
光
寺
」
と
称
し

て
い
た
た
め
に
本
尊
で
は
な
い
と
性
海
は
思
っ
た
が
、
村
の
老
農
を
集
め
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
か
つ
て
は
「
浄
光
」
で
あ
っ
た
の
を
「
常
光
」
に
変
え
た
と
い
い
、
昔
か

ら
の
言
い
伝
え
と
縁
起
に
違
う
と
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
た
め
、
毎
年
三
月
十
八
日
を

観
音
会
と
称
し
て
、
こ
の
日
に
開
帳
し
た
。
ま
た
、
言
い
伝
え
に
安
産
の
祈
る
人
が

多
か
っ
た
の
で
「
子
安
の
観
音
」
と
い
う
。 

（
ク
）
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
④
「
補
陀
洛
山
浄
光
教
寺
重
興
記
」
に
少
し
詳
し

い
内
容
が
あ
る
。
性
海
は
夢
の
中
で
三
十
三
所
を
巡
り
、
金
色
の
観
音
と
出
会
う
。

そ
の
後
、
法
界
寺
村
の
人
が
川
辺
郡
三
十
三
所
巡
礼
を
開
き
、
浄
光
寺
が
札
所
寺
院

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
尊
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
一
寸
八
分
の
金

の
観
音
像
を
持
っ
て
き
た
某
に
つ
い
て
、
小
浜
の
里
に
住
む
正
和
と
い
う
人
物
で
あ

り
、
能
勢
で
観
音
を
手
に
入
れ
た
。
こ
の
正
和
が
こ
の
地
の
杉
山
元
格
と
旧
知
の
な

か
で
、
小
浜
で
観
音
を
拝
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
常
」
と
「
浄
」
の
字
が
異
な
る
こ
と

を
不
審
に
思
い
、
村
に
帰
っ
て
、
性
海
と
村
長
の
某
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
五
十
年

前
に
本
尊
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
「
常
光
」
と
改
め
た
が
、
知
る
人
が
い
な
い
と
い

っ
た
。
さ
ら
に
、
性
海
と
元
格
は
、
村
の
老
人
河
村
某
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
そ
の
と
お

り
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
村
人
は
喜
ん
で
新
し
い
草
堂
を
構
え
、
郡
の
役
人
出

原
忠
政
は
樹
木
を
植
え
、
蓮
池
を
掘
り
、
善
男
善
女
が
寄
進
し
た
。
そ
し
て
、
貞
享

三
年
閏
三
月
三
日
に
性
海
と
村
長
が
鳳
輦
で
小
浜
か
ら
浄
光
寺
に
迎
え
た
。こ
の
時
、

智
積
院
の
正
信
が
導
師
を
つ
と
め
た
。 

さ
ら
に
、
「
子
安
の
観
音
」
に
つ
い
て
は
、 

村
人
伝
い
ふ
、
い
に
し
へ
よ
り
平
産
を
祈
る
人
、
鐘
の
緒
を
請
得
て
帯
と
な
す
に
、

難
産
あ
る
こ
と
な
し
と
、
こ
の
ゆ
へ
に
俗
呼
て
、
子
安
の
観
音
と
い
ふ
な
り
。 

と
あ
る
。
こ
の
縁
起
の
末
尾
に
は
、
定
法
が
あ
り
、
本
尊
の
総
開
帳
は
二
十
年
に
一
度
、

毎
年
三
月
十
八
日
の
法
会
の
一
日
だ
け
は
開
帳
が
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

浄
光
寺
の
観
音
は
、
災
害
・
盗
難
と
二
度
、
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た
が
、
再
び
寺

に
戻
っ
て
く
る
観
音
で
あ
っ
た
。
こ
の
寺
の
再
興
に
あ
た
っ
て
は
、
中
興
の
性
海
の

力
が
大
き
く
、
貞
享
三
年
が
起
点
と
な
っ
て
い
る
。 

現
在
の
浄
光
寺
の
門
前
に
は
「
川
辺
郡
三
十
三
所
観
音
巡
礼
第
二
十
一
番
」
と
刻

ま
れ
た
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
石
碑
が
あ
り
、
札
所
寺
院
と
な
っ
た
こ
と
が
こ

の
寺
が
復
興
で
き
た
要
件
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。 

二
種
の
縁
起
絵
に
は
、
巻
子
の
縁
起
に
含
ま
れ
て
い
な
い
場
面
の
絵
も
含
ま
れ
て

お
り
、
絵
の
内
容
の
読
み
解
き
や
本
尊
の
御
開
帳
と
縁
起
絵
と
の
か
か
わ
り
な
ど
、

浄
光
寺
観
音
像
を
め
ぐ
る
伝
承
に
つ
い
て
の
興
味
は
尽
き
な
い
。 

 

二
〇
一
五
年
一
月
五
日
に
、
尼
崎
市
立
地
域
史
料
館
と
の
共
同
で
、
市
指
定
文
化

財
で
あ
る
『
浄
光
寺
縁
起
絵
』
お
よ
び
関
連
史
料
の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

成
果
は
後
日
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
今
回
は
五
点
の
文
字
縁
起
に
つ
い
て
翻
刻

を
掲
載
す
る
。本
文
は
尼
崎
郷
土
史
研
究
会
内「
尼
崎
の
近
世
古
文
書
を
楽
し
む
会
」

96

三

浄

　

本
稿
は
二
〇
一
六
年
四
月
に
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
『
尼
崎
百
物
語
』（
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
に
掲
載
予
定
の
「
浄
光
寺
縁
起
─
戻
っ
て
き
た
仏
像
─
」
を

も
と
に
一
部
を
改
稿
し
掲
載
し
た
。
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の
方
々
に
よ
る
成
果
で
、
地
域
史
料
館
中
村
光
夫
氏
に
よ
る
監
修
を
経
て
公
開
し
た
。

な
お
、
貴
重
な
史
料
の
調
査
、
公
開
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
常
光
寺
住
職
、
水
谷
修

夫
氏
に
深
謝
し
た
い
。 

尼
崎
市
公
式
サ
イ
ト
に
よ
る
指
定
文
化
財
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、 

縦112cm

、
横87.5cm

。
こ
の
絵
は
、
天
長
年
中
（824

〜834

）
に
空
海

が
浄
光
寺
に
堂
舎
を
建
て
る
以
前
、
釈
恵
満
と
い
う
僧
が
、
海
中
よ
り
放
光
す

る
金
像
を
得
て
歓
喜
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
南
北
朝
の
内
乱
の
時
に

は
南
朝
方
の
楠
木
・
和
田
勢
と
浄
光
寺
の
地
に
城
を
構
え
た
箕
浦
次
郎
左
衛
門

俊
定
と
の
合
戦
、
寺
の
焼
亡
の
部
分
、
寺
の
再
建
と
本
尊
の
安
置
供
養
ま
で
を

絵
巻
風
に
二
幅
に
描
き
わ
け
て
い
ま
す
。 

濃
彩
に
よ
る
作
風
は
、
桃
山
時
代
に
盛
行
し
た
風
俗
画
の
作
風
に
共
通
す
る

も
の
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
町
絵
師
が
出
現
し
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
慶
長
・
元

和
（1596

〜1623

）
頃
に
そ
の
作
画
期
が
考
え
ら
れ
る
優
品
で
す
。 

尼
崎
の
文
化
財 

（http://w
w

w.city.am
agasaki.hyogo.jp/bunkazai/index.htm

l

） 
 

本
稿
は
二
〇
一
六
年
四
月
に
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
『
尼
崎
百
物
語
』（
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
に
掲
載
予
定
の
「
浄
光
寺
縁
起
」
を
も
と
に
一
部
を
改
稿
し

掲
載
し
た
。 

（
大
江

篤
）

  

              
          

慈
眼
院
と
改
称
し
た
。 

（
キ
）
慶
長
年
中
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
高
潮
の
被
害
を
受
け
、
仮
堂
と
本

尊
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
住
持
慶
海
が
探
し
た
と
こ
ろ
伝
法
の
浦
か
ら
本
尊
を
迎
え

る
事
が
で
き
、
草
堂
に
安
置
し
て
ま
つ
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
寺
は
荒
廃
し
、
い
つ

の
日
か
盗
賊
に
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。 

（
ク
）
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
川
辺
郡
三
十
三
所
巡
礼
が
は
じ
ま
り
、
札
所
寺

院
に
加
わ
っ
た
が
、
本
尊
も
な
く
由
来
も
わ
か
ら
ず
住
持
性
海
が
嘆
い
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
隠
逸
道
者
の
某
居
士
と
い
う
人
が
、
一
寸
八
分
の
金
の
観
音
像
と
古
筆
の
縁

起
を
持
ち
、
縁
起
に
は
「
摂
州
川
辺
郡
補
陀
楽
山
浄
光
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で

堂
を
建
て
て
安
置
し
た
い
と
申
し
出
て
き
た
。
当
時
は
寺
号
を
「
常
光
寺
」
と
称
し

て
い
た
た
め
に
本
尊
で
は
な
い
と
性
海
は
思
っ
た
が
、
村
の
老
農
を
集
め
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
か
つ
て
は
「
浄
光
」
で
あ
っ
た
の
を
「
常
光
」
に
変
え
た
と
い
い
、
昔
か

ら
の
言
い
伝
え
と
縁
起
に
違
う
と
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
た
め
、
毎
年
三
月
十
八
日
を

観
音
会
と
称
し
て
、
こ
の
日
に
開
帳
し
た
。
ま
た
、
言
い
伝
え
に
安
産
の
祈
る
人
が

多
か
っ
た
の
で
「
子
安
の
観
音
」
と
い
う
。 

（
ク
）
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
④
「
補
陀
洛
山
浄
光
教
寺
重
興
記
」
に
少
し
詳
し

い
内
容
が
あ
る
。
性
海
は
夢
の
中
で
三
十
三
所
を
巡
り
、
金
色
の
観
音
と
出
会
う
。

そ
の
後
、
法
界
寺
村
の
人
が
川
辺
郡
三
十
三
所
巡
礼
を
開
き
、
浄
光
寺
が
札
所
寺
院

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
尊
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
一
寸
八
分
の
金

の
観
音
像
を
持
っ
て
き
た
某
に
つ
い
て
、
小
浜
の
里
に
住
む
正
和
と
い
う
人
物
で
あ

り
、
能
勢
で
観
音
を
手
に
入
れ
た
。
こ
の
正
和
が
こ
の
地
の
杉
山
元
格
と
旧
知
の
な

か
で
、
小
浜
で
観
音
を
拝
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
常
」
と
「
浄
」
の
字
が
異
な
る
こ
と

を
不
審
に
思
い
、
村
に
帰
っ
て
、
性
海
と
村
長
の
某
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
五
十
年

前
に
本
尊
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
「
常
光
」
と
改
め
た
が
、
知
る
人
が
い
な
い
と
い

っ
た
。
さ
ら
に
、
性
海
と
元
格
は
、
村
の
老
人
河
村
某
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
そ
の
と
お

り
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
村
人
は
喜
ん
で
新
し
い
草
堂
を
構
え
、
郡
の
役
人
出

原
忠
政
は
樹
木
を
植
え
、
蓮
池
を
掘
り
、
善
男
善
女
が
寄
進
し
た
。
そ
し
て
、
貞
享

三
年
閏
三
月
三
日
に
性
海
と
村
長
が
鳳
輦
で
小
浜
か
ら
浄
光
寺
に
迎
え
た
。こ
の
時
、

智
積
院
の
正
信
が
導
師
を
つ
と
め
た
。 

さ
ら
に
、
「
子
安
の
観
音
」
に
つ
い
て
は
、 

村
人
伝
い
ふ
、
い
に
し
へ
よ
り
平
産
を
祈
る
人
、
鐘
の
緒
を
請
得
て
帯
と
な
す
に
、

難
産
あ
る
こ
と
な
し
と
、
こ
の
ゆ
へ
に
俗
呼
て
、
子
安
の
観
音
と
い
ふ
な
り
。 

と
あ
る
。
こ
の
縁
起
の
末
尾
に
は
、
定
法
が
あ
り
、
本
尊
の
総
開
帳
は
二
十
年
に
一
度
、

毎
年
三
月
十
八
日
の
法
会
の
一
日
だ
け
は
開
帳
が
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

浄
光
寺
の
観
音
は
、
災
害
・
盗
難
と
二
度
、
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た
が
、
再
び
寺

に
戻
っ
て
く
る
観
音
で
あ
っ
た
。
こ
の
寺
の
再
興
に
あ
た
っ
て
は
、
中
興
の
性
海
の

力
が
大
き
く
、
貞
享
三
年
が
起
点
と
な
っ
て
い
る
。 

現
在
の
浄
光
寺
の
門
前
に
は
「
川
辺
郡
三
十
三
所
観
音
巡
礼
第
二
十
一
番
」
と
刻

ま
れ
た
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
石
碑
が
あ
り
、
札
所
寺
院
と
な
っ
た
こ
と
が
こ

の
寺
が
復
興
で
き
た
要
件
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。 

二
種
の
縁
起
絵
に
は
、
巻
子
の
縁
起
に
含
ま
れ
て
い
な
い
場
面
の
絵
も
含
ま
れ
て

お
り
、
絵
の
内
容
の
読
み
解
き
や
本
尊
の
御
開
帳
と
縁
起
絵
と
の
か
か
わ
り
な
ど
、

浄
光
寺
観
音
像
を
め
ぐ
る
伝
承
に
つ
い
て
の
興
味
は
尽
き
な
い
。 

 
二
〇
一
五
年
一
月
五
日
に
、
尼
崎
市
立
地
域
史
料
館
と
の
共
同
で
、
市
指
定
文
化

財
で
あ
る
『
浄
光
寺
縁
起
絵
』
お
よ
び
関
連
史
料
の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

成
果
は
後
日
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
今
回
は
五
点
の
文
字
縁
起
に
つ
い
て
翻
刻

を
掲
載
す
る
。本
文
は
尼
崎
郷
土
史
研
究
会
内「
尼
崎
の
近
世
古
文
書
を
楽
し
む
会
」
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『
浄
光
寺
縁
起
』
に
つ
い
て

常
光
寺
は
、
尼
崎
市
常
光
寺
字
奥
ノ
坊
（
現
常
光
寺
三
丁
目
）
に
あ
る
真
言
宗
の

寺
院
。
山
号
は
補
陀
洛
山
、
院
号
は
慈
眼
院
。 

『
摂
陽
群
談
』（
元
禄
十
四
年
刊
、
一
七
〇
一
）
巻
第
十
四
、
寺
院
の
部
に
は
、 

天
長
淳
和
帝
の
御
宇
、
弘
法
大
師
の
開
基
、
郡
内
昆
陽
寺
の
僧
恵
満
比
丘
、
武

庫
の
浦
に
於
い
て
大
悲
像
（
一
寸
八
分
）
一
躯
を
得
て
当
院
に
安
置
す
。 

と
あ
り
、
同
書
に
引
く
『
伽
藍
開
基
記
』
に
は
、
天
長
年
間
（
八
二
四
～
八
三
四
）

に
恵
満
が
夢
の
な
か
で
金
の
観
音
像
を
礼
拝
し
た
翌
日
、
浜
辺
で
光
を
放
っ
て
い
る

海
中
か
ら
一
寸
八
分
の
観
音
像
を
発
見
す
る
。
庵
に
安
置
し
、
数
十
年
経
っ
た
こ
ろ

弘
法
大
師
が
こ
の
地
に
や
っ
て
き
て
、
こ
の
像
に
感
じ
入
っ
て
伽
藍
を
構
え
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
金
銅
観
音
像
は
秘
仏
と
し
て
浄
光
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

さ
て
、
浄
光
寺
に
は
、
こ
の
仏
像
を
め
ぐ
る
縁
起
が
数
種
類
伝
わ
っ
て
い
る
。
二

種
類
の
掛
幅
の
縁
起
絵
と
五
種
類
の
巻
子
で
あ
る
。 

巻
子
の
縁
起
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

①
「
奉
納
新
刻
像
中
略
縁
起
」（
文
保
元
年
、
一
三
一
七
） 

②
「
補
陀
洛
山
浄
光
寺
略
縁
起
」（
貞
享
三
年
、
一
六
八
六
） 

③
「
摂
州
補
陀
洛
山
浄
光
教
寺
重
興
記
」
（
貞
享
三
年
、
一
六
八
六
） 

④
「
補
陀
洛
山
浄
光
教
寺
重
興
記
」
（
貞
享
三
年
、
一
六
八
六
） 

⑤
（
宥
宝
弔
辞
）

（
元
禄
四
年
、
一
六
九
一
） 

①
が
最
も
古
い
年
紀
を
持
つ
。
末
尾
に
「
当
山
住
持
沙
門
権
大
僧
都
頼
鑁
」
と
あ

る
。
年
々
の
霊
験
が
少
な
く
な
く
、
男
女
の
お
参
り
が
絶
え
な
い
と
記
し
て
い
る
。

文
保
元
年
に
新
し
く
制
作
し
た
観
音
像
の
頭
部
に
、
こ
の
仏
像
を
納
入
す
る
際
に
、

一
緒
に
納
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

貞
享
三
年
に
①
三
月
十
八
日
②
九
月
九
日
③
十
二
月
十
八
日
と
三
つ
の
縁
起
が
書

か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
浄
光
寺
の
中
興
性
海
が
記
し
た
②
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。 

（
ア
）
海
岸
で
毎
夜
光
を
放
つ
不
思
議
な
こ
と
が
あ
り
、
漁
夫
た
ち
は
こ
れ
を
見
て

あ
や
し
ん
だ
。 

（
イ
）
あ
る
時
、
昆
陽
寺
の
恵
満
と
い
う
僧
侶
が
、「
金
身
の
観
世
音
」
を
礼
拝
す
る

夢
を
見
た
。
そ
し
て
、
仏
像
か
ら
「
仏
放
一
光
我
及
衆
会
見
此
国
界
種
々
殊
妙
諸
仏

神
力
智
恵
希
有
放
一
浄
光
照
無
量
国
」」
と
い
う
お
告
げ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
法
華
経

序
品
の
偈
で
あ
っ
た
。
恵
満
は
偈
の
「
一
浄
光
を
放
つ
」
と
い
う
句
か
ら
、
か
つ
て

海
岸
に
光
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
聞
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
翌
朝
、
波
打
ち
際

を
探
し
て
い
る
と
正
観
音
像
が
現
れ
た
。
恵
満
は
喜
こ
ん
で
合
掌
し
て
礼
拝
し
た
。

一
寸
八
分
の
金
色
の
尊
像
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
数
十
年
間
秘
か
に
ま
つ
っ
て
い
た
。 

（
ウ
）
天
長
年
間
（
八
二
四
～
八
三
四
）
に
弘
法
大
師
が
伽
藍
を
建
立
し
、
観
音
浄

土
な
の
で
「
補
陀
洛
山
」
の
三
号
を
、
光
を
放
つ
の
で
「
浄
光
寺
」
の
寺
号
を
名
付

け
た
。
そ
の
霊
験
を
得
よ
う
と
多
く
の
人
々
が
参
詣
し
、
国
家
の
守
護
や
武
運
を
祈

る
た
め
に
寄
進
す
る
者
が
多
く
あ
っ
た
。 

（
エ
）
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
浄
光
寺
の
住
持
頼
鑁
が
仏
像
を
盗
難
か
ら
防
ぐ
た

め
、
京
都
の
仏
師
を
召
し
て
大
き
な
観
音
像
を
造
り
、
そ
の
頭
部
に
、
小
さ
な
縁
起

書
と
と
も
に
観
音
像
を
納
め
た
。 

（
オ
）
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
細
川
高
国
が
護
摩
堂
を
建
て
、
居
城
の
鬼
門
の

守
り
と
し
、
荒
木
村
重
が
伝
法
院
の
辺
り
の
地
を
灯
明
田
と
し
て
寄
進
し
た
。
そ
こ

は
浄
光
寺
野
と
い
う
。 

（
カ
）
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
の
伊
丹
城
の
落
城
の
戦
火
で
こ
の
寺
は
焼
失
す
る
。

そ
の
時
の
伽
藍
は
、
観
音
堂
・
護
摩
堂
・
大
師
堂
・
鐘
楼
・
大
門
・
閼
伽
水
殿
・
鎮

守
九
社
と
光
明
坊
・
三
松
坊
・
乾
之
坊
・
中
之
坊
・
辻
之
坊
・
池
之
坊
・
奥
之
坊
等

の
塔
頭
が
あ
っ
た
。
豊
臣
氏
の
時
に
は
寺
領
も
没
収
さ
れ
、
寺
号
が
村
名
と
な
り
、

98

一

浄『
摂
陽
群
談
』（
元
禄
十
四
年
刊
、
一
七
〇
一
）
巻
第
十
四
、
寺
院
の
部
に
は
、 

　

 

天
長
淳
和
帝
の
御
宇
、
弘
法
大
師
の
開
基
、
郡
内
昆
陽
寺
の
僧
恵
満
比
丘
、
武

庫
の
浦
に
於
い
て
大
悲
像
（
一
寸
八
分
）
一
躯
を
得
て
当
院
に
安
置
す
。
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